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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











本作品は電子書籍化にあたりイラストを収録しておりません。
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プロローグ









　セバスティア王国西部の辺へん境きよう、ツアディーク伯はく領りよう内ないに広がるアルザの森。

　領りよう主しゆの居きよ城じようがあるミルトスから遠く隔へだたった森しん林りん地ち帯たいを、護ご衛えいの騎き士したちを従したがえた一台の馬ば車しやが、轍わだちのない悪あく路ろに車体を揺ゆらせながら進んでいた。

　貴き族ぞく専せん用ようと思おぼしき豪ごう奢しやな箱はこ形がた馬車だが、その所々は黒く焼け焦こげ、屋根には数本の矢が突つき刺ささっている。前後を守る騎士たちの表情にも疲ひ労ろうの色が濃こく、中には深ふか手でを負おって手た綱づなをとるのがやっとという有あり様さまの者すらいた。

　とうに日は暮れ、付近には領りよう民みんの集しゆう落らくすら見あたらないというのに、この暗く深い森の中をどこへ行こうというのか──まるで落おち武む者しやのような人じん馬ばの列は、誰だれ一人として口を利きく者もなく、ただ粛しゆく々しゆくと木こ立だちに挟はさまれた細い道を進んでいく。

　微かすかに風を切る音が響ひびき、先頭を行く騎士が声も上げずに鞍くらから転ころげ落ちた。

　落らく馬ばした男の肩かたには深々と矢が突き立っている。

　続いて、道を挟む両側の木こ陰かげから次々と矢が射い込こまれてきた。

「敵てき襲しゆうぅーっ！」

　隊長らしき騎士が剣の鞘さやを払はらい、馬車の方に振ふり返って叫さけぶ。

　森の奥おくから喊かん声せいが上がり、剣けんや槍やりを振りかざした兵士たちが斬きり込んできた。

　その数、少なく見ても百人以上。

　かねてよりの待まち伏ぶせだったのか──兵士たちは濃い緑みどり色いろに塗ぬった胴どう衣いと鎧よろいで身を固め、さらに衣服の随ずい所しよに枝えだ葉はを差して身体からだの輪りん郭かくを隠かくすという念の入れようである。

「姑こ息そくな傭よう兵へいどもめが──若わか君ぎみには指一本触ふれさせん！」

　怒いかりに声を震ふるわせながら、騎士隊長が部下の騎士たちに檄げきを飛ばす。

　彼自身も相当の使い手なのであろう。自みずから剣を振るい、短たん槍そうを構かまえて挑いどんで来た敵兵数名をあっという間まに斬り伏せた。

　とはいえ、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい──しかも相手は野や戦せんに習しゆう熟じゆくした手て練だれの傭兵部隊である。

　森の中で身動きのとれない騎士たちは、次々と討うち取られていった。最後まで奮ふん闘とうを続けていた騎士隊長も、落馬したところを数名がかりで押おさえつけられ、喉のどを搔かき切られてついに壮そう絶ぜつな戦せん死しを遂とげた。

　傭兵たちは馬車を取り囲かこみ、逃にげようとした馭ぎよ者しやを無む造ぞう作さに斬ると、さらに馬車の扉とびらを打ち破やぶり、中にいた人物を有う無むを言わせず引きずり出した。

　馬車に乗っていたのは、身なりから一ひと目めで良りよう家けの婦人と判わかる三十代の女性。その腕うでの中に、一人の幼おさない男の子を抱だいている。

　一いつ見けん親子のようでもあるが、両者の髪かみや瞳ひとみの色が異ことなるところから察して、女はおそらく男の子の乳母うばかお守もり役といった立場なのだろう。

　ぐるりと傭兵たちが囲む中、女と少年は荒々しく地面に突き倒たおされ、抱き合いながら為なす術すべもなく震えていた。

　傭兵たちの間から頭とう目もくと思しき男が進み出て、女の前に片かた膝ひざをついて質ただした。

「ミルトス領主、タヴァス・ツアディーク伯はく爵しやくの御おん曹ぞう司し、シオン殿どのですな？」

　女は答えない。男の子を全身で庇かばうように抱き抱かかえ、固く口を結むすんだまま俯うつむいている。

「返へん答とうを渋しぶるのは勝かつ手てだが、あまりおぬしらのためにならんと思うぞ？」

　分ぶ厚あつい唇くちびるを歪ゆがめ、頭目が冷ひややかに告つげた。

「上からは、もしシオン殿を発見したら、一いつ切さい手出しはせず丁てい重ちようにお連つれするように命じられておる。しかし違ちがうというなら──可か哀わい相そうだが、おぬしら二人はこの場で斬らねばならんなぁ」

「──！」弾はじかれたように、女が顔を上げた。

「そ、その言葉……偽いつわりはないでしょうね？」

「うむ。我われらとて、できることなら女子供に殺せつ生しようはしたくないからな」

「な、ならば──仰おつしやる通り、この子がシオン坊ぼつちゃまでございます！　お慈じ悲ひを──まだ年とし端はもいかぬ坊ちゃまに、どうぞお慈悲をおかけ下さいまし！」

「そうか。ご苦労だった」

　頭目はうなずいて立ち上がると、ものもいわずに剣を一いつ閃せんさせた。

　西瓜すいかを割わるような音を立て、刃やいばが乳母の後こう頭とう部ぶに食い込む。女は何かを叫さけぼうとした表情のまま、白しろ目めを剝むいて地面に崩くずれ落ちた。

　少年が顔を覆おおって悲ひ鳴めいを上げた。

「実は、もう一つ命じられておってな──シオン殿以外の従じゆう者しやは、一人たりとも生かしておくなと」

　こともなげにいうと、頭目は部下の方に顎あごをしゃくって合あい図ずした。

「ガキの服を脱ぬがせろ。確かく認にんする」

「はっ」

　二人の傭兵が進み出て、乳母の死体に取りすがって泣く少年を強ごう引いんに立たせた。

「何するの!?　いやっ！　いやぁーっ!!」

　泣き叫ぶ少年の声には耳も貸かさない。下げ卑びた薄うす笑わらいを浮うかべつつ、上じよう等とうの生き地じで仕立てられた子供服を紙のように容た易やすく引ひき裂さいていく。

　あっという間に上半身を裸はだかに剝かれた少年の両手をつかんでぶら下げ、まるで狩かりの獲え物ものでも自じ慢まんするかのように頭目の前に突き出した。

「……灯あかりを貸かせ」

　部下から受け取った蠟ろう燭そくをかざし、頭目は少年の姿すがたをしげしげと眺ながめた。

「ふん、なかなかの別べつ嬪ぴんだな。これで男とはもったいない」

　その言葉どおり──柔やわらかそうな金色の髪かみを伸のばし、ふっくらとした色白の顔に大おお粒つぶの宝ほう石せきを思わせる金色の瞳ひとみを見開いた少年の面おも立だちには、子供らしからぬ妖あやしいまでの美しさがあった。

　頭目の視し線せんが、少年の顔から身体からだへと移される。

　いかにも良りよう家けの子供らしい、清せい潔けつできめ細こまかな肌はだである。だがその白い胸むね──鳩みぞ尾おちの少し右上あたりに、大きな海星ひとでを思わせる醜みにくい痣あざが浮かび上がっていた。

「間ま違ちがいない──こいつが領主の息子シオンだ」

　満まん足ぞくそうな笑いを浮かべ、頭目がつぶやいた。

「あのう、カシラ……そんな痣一つで判わかるんですかい？」

　傍かたわらで眺めていた部下の一人が不ふ思し議ぎそうに尋たずねる。

　彼らは雇やとい主ぬしから「領主の一人息子」を捕とらえるように命じられていたのだが、肝かん心じんの息子の容よう姿しについては「今年七つになる男の子。金きん髪ぱつに金色の目」という程度の情じよう報ほうしか与あたえられていなかったのだ。

「何だ貴き様さま、あの〝噂うわさ〟を知らんのか？」

「へ？　噂って……」

「このガキは魔ま王おうペイモンの生まれ変りだ。胸に浮き上がっているのは悪あく魔まの紋もん章しよう──城じよう下か町まちでは知らぬ者のない評ひよう判ばんだぞ？」

「げっ!?　ま、魔王の……？」

「違ちがう！」少年が顔を上げ、大声で叫さけんだ。

「これはただの痣だ！　魔王が転てん生せいするだなんて──そんなの、ただの迷めい信しんだよ！」

「ガタガタ喚わめくんじゃねえ！」

　少年の頰ほおを平ひら手てで殴なぐりつけ、頭目が怒ど鳴なる。

「まあ、こいつが本物の魔王かどうかなんぞ、俺おれたちにとっちゃどうでもいいことよ。何しろこんなガキ一いつ匹ぴき生いけ捕どりにするだけで、戦せん場じようで半年働いたのと同じ報ほう酬しゆうが入るんだからな──こんなおいしい仕事は滅めつ多たにないぞ。そうだろう？」

「へ、へえ……全まつたくで」

　そのとき、後こう方ほうから男の悲ひ鳴めいが上がった。

「！　どうした!?」

　頭目が顔を上げると──馬ば車しやの周しゆう囲いで警けい戒かいにあたっていた部下の傭よう兵へいたちが、剣けんや槍やりを振ふり回して口々に喚いている。いったいどこから現れたのか──兵士たちの頭ず上じようを、青あお白じろく燃える無数の鬼おに火びがふわふわと飛び交かっていた。

「な、何だ？　あれは──」

　人の頭ほどの大きさを持つ鬼火の一つが、ふいに高度を下げて傭兵の一人にぶつかった。

「うわぁーっ!?」

　青い炎ほのおがたちまち身体からだに燃え移り、男は武ぶ器きを放ほうり出して地面の上を転ころげ回る。

　それが合あい図ずだったかのように、鬼火の群むれは一いつ斉せいに傭兵たちに襲おそいかかった。

「バ、バケモノだーっ！」

「魔ま族ぞくだ！　森の魔族が血の臭においを嗅かぎつけてやって来やがった！」

「馬ば鹿か者もの、落おち着つけ！　いまどき魔族なんか出てたまるかっ」

　パニック状じよう態たいに陥おちいりかけた部下たちを、頭目が険けわしい声で叱しかりつける。

「あれは外げ道どう呪じゆの攻こう撃げきだ！　気をつけろ！　この近くに呪じゆ術じゆつ士しが潜ひそんでるぞ！」

　ブツッと鈍にぶい音が響ひびき、頭目の声がふいに途と絶だえた。

　どこからともなく飛んできた一本の矢が、男の喉のどを射い抜ぬいたのだ。

「ぐぅ……はがっ……」

　その場に膝ひざを折おり、ばったりと倒れた。

「かっ、カシラーっ!?」

「敵てき襲しゆうだ！　まだ生き残りがいやがったのか!?」

　ついさっき、待まち伏ぶせの奇き襲しゆうで騎き士し隊たいを全ぜん滅めつさせたばかりの傭兵部隊が、皮ひ肉にくなことに今度は自分たちが奇襲を受ける立場に逆ぎやく転てんした。

　何者かの意い志しに操あやつられた鬼火が次々と兵士たちを焼き、その炎の明かりを標ひよう的てきにして周囲から雨あられと矢が射い込こまれる。

「ヤバイぜっ、このままじゃ全滅しちまう！」

「俺おれはずらかるぞ。こんな所で犬いぬ死じにはごめんだ！」

　元より金を目当てに集まった寄より合あい所じよ帯たいの部隊である。頭目を失うしなったいま、もはや誰だれ一人として捕ほ虜りよにした少年を構かまうものなどいない。

　完全に統とう制せいを失った傭兵たちは、森の出口目め指ざして我われ先さきに撤てつ退たいを開始した。




「危あぶないところだったねえ、シオン・ツアディーク君くん」

　その男は森の奥からゆっくり歩あゆみ寄り、地面に座すわり込んだシオンに声をかけてきた。

　年ねん齢れいは三十前後というところか。身にまとった服こそ質しつ素そな胴どう衣いだが、知的な風ふう貌ぼうは学者か教きよう師しを名な乗のっても違い和わ感かんのない雰ふん囲い気きがある。

「……あなたは？」

「失しつ敬けい、自じ己こ紹しよう介かいがまだだったね。私はザルマン・ハッシェ──真しん理りの探たん究きゆうに身を捧ささげるため、俗ぞく世せを捨すてたつまらぬ男とでも思ってくれたまえ」

「ザルマン……さん」

　その名前には聞き覚おぼえがある。

　何年か前にふらりと領りよう内ないに現れ、アルザの森に庵いおりを結むすんで住み着ついた隠いん者じやだ。かなりの博はく学がくの持ち主らしいが、その一いつ方ぽうで怪あやしげな呪じゆ術じゆつの研けん究きゆうに耽ふけっているとか、とかく良い評ひよう判ばんを聞かない男だった。

「助けて……下さったのですね。どうも、ありがとうございます」

「なに、礼れいには及およばんさ。……それにしても、このたびのことはお気の毒どくだった。仮かりにも実じつの弟おとうとに謀む反ほんを起こされ命を落とすとは──お父ちち上うえのタヴァス公も、さぞやご無む念ねんであったに違ちがいない」

「………」

　シオンは周しゆう囲いを見回し、力無なくうなだれた。

　乳母うばのルツ。騎き士し隊長ジェルード。その他、自分を守るために死んでいった家か臣しんたちのことを思うと、窮きゆう地ちを脱だつしたからといって手て放ばなしで喜よろこぶ気にはなれない。

「……あなたは、どうしてぼくを助けてくれたんですか？」

「はっはっは。俗世を捨てたこの身でも、何かと世せ間けんの事じ情じようは耳に入って来るものだよ」

　少年の疑ぎ問もんに、ザルマンは浩こう然ぜんと笑いながら答えた。

「今回の件には、私としてもいささか義ぎ憤ふんを覚おぼえるところがあってね。森に住む友人たちと語らって、及ばずながら助すけ太刀だちに参さん上じようしたというしだいさ」

（友人……？）

　そのときになってようやく気がついた。

　周囲の木こ立だちの陰かげに大おお勢ぜいの気け配はいがあり、ざわざわ言葉を交かわしながら自分とザルマンを見守っている。先せん刻こく、傭よう兵へいたちを弓ゆみ矢やで射いたのもおそらく彼らだろう。

（でも、森の中に村があるなんて聞いたこともない……それに、何であの人たちは姿すがたを見せないんだろう？）

「おっと、そんな格かつ好こうでいては風か邪ぜをひいてしまうよ──ミュリン！」

　ザルマンの声に答えるように、木立の陰から細ほそ身みの人ひと影かげが現れた。

　女性──なのであろう。村の若い娘むすめが着きているのと同じ木も綿めんのドレスをまとっているが、奇き妙みようなのは覗のぞき穴あなだけを空あけた布で、すっぽりと頭とう部ぶを覆おおっていることだった。

「なぜ……顔を隠かくしているのですか？」

「彼らはちょっとした土地の病やまいでね。いやいや、決して伝染うつるような病気じゃないから、どうかあまり気にしないでやってくれたまえ」

「これをどうぞ……シオン様さま」

　覆ふく面めんの娘がシオンの肩かたに毛もう布ふをかけてくれた。

「あ、ありがとう」

　ぎこちなく微笑ほほえみ、娘に礼をいうシオン。

「色々ご親しん切せつにして頂いただき、感かん謝しやの言葉もありません……でも、ぼくには、あなた方のお心に報むくいる術すべが何ひとつないのです」

　城しろを脱だつ出しゆつした最後の夜──自みずから天てん守しゆに火を放はなって、その中に身を投げた父と母の姿を思い出し、少年の目から涙なみだが溢あふれ出した。

「ううむ。君きみにはちといい辛づらいことなんだが……その後聞いた話では、叔父おじ上うえのアクラブは既すでにミルトスの新しん領りよう主しゆを名な乗のり、国王や〝教きよう団だん〟もそれを認みとめる意い向こうらしい。全まつたくひどい話さ。いったい、この世に正せい義ぎというものはないのかねえ？」

（そんな……ラズロウ教団の人たちだけは、味み方かたになってくれると思ってたのに……！）

　絶ぜつ望ぼうのあまり、シオンはその場に倒たおれそうになった。

「是ぜ非ひもありません……どうぞ、ぼくの身み柄がらを叔父上に引き渡してください。そうすれば、あなた方にはいくらかの恩おん賞しようが出るでしょうから」

「馬ば鹿かいっちゃいかんよ、君ぃ。奴やつらに引き渡すくらいなら、端はなから君の命を救すくったりはしないさ」

　ザルマンはずいっとシオンに近づき、いかにも親したしげに肩を抱だき寄せた。

「そこで、提てい案あんなんだが……森の奥にある彼らの〝村〟に、しばらく身を寄せてはどうかね？　辺へん鄙ぴな所だが、叔父上の追おっ手てから身を隠すのにはうってつけの場所だよ。それに、君には色々と話したいことがあるしねえ」

「話って……何ですか？」

「この世界の成なり立たちに関かかわる、重大な秘ひ密みつ──国王や〝教団〟はひた隠しにしておるが、私はこの事実を世せ間けんに広く知らしめるべきだと思っている。そしてシオン君、これは君自身の未み来らいにも、重要な関わりを持っていることなのだよ？」

「…………」

　シオンは即そく答とうを避さけて押おし黙だまった。

　こんな状じよう況きようでいきなり「世界の秘密」などといわれても、何だかピンと来ない。

　それに──命を助けられて何だが──このザルマンという男には、いまひとつ心を許ゆるせないある種の胡う散さん臭くささが感じられた。

　とはいえ、自分にはもう帰るべき城しろも、助けてくれる家か臣しんもいない。ザルマンの申し出を蹴けってこの場に残ったところで、待っているのは飢うえ死じにするか狼おおかみの[image: 餌]えさになるか、どちらかの運うん命めいでしかない。

「判わかりました……あなた方を信じて、この身をお任まかせ致いたします」

　もうどうにでもなれ──そんな投げやりな気分で、シオン・ツアディークは呪じゆ術じゆつ士しザルマンに頭を下げた。








第１章　剣けん匠しようの遺ゆい言ごん









「あたいの側そばに寄るなーっ!!」

　甲かん高だかい罵ば声せいと共ともに飛んできた金かな盥だらいを、ダレット・アースガードはひょいと上じよう体たいを反そらして器き用ように避よけた。

　狙ねらいを外はずした盥が背はい後ごの壁かべに激げき突とつし、中なか身みのぬるま湯をぶちまける派は手でな音を聞きながら、面おも長ながの顔を露ろ骨こつにしかめる。

「ったく……下の部へ屋やに水が漏もれたらどうすんだ。文もん句くをいわれるのは、この俺おれなんだからな」

　上うわ背ぜいがあるため全体的にひょろりとした廋そう身しんと見えるが、まくり上げたシャツからのぞく前ぜん腕わんは思いのほか逞たくましい。二十歳はたち前後と思おぼしき整ととのった容よう貌ぼうであるにもかかわらず、無む造ぞう作さに伸のばした黒くろ髪かみと気け怠だるげに細められた冴さえない目つきのせいか、心なし人生に疲つかれたような雰ふん囲い気きを身にまとわせた青年である。

　疲れた──といえば、現在彼らがいる場所もまた、ひいき目に見ても築ちく二十年以上は経たつと思しき古ぼけた建たて物ものの一室だった。セバスティア王国の王おう都とカルパス、西十三番地ハマニート街がいに建たつ、煤すすけた煉れん瓦が壁へきの二階建てアパート。元々は交こう易えき商しようの事じ務む所しよとして使用されていたらしいが、諸しよ般はんの事じ情じようで人ひと手でに渡り、老ろう朽きゆう化かが進んだ今では一いつ般ぱん向むけの集合住宅として貸かし出されている。

　現在、ダレットは二階の半分を住じゆう居きよ兼けん事務所として借かりている。厳げん密みつには仕事の相あい棒ぼうと共きよう同どうで借りているわけだが、居い間まとキッチンに加えていくつかの個室が自由に使えるので、多少のすきま風と雨あま漏もりにさえ目をつぶれば、男二人が互たがいに気き兼がねなく暮くらすのに充じゆう分ぶんな物ぶつ件けん──のはずだった。

「うるさい、おまえなんかキライだ！　あっちいけ！」

　壁へき面めんにぴったり背中をつけ、追いつめられた小動物よろしく精せい一いつ杯ぱい威い嚇かくしたポーズをとって叫さけんでいるのは、まだ幼おさない少女だった。正確な年ねん齢れいはダレットも知らないが、おそらく十二、三というところだろう。廋やせた身体からだにあちこちすり切れた木も綿めんのドレスをまとい、室内だというのに毛糸の帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶっている。狭せまい額ひたいと突つき出した鼻はな先さき、さらにつり上がった大きな瞳ひとみが野や生せいの獣けものじみた印いん象しようを与あたえる娘むすめだ。

　少女の名はシュロ。つい一ひと月つきほど前に北の街まちオクトベルで出会った孤こ児じの娘である。

　行きがかり上ダレットたちが引き取ることになった──というか向こうから転ころがり込んできたのだが、この歳としになるまでどこで何をしていたのか、本人が名前以外に多くを語ろうとしないので詳くわしいことはよく判わからない。

　まあ、そのことじたいはダレットにとって大した問題ではなかった。人に語りたくない過か去こがあるという点では彼自身も似にたようなものだし、同どう居きよ人にんが一人増ふえたところで今の生活に差さし障さわりがでるわけでもない。

　問題は、彼女の過去よりもむしろ現在にあった。

「そうキイキイ喚わめくな。こちとら、別におまえを取って喰くおうってわけじゃないんだから」

　いきり立つシュロに向かい、なだめるように声をかけるダレット。

　だが少女は警けい戒かいを解とくことなく睨にらみつけている。

「噓つきーっ!!　『ここにいたいなら勝かつ手てにしろ』なんていってたクセにっ！」

「あー、確たしかにいったさ。おまえがここに住むのは構かまわねえってな。しかし、おまえに湧わいた蚤のみや虱しらみどもまで同居させるわけにゃいかねえ──というわけで、今日きようという今日は観かん念ねんして身体を洗って貰もらうぜ」

「いーじゃんかー。こいつらだってトモダチだぞ？」

　毛糸帽の縁ふちから伸のびた暗あん紫し色の髪かみをいじりつつシュロが反はん駁ばくする。指先に芥け子し粒つぶのような小さな虫を捕とらえたかと思うと、ぷちんと潰つぶして口に放ほうり込んだ。

「喰いながらいうなっ。つーか、てめえは単なる風ふ呂ろ嫌ぎらいだろうがっ」

「身体なら洗ってるぞ。三日前に雨が降ふったとき、屋根の上で」

「そういうのは『洗った』とはいわねーんだよ……」

　ダレットは床ゆかに落ちた金かな盥だらいを拾ひろい上げ、キッチンに行くと水道の蛇じや口ぐちを捻ひねった。

「百歩譲ゆずって臭くさいのは大目に見るとしてもだな、蚤と虱には我が慢まんならねえ。おまえが来てからというもの、俺おれは夜だってろくに寝ねてないんだぞ」

「ペイは何ともいわないぞー。あたいを見てもニコニコしてるだけで」

「あいつは呪じゆ術じゆつ士しだ。自分の部屋に虫むし除よけの結けつ界かいを張ってるんだよ。くそ、不ふ公こう平へいだ」

　水を張り直した盥をシュロの眼がん前ぜんにどんと置き、決けつ断だんを迫せまるようにねめつける。

「……さあ、服を脱ぬげ」

「やだ」

　にべもなく拒きよ絶ぜつすると、シュロは小さな掌てのひらをぐいと突き出した。

「そんなにあたいがイヤなら、今日限り出てってやる。だから、あの宝ほう石せき返せ」

「魔ま王おう石せきか？　あれは……ここにはない。ペイがはめてる」

「そうか？　じゃーいいや。あばよっ」

　すたすた部屋を出ていこうとする少女を、ダレットは慌あわてて背はい後ごから羽は交がい締じめにした。

「わっ!?　こらっ、放はなせっ！」

「馬ば鹿か野や郎ろうっ、独ひとりで街まちに出るなといってあるだろが？　おまえは──」

　そのとき、安やす普ぶ請しんの薄い壁かべを通してパタパタと外の階かい段だんを踏ふみしめる音が響ひびいた。扉とびらの外の廊ろう下かから二人分の声と足音が近づいてくる。

「お。ようやく助すけっ人とのご到とう着ちやくか……」

　抵てい抗こうするシュロを力任まかせに押おさえつけながら、ダレットは安あん堵どしたように独りごちた。

「早く早く！」

「もー、せかさないでってばぁ」

　錆さびかけた蝶ちよう番つがいが今にも外はずれそうな軋きしみを上げ、扉が開く。

「何なのよー、いったい。朝っぱらからいきなり呼よび出してさぁ……」

「よぉーリマル！　待ってたぜっ！」

　ブツブツいいながら入ってきた白はく衣いの少女を見るなり、ダレットは一転して愁しゆう眉びを開き愛あい想そ良よく声をかけた。

　リマル・シェメシュ──通りを挟はさんだ向かいの髪かみ結ゆい処どころに住み込みで働く理り容よう師しの卵たまご、加えてこのアパートの大おお家やの娘むすめでもある。何かにつけて好こう奇き心しんが強く、管かん理り人にんでもないのに日ひ頃ごろから住人の生活に首をつっこんでくるこの少女は、ダレットにとってどちらかといえば敬けい遠えんしておきたい人物ではあったが。

「あ～ら、おはよっダレット。今朝けさはずいぶん早起きなの……ね……？」

　つられて微笑ほほえみかけたリマルの顔が、部屋の中を覗のぞいたとたん訝いぶかしげにしかめられた。

「って……誰だれよ、その子？」

「いや、話せば長くなるがな──」

「あーっ!!」

　ダレットの言葉を半なかばで遮さえぎり、彼女は両手で口を覆おおって叫さけんだ。

「あんたたち……さては商しよう売ばいに行き詰づまって、ついに犯はん罪ざいに手を染そめたのねっ!?　それもよりによって営えい利り誘ゆう拐かいだなんて……！」

「ちょっと待て。まずは俺の話を──」

「きっと新しん聞ぶん沙ざ汰たになるわ！　このアパートに警けい官かん隊たいが踏ふみ込んできて白はく昼ちゆうの大おお捕とり物ものが展てん開かい、あたしは事じ件けんの関係者として新聞記き者しやから質問攻ぜめにあうのね!?　いや～んどうしましょ！」

　リマルは顔を上じよう気きさせ、言葉とは裏うら腹はらにひどく嬉うれしそうにまくしたてた。

「だいいち水みず臭くさいじゃない。コトを起こす前に、どうして一言あたしに相そう談だんしてくれなかったの？　常つね日ひ頃ごろ『大家と店たな子こは親子も同然』って言ってるのにぃ」

「ほう。相談してたらどうなったんだ？……いやまあ、怖こわいからそれ以上は聞かないでおくが」

「落おち着つきなよ、リマル。これには色々と事情があるんだからさ」

　涼すずやかな声が響ひびき、後から部屋に入ってきた少年がリマルの肩かたを軽く叩たたいた。

　ブロンドの髪かみをふわりと肩まで伸ばし、大きな金色の瞳ひとみが印いん象しよう的てきな美び少しよう年ねんである。

「ペイ君くん？　いったいどーゆーことよ」

　リマルは振ふり返って尋たずねた。

「その子はシュロ。ダレットの姪めいごさんだよ」

「姪……ダレットのぉ？」

「──そうそう、その通り！」

　ワンテンポ遅おくれて、ダレットも慌あわてて頷うなずいた。

「実は先月、故く郷にの兄あに貴き夫ふう婦ふが流行はやり病やまいでコロっと逝いっちまってな。遺のこされたのはこの娘むすめひとり。他ほかに身よりもないし、仕し方かたないから俺が引き取るはめになったってわけさ」

　あらかじめ相あい棒ぼうと打ち合わせておいた筋すじ書がき通りに並ならべ立てる。

「お兄にいさん？……あなた、この部屋を借かりるとき『家族も親しん戚せきもいない』っていってなかったっけ？」

「あー、それはだな──」

「ダレットのお兄さんは、彼が赤あかん坊ぼうのとき養よう子しに出されててね。弁べん護ご士しから手紙が来て初めてこの事実を知らされたってわけ」

　返へん答とうに詰つまったダレットに代かわり、淀よどみない口く調ちようでペイが説明した。

「悲ひ劇げきだよねえ……この世にたった二人の兄きよう弟だいが、互たがいの顔を見ることもなく人生を終えるなんてさ。そして、幼おさない子供を遺して逝かなければならなかった若い夫婦の心中はいかばかりだったか──」

　長い睫まつげを憂うれいに伏ふせ、舞ぶ台たい俳はい優ゆうよろしく哀あい愁しゆうを帯おびたポーズでとうとうと語る相棒の演えん技ぎに、ダレットまで自分が本当に兄を亡なくしたような気分になってくる。

（ペイ……おまえ、やっぱり詐さ欺ぎ師しの才能あるぞ）

「そうだったの……可か哀わい相そう」

　リマルはちょっと瞳ひとみを潤うるませつつ、ダレットの腕うでの中でじたばたもがくシュロに目を戻もどした。

「それはいいとして……あんたたち、いったい何やってるの？」

「こういうことさ」

　片手を伸ばし、シュロの帽ぼう子しからはみ出た髪の毛を一ひと房ふさ持ち上げるペイ。たちまち数匹ひきの蚤のみが音もなく飛び出し、床ゆかの上をせわしなく跳はね回り始めた。

「きゃあ!?　汚きたないわねー、何でお風ふ呂ろに入れてあげないのよ？」

「努力はしたさ。俺たちもな……」

　疲つかれたようなため息を洩もらし、ダレットは床に置かれた金かな盥だらいを顎あごで指さし示しめした。

「彼女、大のお風呂嫌ぎらいでね。ぼくらで何度か身体からだを洗ってあげようとしたんだけど、その度たびに抵てい抗こうされてこの有あり様さまさ」

「おまえは横で見てただけだろうが。俺なんか、ほれ」

　ダレットは歯は形がたと爪つめのひっかき傷きずで生なま傷きずだらけになった腕をぐいと突き出した。

「それで、あたしに？　あっきれた……なら、最初からうちのお店に連つれてくればよかったのにい」

「まあ……あまり世せ話わかけるのも何だしな。散さん髪ぱつ代だいも馬ば鹿かになんねーし」

「ツケにしといたげるわよ、これくらい。だいたいデリカシーがないのよねぇ。相手は女の子よ？　いくら子供だって、殿との方がたの見てる前でお風呂に入りたがるわけないじゃない──ねえ、シュロちゃん？」

「……ううう～っ」

「さて。お風呂はあとで考えるとして、とりあえず頭だけでも洗っちゃいましょーか？　ほらペイ君、見てないでお湯沸わかしてちょーだい」

　てきぱき指し示じを下くだしつつ、リマルはシュロに歩あゆみ寄り、彼女の頭を覆おおい隠かくす毛糸の帽子に向かって無む造ぞう作さに手を伸ばした。

「──おっと」シュロを抱かかえたまま、慌あわてて一歩退ひくダレット。

「何よ？」

「どうするつもりだ？」

「決まってるでしょ。帽子を取らなきゃ頭が洗えないじゃない」

「……できれば、このままで洗って欲ほしいんだが」

「あんた、あたしのことからかってるの？」

　リマルはむっとしたように口を尖とがらせ、

「つまんない冗じよう談だんはよしてよ、もう。こっちだってそう暇ひまな身分じゃないんだから。さ、ちゃっちゃと片かたづけるわよ～」

　いうなり、有う無むをいわさぬ勢いきおいでシュロの帽子を取り去った瞬しゆん間かん──。

　髪かみ結ゆいの少女はその場で凝ぎよう固こした。

　帽子の下から現れたのは、暗あん紫し色の髪を長く伸ばした幼おさない少女の顔。だが彼女の頭の両側からは、まるで獣けもののように尖とがった三角形の耳じ朶だが突とつ出しゆつしていた。頭とう髪はつと同どう色しよくの短い毛にびっしり覆われたその「耳」は、一いつ見けんすると風ふう変がわりな髪かみ飾かざりのようでもあるが、冷たい外気に触ふれた途と端たん、それじたいが生き物のごとく小さく上下に震ふるえた。

「…………！」

　リマルは何事か叫さけぶように大きく口を開いたが、喉のどの奥から掠かすれた呼こ吸きゆう音おんが洩もれただけで悲ひ鳴めいにはならなかった。顔をこわばらせたまま無む言ごんできびすを返すと、玩具おもちやの兵隊のごとく手足をまっすぐに伸ばし、ぎくしゃくした動きで部へ屋やの出口へと向かう。

　扉とびらの前にいたペイが身体を横に滑すべらせ、さりげなく彼女の退路を阻はばんだ。

「……見たね？」

「み、見てないもん……何にも、見てないもんっ」

　既すでに半泣きである。

「でも、見ちゃったんだよねえ？」

　春の木こ漏もれ日びのような微び笑しようを浮うかべつつ、少年は白く細い人差し指を立て、ゆっくりと左右に振ふった。

「て・お・く・れ・さ。見られた以上は、もうこの部屋から帰すわけにいかないよぉ」

「こ、こ、この子ってば……ま、ま、まぞ、まぞ……」

「ば～か。いまどき、先住魔族デイアボロスがこんな町まち中なかに現れるわきゃねーだろが。ペイ、おまえも彼女をからかうんじゃねえ」

「ででで、でもでも、でもその耳……」

「こいつはな──要するに後こう遺い症しようだ。両親と同じ熱ねつ病びようにかかって、運良く命だけはとりとめたものの、三日三晩続いた高熱の影えい響きようで耳の形が変っちまったのさ」

「……後遺症？　その耳が？」

　少し落おち着つきを取とり戻もどしたリマルは、部屋の中に引き返すと、シュロの耳をおそるおそる観かん察さつし始めた。

「そうそう。正式には『突とつ発ぱつ性せい猫ねこ耳みみ症しよう候こう群ぐん』っていってね。辺へん境きようじゃひどく恐おそれられている奇き病びようだそうだよ」

「ネコミミ……？　初めて聞いたわ、そんな病気」

　不ふ審しんそうにつぶやきつつも、持ち前の好こう奇き心しんがむくむく頭をもたげてきたのか、そっと両手を伸ばし尖とがった耳の先端に触ふれてみる。彼女の指先が触れると、獣の耳は先せん刻こくと同様ぴっくんと上下に震えた。

「いやん♡　よく見ると……かっ、可愛かわい～い」

「いいから、早く洗ってやれよ……」

　呆あきれたようにダレットが嘆たん息そくしたとき、唐とう突とつにシュロが大きくもがき始め、一いつ瞬しゆんの隙すきをついて男の腕うでをはねのけた。

「なーにがネコミミ病だ！　黙だまって聞いてりゃ、人をおかしな病気持ちにしやがって！」

　床ゆかに飛び降おりるなり、牙きばのごとく鋭するどい犬けん歯しを剝むき憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで喚わめき散らす。

「何といわれようと、あたい風ふ呂ろなんか入らないぞ！　人間、蚤のみや虱しらみくらいで死にゃしないんだから！」

「見苦しいぞ！　おまえもこの街まちで暮くらすつもりなら街の生き方に従したがえ。俺おれだってなぁ、面めん倒どうなのを我が慢まんして、週に一度は公共浴場フロに行ってるんだ──それが文ぶん明めい人じんの嗜たしなみってもんだろうが!?」

「えぇ～っ週イチぃ～？」

　露ろ骨こつに眉まゆをひそめるリマル。

　慌あわてたペイが（ぼくは違ちがうからねっ！）といいたげに手を振った。

「おまえたちしつこいぞ！　イヤなものはイヤだーっ！」

　帽ぼう子しをひっつかみ被かぶり直したかと見るや、シュロは人間離ばなれした素す早ばやさでペイの脇わきをすり抜ぬけ、廊ろう下かの外へと駆かけ出していった。

「うわぁっ!?」

　ひどく驚おどろいたような男の叫さけび声。続いて派は手でな転てん倒とう音おんが事じ務む所しよの中にまで響ひびいてきた。

「何だ……？」

「外に、誰だれか来てるようだね」

　ダレットがアパートの廊下に出ると、既すでに少女の姿すがたはなく、扉とびらのすぐ前で見知らぬ男が尻しり餅もちをついていた。飛び出したシュロと、出合い頭がしらに衝しよう突とつしたものらしい。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「いてて……いえ、ご心しん配ぱいなく」

　男は立ち上がり、白いロングコートについた埃ほこりを払った。改あらためて見ればまだ学生のような若者だ。銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの奥で、緑みどり色の瞳ひとみが照てれくさそうな苦にが笑わらいを浮うかべていた。

「元気なお嬢じようちゃんですねえ。お宅の娘むすめさんですか？」

「いや、娘じゃねえが……とにかく済すまなかった。ケガはないか？」

　詫わびの言葉を口にしながらも、ダレットは青年の頭の天てつ辺ぺんからつま先まで素早く視し線せんを走らせ、相手が同じアパートの住人ではないこと、その服装や物もの腰ごしから年ねん齢れいの割わりにかなり裕ゆう福ふくな階かい層そうに属する知的労働者ホワイトカラーであることなどを無む意い識しきのうちに確かく認にんしていた。

（この界かい隈わいじゃ見ねえ顔だな……うちの客か？）

　特に他た意いはなくとも、初対面の人間の出しゆつ自じをあれこれ詮せん索さくしてしまうのは、まあ職しよく業ぎよう柄がら身についた性さがというものか。

　青年が手に下げた革かわ製せいの大きな鞄かばんは、おそらく書しよ類るい入いれか何かであろう。奇き妙みようなのはベルトで肩かたにかけたやたらに太くて長い布ぬの包づつみ。中なか身みはどうやら長ちよう剣けんらしいが、少なくとも彼自身が剣けん士しという風ふうには見えなかった。

「お気き遣づかい痛いたみ入ります。いえ、本当に大丈夫ですから……ときに、この事務所で働いてらっしゃる方では？」

「ああ？　そうだ」

『よろず調ちよう査さ請うけ負おい・秘ひ密みつ厳げん守しゆ・アースガード商会事務所』──扉とびらに貼はり付けた真しん鍮ちゆうの看かん板ばんを横目で見ながら、ダレットは答えた。

「……いちおう、社長ってことになるかな」

「では、あなたが王おう都とでも評ひよう判ばんの名めい探たん偵てい、ダレット・アースガード氏ですね？　いやあ、よかった！　朝早くから出向いてきた甲か斐いがありました」

「『名』がつくかどうか知らねえが……まあ探偵であることに間ま違ちがいないよ。で、あんたは？」

「これはご挨あい拶さつが遅おくれまして。僕ぼくはこういうものです」

　やや警けい戒かい気ぎ味みになったダレットの表情を気にするそぶりも見せず、青年は慣なれた仕し草ぐさで懐ふところから名めい刺しを差し出した。

「『王都司し法ほう協きよう会かい公こう認にん弁べん護ご士し　マシャフ・カツァル』……？」

「はい！　以後、お見知りおきを」

「何の用だ？　弁護士なんか呼よんだ覚おぼえはないが」

「実はですね。同業者のマヴレグさんに、こちらの事務所を紹しよう介かいされまして──」

「帰れ！」

　相手の言葉をみなまで聞かず、ダレットは吐はき捨すてるようにいった。

「いま取り込み中でな。用事があるなら、あとで手紙でも書いてくれ。この世が終わるまでには返事を出してやる」

「は？　ぼ、僕が……何かお気に障さわるようなことでもいいましたか？」

「なになに、弁護士さん？　うわ。ぼくら、また訴うつたえられたの？」

　横からひょいと顔を出したペイが、青年の名刺を読むなり声を上げた。

「たはは～今年はこれで三件目だよねえ。この前のアレはもう片かたづいたんだっけ？　ほら、シャルパート街がいの不ふ動どう産さん屋やに、名めい誉よ毀き損そんで訴えられたやつ」

「まだ審しん理り中だよ。だいたい俺たちは奥さんの依い頼らいで素そ行こう調査しただけだ。いくら浮うわ気きがバレて離り婚こんされたからって、探偵を恨うらむなんて筋すじ違ちがいもいいとこだぜ」

「でも、あの旦だん那なも気の毒どくだったよねー。憶おぼえてる？　最初にうちに怒ど鳴なり込んできたときは、顔なんか痣あざだらけでさあ──」

　彼らが初めてこの街まちに来た二年前──とりあえず表おもて向むきの職業を手に入れる必要があったため、ペイの提案で始めたのが現在の探偵事務所である。探偵といえば聞こえはよいが、要するに何でも屋だ。あくまで便べん宜ぎ的な商しよう売ばいなので宣せん伝でんも営えい業ぎようもまったく行おこなっていないが、それでも何ど処こで聞きつけてくるのか、ごくたまに仕事が（たいてい亭てい主しゆの素行調査やら尋たずね人といった地じ味みな依頼だが）来ることもある。

　看かん板ばんを出している以上、客を追い返すわけにも行かない。依頼が来ればいちおう引き受けることにしているのだが、運が悪いのか彼らの仕事のやり方がまずいのか、これがいちいちいらぬトラブルを招まねき寄せ、ダレットの頭ず痛つうの種たねを増ふやす結果となっていた。

　ちなみにマヴレグとは、現在彼らを訴えている不動産業者の顧こ問もん弁護士である。

「あのう……何か勘かん違ちがいなさっているのでは？」

　身み分ぶん証しようをしまい込んだ青年が、ダレットとペイの顔を見み比くらべながらおずおずと尋ねた。

「確たしかに僕は弁護士ですが……別に誰だれかの依頼であなた方を訴えようとか、そんなつもりで伺うかがったんじゃありませんよ」

「じゃあ何だ？　売り込みなら無む駄だだぜ。うちに弁護士を雇やとう金なんてないからな」

「身分を明あかしたのは、商しよう談だんの前にお互たがいの信しん頼らいを深めておきたいからで……今日は、僕自身が依頼人として伺ったしだいです」

「依頼人だと……あんたが？」

「いらっしゃいませー！　さ、どーぞどーぞ。立ち話もなんですから♪」

　ダレットが問い返す間もなく、瞬しゆん時じにして態たい度どを豹ひよう変へんさせたペイが、青年の背を押おすようにして事務所の中に招き入れた。




「……とりあえず、話を聞こうか？」

　事務所のソファに腰こしを下おろし、向かい合ったマシャフにダレットはいった。

　アパートの外に逃にげたシュロのことはとりあえずリマルに頼たのんであるので、現在部へ屋やにいるのはダレットとペイ、そして「依頼人」マシャフの三人きりである。

「おっと、その前にいっとくぜ。聞いたからといって、仕事の依頼を受けるとは限らねえ。ことに相手が弁護士のセンセイとあっちゃあな」

「心こころ得えていますよ。同じ法ほう律りつ絡がらみの仕事とはいえ、弁護士と私立探偵では水と油──というのは大げさですが、何かと対立する局面が多いのは事実ですからねえ」

　ダレットの牽けん制せいに動じる様よう子すもなく、マシャフが答えた。

「実のところ、あなた方アースガード商会のお二人は、僕らの同業者の間でちょっとした有名人でしてね。並なみ外はずれた行動力、目もく的てきのためには手しゆ段だんを選ばない調査の腕うで前まえ、非ひ合ごう法ほうすれすれで動きながら決して証しよう拠こは残さない鮮あざやかな手口──中には、お二人のどちらかが呪じゆ術じゆつ士しじゃないかなんて噂うわさする者もいるくらいで」

「朝っぱらから喧けん嘩かを売りに来たのか？」

　と口では怒おこってみせるダレットだが、その実じつかなり図ず星ぼしをつかれた気分は否いなめない。

　探偵業絡みで起こしたいくつかのトラブルが元で、王おう都との警けい察さつ関係者に悪あく名めいが行き渡っているのは薄うす々うす感づいてはいたが、まさか弁護士業界にまでそんな噂が広まっていたとは思わなかった。

（さすがに、浮うわ気き調査にペイの呪術を使ったのは不ま味ずかったな……）

「とんでもない！　お気に障られたら、何とぞご容よう赦しやを。しかしこれというのも、裏うらを返せばお二人の実じつ績せきとプロ意い識しきが評ひよう価かされているという、動かぬ証しよう左さでありまして──」

（アホらしい……）

　歯の浮うくような（しかもかなり無む理りのある）マシャフのお世せ辞じを聞きながら、ダレットは彼の依頼内容にだいたいの察しをつけていた。

　未み熟じゆくな駆かけ出し弁護士が、仕事絡みで地じ回まわりのギャング団といざこざを起こした──こんなところであろう。裏世界とのトラブルを解決するために、同じく裏世界の住人（と思われている）私立探偵に泣きつく──よくある話だ。

　あと五分だけ話を聞いたらこの若わか造ぞうを追い出し、近所のカフェに朝メシでも食いに行くか──そう心に決めて、とりあえずは黙だまっておく。

「──この仕事に関しては、弁護士としての肩かた書がきはいっさい関係なし。あくまで僕の個人的な依頼とお考えください。より厳げん密みつにいえば、さる人物に代わっての依頼ということになるのですが」

「と、いうと？」

「まずは、こちらをご覧らん下さい」

　マシャフは持じ参さんしてきた書しよ類るい鞄かばんを手元に引き寄せ、中から筒つつ状になった羊よう皮ひ紙しを取り出すと、注意深くテーブルの上に広げた。紙し面めんはすっかり黄ばみ、縁へりが風ふう化かした具ぐ合あいから相当の年代物であることが察せられる。古こ文もん書じよかと思ったが、見れば紙に黒こく鉛えんをなすりつけて描かれた一枚の人物画だ。

　あくびを嚙かみ殺しながら覗のぞき込んだダレットの目が、いっぺんに覚さめた。

　鋼こう鉄てつの甲かつ冑ちゆうをまとった一人の男が、路ろ傍ぼうの岩に腰こしかけ仮か眠みんをとっている。甲冑の様よう式しきは数百年前に使われていたような旧ふるいものだ。戦いくさに明あけ暮くれる剣けん士しの、つかの間まの休きゆう息そくであろうか──即そつ興きようで描き上げたようなデッサン画ではあるが、俯うつむいて半なかば瞼まぶたを閉じた男の険けわしい相そう貌ぼう、鎧よろいの肩当てからのぞく傷きずだらけの逞たくましい上じよう腕わんが生なま々なましい筆ひつ致ちで描かれ、名も知れぬ剣士の息づかいが今にも聞こえてきそうなほどだ。

　ことに目を引くのは、剣士が恋こい人びとのごとく抱だき寄せる一ひと振ふりの大たい剣けんだった。何という剣であろうか──分ぶん類るいすれば両手持ちのクレイモアということになるが、その刃は渡わたりは優ゆうに大人おとなの身みの丈たけほどはある。柄つかの部分の奇き妙みような装そう飾しよくとあいまって、それは剣の形をとってはいるが、その実じつ何かこの世のものならぬ強大な力の具ぐ象しよう化かとも思えた。

（こいつは……!?）

　この絵には確たしかに見み覚おぼえがある。谷底によどむ霧きりのごとく、遠くぼんやりした記き憶おくの底に沈しずんだ一場面。頭の奥おくをくすぐられるようなもどかしい感かん覚かくに、ダレットは苦にが々にがしく眉まゆをひそめた。

「へえ～、今日はツイてるじゃない。朝から勇者サマの御ご真しん影えいが拝おがめるなんてさ」

　からかうようなペイの言葉で我われに返った。わずかの間とはいえ、時が経たつのも忘れて見入ってしまったらしい。

「おや、ご存じで？　ずいぶんと絵にお詳くわしいようですね」

「昔むかし、古文書で同じ絵の写うつしを見たよ。確か、ラズロウについて現げん存ぞんするただ一枚の肖しよう像ぞう画がってやつでしょ？」

「仰おつしやる通りです。今から五百年前の時代、魔ま王おうペイモンを討うって人じん類るいをディアボロスの支し配はいから解放した勇者ラズロウと、彼の愛あい剣けんアルメギド──この絵は、魔王との最後の決戦に赴おもむく前に立ち寄った村で、地元の画家によって描かれたものと伝つたえられています。ちなみにこれも写しで、オリジナルは聖ラズロウ教団の総本部グランド・ロツジに厳げん重じゆう保ほ管かんされているそうですが」

　弁護士の言葉はダレットの耳を素す通どおりしていた。

　ただ一人の男が強大なディアボロスの帝てい国こくを滅ほろぼし、人類の命めい運うんはおろか世界のありようまでを変えた歴れき史し上の大だい事じ件けん。半なかば伝でん説せつと化し、この世界に住む人間なら誰だれしも子供の頃ころに一度は聞かされた勇者の物語も、真しん相そうを知るダレットにとっては苦にがい後こう悔かいを思い起こさせる過か去こ去の亡ぼう霊れいに等ひとしかった。

「記き録ろくによれば、魔王との闘たたかいを終えた後、ラズロウはどこへともなく姿すがたを消したと伝えられています。その後の彼については、闘いで負おった傷きずが元で早死にしたとも、辺へん境きようの地で世よ捨すて人びとになったとも、様さま々ざまな説が唱となえられているようですが……」

「………」

「そうそう、こんな言い伝えもあります。魔王の身体からだから抉えぐり出した心しん臓ぞうを食らって不ふ老ろう不ふ死しの身となり、姿と名前を変えて今もこの世界のどこかを流離さすらっているとか……」

「なあ弁護士さん。あんた、そんな昔話をするために、わざわざ人の家に押おし掛かけて来たのか？」

　ダレットは顔を上げ、不ふ機き嫌げんそうにマシャフを睨にらんだ。

「勇者だの魔王だの──そんなカビ臭くせえ大昔の話、俺にゃ何の関かかわりもないことだし興きよう味みもないね。悪いが、仕事の話をする気がないなら帰ってもらおうか？」

「おっと、失しつ敬けい。いささか話が逸それてしまったようですね。僕としては、もう本題に入っているつもりだったのですが……」

「──？」

「ですから、この絵ですよ。いまペイさんがいった通り、この剣士がラズロウその人だとすれば、彼の抱かかえているこの剣こそ、かの聖せい剣けんアルメギドということになりますね？」

「まあ、そうだろうよ」

〝無む窮きゆうなる者〟と名な乗のる大いなる存在の意い志しにより、この世にもたらされた聖なる剣アルメギド。それを手にしたことで、ラズロウは生なま身みの人間でありながらディアボロスの強大な呪じゆ力りよくを受け付けない無む敵てきの勇者となった。

　この世界に住む多くの人間は〝無窮なる者〟こそ善ぜんなる力の導みちびき手であり、人類を守しゆ護ごする唯ゆい一いつ絶対の〝神〟であると信じているが、その意味では魔王を倒たおした真の主役はラズロウではなく彼の〝聖剣〟であったという見方もできる。

「さて、ここから先は、少々こみいった話になるのですが……」

　人の好よさそうなマシャフの笑顔が、ふっと真ま顔がおに戻った。眼鏡を外し、眉み間けんに皺しわを寄せてダレットたちを見み据すえている。急に人が変ったようだが、その厳げん粛しゆくな表情は、まさに法ほう廷ていに立つ弁べん護ご士しを思わせるものだった。

「ことの起こりは、今から四十年近く昔……ここに、一人の才さい能のう溢あふれる鍛か冶じ職しよく人にんがいたと想像してください。彼が造つくっていたのは専もつぱら刀とう剣けん類るい──いわゆる剣けん匠しようです。その剣匠が、ある日ひょんなことからこの絵を手に入れた。描かれた勇者の姿すがたに──というより勇者が手にした剣に心惹ひかれた彼は、己おのれのもてる技わざを尽つくしてその剣を再さい現げんしようとした──」

「誰だれなんだ？　その剣匠ってのは」

「ギデオン・ハシリーム──僕にとっては祖そ父ふにあたる人物です」

「あんたが……あのギデオンの孫まごだってのか!?」

　思わずソファから腰こしを浮うかせ、ダレットはまじまじと青年の顔を見た。

「ほほう。あなたも、祖父の名をご存じで？」

「ご存じも何も──多少なりとも剣を学まなんだ男で、伝説の剣匠、ギデオンの名を知らない奴やつはいないと思うぜ？」

　剣匠ギデオン──その卓たく越えつした鍛たん造ぞう技術から「神の手を持つ男」とまでいわれた伝説の刀かたな鍛か冶じ。彼の鍛きたえた剣は岩がん石せきを斬きり裂さく鋼はがねの強きよう靭じんさと若わか木ぎのようなしなやかさを併あわせ持ち、その切れ味は刃の上に止まった蝶ちようが自みずからの重みで切れてしまったほどであるという。

　ダレットも過か去こに一度だけギデオンが鍛えたという剣を握にぎったことがあるが、重すぎず軽すぎず持った瞬しゆん間かんに身体からだの一部になったような絶ぜつ妙みようの感かん覚かく、見つめているだけで魅み入いられそうになる刃の輝かがやきは、今でも鮮せん明めいに覚おぼえている。

　単純に武器としての威い力りよくを比くらべれば呪じゆ術じゆつ兵器である魔ま骨こつ刀とうに軍ぐん配ばいが上がるだろうが、剣の道を志こころざす全すべての男にとって、ギデオンの銘めいが入った剣は永えい遠えんの憧あこがれといっても過か言ごんではなかろう。もっともなまじ名めい工こうの評ひよう判ばんが広まったため、彼の死後には剣の値ねが高こう騰とうし、現在ではほとんど美び術じゆつ品ひん扱あつかい、金持ちの蒐しゆう集しゆう対たい象しようと化しているきらいはあるが。

「同業者から、ダレットさんには剣士の心こころ得えもあると伺うかがっていましたが──さすがですねえ」

「剣士だなんて……そんな大したもんじゃねえよ。ちょいと囓かじってるって程度さ」

　つい興こう奮ふんしてしまったことに気づき、ダレットは照てれ隠かくしに肩かたをすくめた。

「ラズロウには遠く及およばないまでも、祖父の名もまた〝伝説〟の形けい容よう詞しを冠かんせられて語られることが多いようですね。もっとも彼は僕が生まれる前に亡くなりましたし、僕自身は剣に関する素そ養ようがないので、これまでさほど意い識しきすることもなかったのですが」

「しかし妙だな……聞いた話じゃ、ギデオンは剣匠としてのプライドがやたらに高くて、どんな大金を積つまれても既き製せいの剣の模も造ぞうはしなかったはずだが」

「その通りです。祖父にとって剣の鋳ちゆう造ぞうはある種の芸げい術じゆつであり、己の誇ほこりそのものでした──その信しん念ねんを、あえて曲げさせるだけの魅み力りよくがこの絵にはあったのでしょう。己の手で〝聖剣〟を蘇よみがえらせるという幻げん想そうに取り憑つかれてしまったのですよ、祖父は」

「しかし……そもそも聖剣なんて、人の手で造れるシロモノじゃないだろう？　いくらギデオンが腕のいい剣匠といったって……」

「もちろん、真の聖剣は神がこの世界にもたらした唯ゆい一いつ無む二にの武器。形だけ真ま似ねたところで、それはあくまでまがい物に過ぎません。自らの手で造ってみて、祖父もそのことを悟さとったのでしょう。完成したレプリカには銘すら入れず、工こう房ぼうの奥にしまい込んだきり顧かえりみることもなかったそうです」

「要するに、一時の気まぐれってやつだね。天てん才さい肌はだの人間にありがちな」

「そんなところかと。ともあれ、レプリカの聖剣はその存在を世の人に知られることもなく、工房の片かた隅すみで埋うもれていくはずでした……本ほん来らいならば」

「……？」

「ある日のこと──祖父の弟で子しの一人で、日ひ頃ごろから酒と賭かけ事ごとにうつつを抜ぬかして評判の良くなかった男が、遊ぶ金欲ほしさに工房に置いてあった剣を何本か盗ぬすみ出し、町の商人に売り払うという不ふ祥しよう事じが起こりました。そのとき盗まれた剣の中に、件くだんの〝聖剣〟も含ふくまれていたのです。祖父は直ただちにその男を破は門もんにし、売り出された剣の回かい収しゆうにかかりました。幸さいわい殆ほとんどの剣は買い戻もどすことができましたが、ただ一本──聖剣のレプリカだけは、最後まで行方ゆくえ知れずのままだったそうです。

　祖父にしてみれば、痛つう恨こんの出で来き事ごとだったのでしょう。後のちに死の床とこについたとき、枕まくら元もとに息子むすこと弟子たちを呼よび集め『例の剣の在処ありかが判わかったら、いかなる手しゆ段だんを用もちいても取り返し、二度と人目につかぬよう処しよ分ぶんすること』と密ひそかに遺ゆい言ごんしたくらいですから」

「ふうん……で、その遺言と今回の依い頼らいに、どういう関係があるんだ？」

「率そつ直ちよくに申し上げます。僕に代かわって、祖父の遺言を執しつ行こうして頂いただきたいのです」

　ダレットとペイは互たがいの顔を見合わせた。

「つまり……俺たちに、その偽にせの聖剣を捜さがし出せってことかよ？」

「いえ、それには及およびません。剣の所しよ在ざいは既すでに判はん明めいしているのですから」

　マシャフは鞄かばんから新たな書しよ類るいを取り出しながら説明した。

「一年ほど前のことです。ミルトスの現領りよう主しゆ、アクラブ・ツアディーク伯はく爵しやくが外国の商人から一ひと振ふりの剣を購こう入にゆうしました。伝でん説せつの勇ゆう者しやラズロウの剣、まごうかたなき聖剣アルメギドとして」

「盗品をつかまされたってわけか……ツアディークといやあ、地方の貴族でも結構な名門だと聞いてるが」

「珍めずらしくもない話さ」嘲あざけるような口く調ちようでペイがいった。

「名のある貴族や大金持ちの屋や敷しきに行けば、たいていラズロウゆかりの剣やら甲かつ胄ちゆうやらが〝家か宝ほう〟として秘ひ蔵ぞうされてるよ。その家のご先せん祖ぞが勇者と共ともに闘たたかったって自じ慢まん話ばなしのオマケ付きでね。世界中からかき集めれば、勇者だけで軍団が編へん成せいできるんじゃない？」

　少年の皮ひ肉にくは別べつ段だん自分に向けられたものでもないのだろうが、それでもダレットは不ふ愉ゆ快かいそうに舌した打うちした。

「けっ、くだらねえ。ラズロウラズロウって──とうの昔むかしにくたばった野や郎ろうじゃねーか」

「一年がかりで調べてみましたが、どうやらアクラブ公の買った聖剣が祖父の作品であることに間ま違ちがいないようです。一度は国外に持ち出され、何人もの商人や金持ちの手を渡ったあげく、再ふたたびこの国の貴族に買い取られたのでしょう」

　ダレットの脳のう裏りを、北の街まちオクトベルで遭そう遇ぐうしたあの陰いん惨さんな事じ件けんの記き憶おくがよぎった。

　あのときは強大な呪じゆ力りよくを秘めた〝魔ま王おう石せき〟を偶ぐう然ぜん手にした者たちが、それと知らぬまま単なる宝ほう石せきとして扱あつかったために思わぬ悲ひ劇げきを招まねいたものだが、今回のケースでは逆に〝聖剣〟の名前だけが一人歩きして笑えぬ喜き劇げきを生み出してしまったのだろう。

「なら、話は簡かん単たんじゃねーか。その領主に事情を話して、剣を買い戻もどしゃいい。わざわざ探たん偵ていを雇やとうほどのことには思えないが？」

「僕も最初はそう思って、ミルトスの城しろに出で向むいていったんですがねえ……領主侮ぶ辱じよく罪ざいで身み柄がらを拘こう束そくされ、危あやうく投とう獄ごくされるところでしたよ。幸さいわい司し法ほう協きよう会かいの取りなしで、実じつ刑けいだけは免まぬがれましたが」

「そいつはまた……災さい難なんだったな」

「剣を買い取るにあたり、アクラブ公は全財産の三分の一に相当する大金を支し払はらったそうです。今いま更さら『偽にせ物ものでした』じゃあ領主として面子メンツが立たないんでしょうねえ」

「いっそ放ほうっておいたらどうだ？　買った当人が本物と信じていたいなら、それでいいじゃねえか。城の居い間まにでも飾かざっておく分には、誰だれの迷めい惑わくになるわけでもなし」

「ところが、そうもいっていられない事じ態たいになったのです。今から一週間後、王おう宮きゆうで国王陛へい下かのお誕たん生じよう日びを祝う大だい舞ぶ踏とう会かいが催もよおされることはご存じですよね？」

「ああ」

　壁かべに貼られたカレンダーに目をやり、ダレットはうなずいた。一週間後のその日は、国の祝しゆく日じつとして商しよう館かんや工場の類たぐいは全すべて休みになるはずだ。といっても、自由業であるダレットたちには元より関係のない話ではあるが。

「当然、有力貴族の一人としてアクラブ公も招まねかれています。聞くところによると、公はその席に聖剣を持じ参さんし、陛下の御ご前ぜんに披ひ露ろうするつもりだとか」

「大たい枚まいはたいて手に入れたお宝たからを、晴はれの舞ぶ台たいで見せびらかそうってわけだね。アクラブらしいや」

「らしいや……って、おまえ、そいつと知り合いなのか？」

「そんなわけないでしょ、ふふ。まあ、ミルトスの領主には色々とよくない噂うわさがあるから。何しろ自分の兄あにを殺して領主の地位を奪うばった男だし」

「そんな事があったのか？　屑くず屋やからもらった古ふる新しん聞ぶんには書いてなかったぞ」

「十年前の話だよ。ダレットって、本当に政治向きの話わ題だいに疎うといんだねえ」

「うっせー。そんな昔むかしのことなんか知るかよ」

（十年前じゃ、俺は療りよう養よう院いんでぶっ壊こわれてる間だしな……）

　そんなことをちらりと思ってから、マシャフの話に注意を戻もどす。

「──この件については陛下ご自身もたいへん興きよう味みを示しめされ、〝聖ラズロウ教きよう導どう団だん〟の協力を得えて剣の鑑かん定ていを行おこなうおつもりだそうです。いかに名めい工こうの手になる剣とはいえ、所しよ詮せんレプリカはレプリカ。偽にせ物ものであることが暴あばかれるのは時間の問題です。そして、それが祖そ父ふの作品であることも……」

「バレるだろうな。腕うでのいい鍛か冶じ屋やほど剣の出で来き映ばえには独どく特とくの個性が出るもんだ。特にギデオンが鍛きたえた剣なら、見るヤツが見ればたちどころに判わかるぜ」

「そのとき、世せ間けんの人々は何と思うでしょうか？　あのギデオンが欲よくに目が眩くらんで聖剣を捏ねつ造ぞうした──勇ゆう者しやラズロウの名を騙かたった、と。なまじ今までの名めい声せいがあるぶん、祖父の名めい誉よは地に落ちることでしょう」

　沈ちん痛つうな面おももちでいうと──マシャフはいったん席を立ち、事じ務む所しよの壁かべに立てかけておいた例の長い布ぬの包づつみを取って戻もどってきた。

「というわけで、こいつの出番です」

「……？」

　手渡された包みをダレットが開くと、中から出てきたのは大人おとなの背せ丈たけほどもある抜ぬき身みのクレイモアだった。絵の中の聖剣に模もして鍛たん造ぞうしてあるようだが、こちらの方は安物の模も造ぞう品ひんであることが一ひと目めで判る。

「何だ、こりゃ？」

「街まちの鍛冶屋に注ちゆう文もんして造つくらせたレプリカです。出来る限りこの絵の聖剣に似にせてもらったので、素人しろうとの目ならしばらくは誤ご魔ま化かせるかと」

「どうしろっていうんだ……こんなもの」

「アクラブ公が恥はじをかくのは勝かつ手てというものですが、僕としては祖父の名誉を汚けがしたくありません。そこであの方の下もとにあるギデオンの剣をその剣とすり替かえ、回かい収しゆうしてきて頂いただきたいのです──あなた方に」

　ダレットは思わず剣を取り落としそうになった。

「既すでにアクラブ公は聖剣と共ともに王おう都とに入り、現在はハシューブ街がいにあるツアディーク家所有の館やかたに滞たい在ざいしています。地元の城しろから盗ぬすみ出すのは至し難なんの業わざでしょうが、王都の別べつ邸ていなら比ひ較かく的てき警けい備びも手て薄うすで、忍しのび込むのも容よう易いかと」

「簡かん単たんにいうけどさー、たとえ別邸でも領主の館でしょ？　警備の兵くらい置いてあるんじゃないの？　あと盗とう賊ぞく除よけのトラップとか」

「それについてはご心しん配ぱいなく。使用人を買ばい収しゆうして、屋敷の見み取とり図と警備兵の巡じゆん回かい予よ定てい表ひようを手に入れてありますから」

「へえ、手回しがいいなぁ」

「待てよ？　まだ引き受けるとは──」

「報ほう酬しゆうの件ならご心配なく。前まえ金きんで十万クラン、成功の暁あかつきにはさらに二十万クランお支し払はらいします。本ほん来らいはアクラブ公から剣を買い戻すために用意した資し金きんですが……」

　合計三十万クラン──金きん貨かにして実じつに三百枚の大金であるが、マシャフは早くもテーブルに書しよ類るいを広げ、てきぱきと手て形がたを振ふり出す準じゆん備びを進めている。

　相手があくまで本気らしいと覚さとり、ダレットは慌あわてた。

「いや、そういう問題じゃなくてだな──おまえさん、自分のいってることが判わかってるのか？」

「むろん、誉ほめられたやり方でないことは承しよう知ちの上です。仮かりにも弁べん護ご士しであるこの僕が、他人に泥どろ棒ぼうまがいの仕事を依い頼らいするのですからね。しかし祖そ父ふの名めい誉よを守るためには、これもやむを得えない手しゆ段だんとご理り解かいください」

　マシャフは身を乗り出し、懇こん願がんするような目でダレットを見つめた。

　初対面の瞬しゆん間かんには、どちらかといえば線の細い柔にゆう弱じやくな若者という印いん象しようを受けたが、改めて間ま近ぢかに見ると、なかなかどうして意い志しの固そうな面つら構がまえである。

（こいつは、一ひと筋すじ縄なわじゃいかねえボウヤだなあ……もとより弁護士なんてのは食えない人種だが）

「面おも白しろそうじゃない、ダレット。引き受けてあげたら？」

　クスクス笑いながらペイがいった。マシャフの動どう機きに共感して──というより、ダレットの反はん応のうを観かん察さつして楽しんでいるかのようなふしがある。

「おまえまで何だ？　ペイ。だいいち、こりゃ犯はん罪ざいだろうが」

「何も悪いことないじゃない？　偽にせ物ものを偽物とすり替かえるだけなんだから」

「そんな理り屈くつがあるか!?　いくら同じニセ聖剣といったって、ギデオンの剣とこれとじゃ格が違う。いずれはバレて大おお騒さわぎになるぞ」

「いえ……どちらにせよ、王おう宮きゆうで鑑かん定ていを受ければ模も造ぞう品ひんという評ひよう価かを受けるわけですから。ツアディーク家は陛へい下かや諸しよ侯こうの前で面めん目もくを失うしない、もはや犯はん人にんを捜さがすどころではなくなるでしょう」

「そいつは見モノだなぁ。どうなるんだろ？　本物のプライドをもった貴き族ぞくだったら、毒どくをあおって自殺しちゃうとこだよね♪」

　と、ワクワクしたようにいう。実に嬉うれしげである。

「……おまえ、そのアクラブって領主に何か恨うらみでもあるのか？」

「べっつに～？」

　とぼけた仕し草ぐさで顔をそらすペイ。しかしすぐに向き直ると、マシャフの方には聞こえないように小声で耳打ちしてきた。

「君きみだって、ラズロウの名が軽かる々がるしく使われるのは嫌でしょ？　この際だから、自分の見み栄えのために勇ゆう者しやを弄もてあそぶ連中に一ひと泡あわ吹ふかせてやろうよ」

「いや、あれはそんなつもりでいったんじゃ──」

「このままほっといたって、ギデオンとツアディーク家はどちらも名誉を失うんだよ。ぼくらが行動することで被ひ害がい者しやの数が少しでも減へるなら、それに越したことないじゃない？」

「しかしな、どう考えてもこれは……」

　ペイはもうダレットの言葉など聞いていない。既すでに依い頼らいを受けるつもりなのか、マシャフから屋や敷しきの図面を受け取り、あれこれチェックし始めていた。

「相あい変かわらず、わがままなヤツ……」

（──それとも、あれで俺に気を遣つかっているつもりかね？）

　ダレットは眉まゆ根ねを寄せて少しの間考え──やがて肚はらを括くくった。

「判わかった。この仕事受けてやるぜ。ただし、条件がある」

「はい？」

「すり替かえた〝聖剣〟だが、一週間ほど俺に貸かして欲ほしい」

「それは構かまいませんが……なぜですか？」

「もちろん他人に売ったり見せびらかすつもりはないぜ。さっきもいった通り、聖剣そのものには興きよう味みないしな。まあ剣を学まなんだ男の端はしくれとして、伝でん説せつの剣けん匠しよう、ギデオンの剣がどんなものだかじっくり味わってみたいのさ」

　それも噓うそではないが、本当の目もく的てきは別にある──とはいえ、それを目の前の青年に話して理解させるのは難なん儀ぎというものだろう。

「承しよう知ちしました。遺ゆい言ごんには少々背そむきますが、一週間だけお預あずけしましょう。聖剣ではなくあくまでギデオンの剣として鑑かん賞しようして頂いただけるのなら、祖そ父ふも本ほん望もうでしょうし」

「じゃあ、契けい約やく成せい立りつってことだな。内容が内容だから、契約書を交かわすってわけにもいかんだろうが」

　軽いノックの音。扉とびらが半分開いてひょこっとリマルが顔を出した。

「お客さん、まだいるの？」

「もう終わるよ。で、シュロはどうした？」

「どーもこーも、裏うらの路ろ地じに逃げ込んだきり行方ゆくえ知れずよ。いったい何なのよあの子？　まるで猫ねこみたいなすばしっこさだったわ～」

「い、田舎いなかの育ちだからな……元気が有あり余あまってるんだろうさ」

　いかに相手が気のいい町まち娘むすめといっても、シュロの正しよう体たいについて覚さとられると厄やつ介かいなことになる。内心で冷ひや汗あせをかきつつ、ダレットは取り繕つくろった。

「ともかく……あの子が帰って来たら、一度うちのお店に連つれて来て。お風ふ呂ろに入れて、頭の方も何とかしてあげるからさ」

「……すまねえな。面めん倒どうかけて」

「いいのよー。あたしはこう見えても髪かみ結ゆいのプロ、子供の散さん髪ぱつなんてお手のものよ。何なら料金だってタダでいいわ」

「そうか？　そいつはありが──」

「ホントのホントにタダでいいの。気を遣つかう必要なんて全然ないわ。純じゆん粋すいな親しん切せつ心しんですものー。うふふふ、決して見返りを求めようなんて、下げ世せ話わな下した心ごころはこれっぽっちもありませんことよ♡」

　喋しやべっているうちに何か怪あやしい霊れいでも降おりてきたのか。白はく衣いの裾すそを翻ひるがえしその場でくるくる回り始めたリマルを前に、「タダより高いものはない」という世せ俗ぞくの格かく言げんが宇宙を統すべる真しん理りのごとくダレットの肩かたにのしかかった。

「……いや……何か俺たちにできることがあったら……遠えん慮りよなくいってくれ」

「ホント？　ホント？　じゃあねえ──一度でいいから、ペイ君くんみたいな絶ぜつ世せいの美び形けいを、こう好き放ほう題だいにいじくり倒たおして、自分好みの髪型に仕立て上げられたらとってもステキだなぁ……とか思ったりなんかして。きゃあ☆」

「何だ、そんなことか……お易やすい御ご用ようだ」心の底から胸むねをなで下ろし、

「あの小こ僧ぞうは今後おまえさんの髪奴ど隷れいとして進しん呈ていする。好きにしていいぞ」

「あのぉ、勝かつ手てに人を生いけ贄にえにしないで欲ほしいんだけど……」

　背はい後ごに立ったペイが口くち許もとを引きつらせて抗議する声は、あえて聞かない振りをする。

「──あ、そうそう。郵ゆう便びん来てたわよ」

　リマルはふと踊おどりを止め、思い出したようにポケットから封ふう筒とうを取り出した。

　アパートの郵便受けは一階の玄げん関かん付近にまとめて設せつ置ちしてある。戻もどって来たとき、ついでに回かい収しゆうして来たのだろう。

　差さし出だし人にんは無む記き名めい。裏うらを返すと、封を閉じた赤い蠟ろうの上に、三つの正三角形をクローバーの葉のごとく組み合わせた紋もん章しようが刻こく印いんされている。

（イビスか……）

「前にも来てたわよねえ、その手紙。ひょっとして何かの嫌いやがらせ？　なら、今度から届とどけずに棄すてちゃうけど」

「いや、いいんだ。こいつは大事な仕事の報しらせだからよ」

　ダレットは部へ屋やに引き返し、待たせていたマシャフに声をかけた。

「すまないが、今日きようはお開きにしてもらえるか？　急な仕事が入っちまったもんでね」

「ええ、構かまいませんよ。剣や図面は全すべて置いていきますから」

　マシャフは眼鏡をかけ直し、鞄かばんを取って立ち上がった。

「正しよう直じき、お会いするまではどんな方かと不安に思ってましたが──やはりあなた方にお願いして正せい解かいでしたよ」

「へっ、お世せ辞じはいいぜ」

「とんでもない」

　若き弁べん護ご士しは握あく手しゆを求めるように右手を差し出したが、ダレットが応じないことに気づくと、微び苦く笑しようを浮うかべてすぐに引っ込めた。

「なるほど、剣士ですからね。では、幸こう運うんを……良い報せをお待ちしてます」








第２章　猟りよう魔ま士したちの夜









「しけた夜よねぇ……」

　カルパスきっての高級住宅地アツプタウン、ハシューブ街がいの路上。ハンナ・レスメルは吸すい終わった煙草たばこを地面に落とし、ハイヒールのつま先で蹴けるようにして踏ふみ消した。

　身体からだの線にぴったり合わせ、胸むな元もとを大きく開けた真まっ赤かなワンピース。

　幼おさなさの残る十代の顔を隠かくすための、精せい一いつ杯ぱいの厚あつ化げ粧しよう。

　故こ郷きようの村ドゥロールから出て来てはや二年近くになるが、街まちでの成功を夢ゆめ見みた少女が多た額がくの借しやつ金きんを抱かかえ、街がい娼しようにまで身を堕おとすのに一年とはかからなかった。

　初めて「客」をとった晩からひと月ほどの間は、惨みじめさのあまり毎日自殺することばかり考えていたものだ。しかしそれも昔むかしの話──今では一晩に数人の客をとることも平気になったし、田舎いなかの両親にあて「紡ぼう績せき工場で真ま面じ目めに働いています」と噓うその手紙を書くのに胸むねの痛みを覚おぼえることもなくなった。

　とはいえこんな夜は──いつものように愚ぐ痴ちをこぼし合う仲間もなく、春先とはいえしんしんと冷ひえ込む路上で独ひとり虚むなしく客を待つこんな夜は、もはやとりかえしのつかない歳さい月げつの重さが鈍にぶい痛みとなって心を苛さいなみ、その場にしゃがみこんで思い切り泣き出したい気分になる。

（いつまで続くのよ、こんな生活……あたしもこの街も……みんな大だい嫌きらい。誰だれか終わらせてくれないかしら──こんな世界、誰かが根こそぎぶち壊こわしてくれればいいのにさ）

　願ったところでどうなるものでもないと思い、自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべながら新しい煙草に火をつけた。

（はん、あたしらしくもない。今夜はどうかしてるわ……そうよ、こんな気分にさせられるのも──みんな、あの蛸たこ野や郎ろうがいけないのよっ）

　にっくき蛸野郎、すなわち〝八本腕うでのジャコブ〟がカルパスのダウンタウンを荒らすようになってもう三ヵ月になる。

　何の恨うらみがあるのか、売ばい春しゆん婦ふばかりをつけ狙ねらう連続殺さつ人じん鬼き。数少ない目もく撃げき者しやの証しよう言げんから辛かろうじて単たん独どく犯はんであることだけは判はん明めいしている。犠ぎ牲せいとなった女たちは例外なく四し肢しの骨を粉ふん砕さいされ、護ゴ謨ムのように伸のびた両手足を互たがいに結むつびつけられるという、拷ごう問もんと呼よぶのも生なま易やさしい暴ぼう行こうを受け悶もん絶ぜつ死しを遂とげていた。

　大蛸に絞しめ殺されたような無む惨ざん極きわまる遺い体たいの有あり様さまから、王おう都との赤あか新しん聞ぶんが未いまだ見ぬ犯はん人にんにつけた通り名が〝八本腕のジャコブジヤコブ・ジ・オクトパシー〟──まさか本当に腕が八本生はえているわけでもあるまいが、口さがない下した町まちの住人たちの間では専もつぱら〝蛸野郎〟の呼び名が定てい着ちやくしている。

　偶ぐう然ぜんながら、ハンナも一度だけ犠牲者の姿すがたを目にしたことがある。素すつ裸ぱだかに剝むかれたその娘むすめは、尋じん常じようならざる力によって両手両足を幾いく重えにも折おり畳たたまれたあげく、小さく一つに結ばれ街がい路ろ樹じゆにぶら下げられていた。無む造ぞう作さに放ほう置ちされた遺体──もはや女でも人間でもなくなった不ぶ気き味みな肉のバスケットケースを前にして、一度は自殺を望んだ彼女ですら、こんな死に方だけはごめんと震ふるえ上がったものだ。

（だいたい、警けい察さつは何をやってんのよ？　あたしたちを取り締まるおまわりの半分でも、犯人捜さがしに回せってんだ）

　魔ま族ぞくの残ざん党とうとも噂うわさされる凶きよう悪あく犯はんの跳ちよう梁りように対して、王おう都との警察も全まつたくの無力だった。

　国王誕たん生じよう日びまでに事じ件けんを解決できない場合は警けい視し総そう監かんの更こう迭てつもありうると噂されるなか、一番の痛いた手でを被こうむっているのはいうまでもなく直接の標ひよう的てきにされた下町の娼しよう婦ふたちである。安全な娼しよう館かんに勤つとめる女たちはまだしも、無む防ぼう備びな街がい娼しようの多くは殺さつ人じん鬼きとの遭そう遇ぐうを恐おそれて長期休業、もしくは商しよう売ばいのシマを移すことを余よ儀ぎなくされていた。

　ご多た分ぶんに漏もれず、ハンナもまた本ほん来らいのシマであるダウンタウンを離はなれ、はるばる貴き族ぞくの屋や敷しきや大商人の館やかたが立ち並ならぶここハシューブ街がいにまで「出しゆつ張ちよう」せざるを得えなくなったというわけだ。

（金持ちどもが住む街がい区くなら、きっと安全だろうと思ったけどさ──こりゃしくじったワ。確かに殺人鬼は出ないけど、その代かわりお客もつきゃしない）

　この街に屋敷を構かまえるほどの金持ちなら、街の女など買うまでもなくそれなりの愛人を囲かこっているのが普ふ通つうだろう。見み込こみ違ちがいに気づいたときには、とうに夜や半はんを過ぎて通りには通行人はおろか野の良ら犬いぬの影かげすら見ない時じ刻こくになっていた。

「まいったなぁ。河か岸しを変えようにも、今からじゃ遅おそすぎるし……」

　今夜の商売はあきらめて店じまいにしようかと思った矢や先さき──路上を照てらすガス灯とうのぼんやりした灯あかりの中に、シルクハットを被かぶった恰かつ幅ぷくのいい人影が浮うかび上がった。

（しめしめ。どうやら、まだツキには見み放はなされてなかったようね！）

　近づいてくる男の出いで立たちは、羅ら紗しやのフロックコートにステッキを携たずさえた典てん型けい的てきな上流階級の紳しん士し。顎あご髭ひげを豊ゆたかにたくわえた顔は四十前後というところか。

　彼女にとっては願ってもない「カモ」である。

　火を点つけたばかりの煙草たばこを放ほうり捨すて、ハンナは精せい一いつ杯ぱいの嬌きよう態たいをつくりながら男に歩あゆみ寄った。

「こんばんはぁ、オジサマ。お仕事の帰りぃ？」

　男は立ち止まり、少し驚おどろいたように首を傾かしげた──が、ハンナの出で立ちを見てすぐに状じよう況きようを理り解かいしたらしい。

「ほう、珍めずらしいな……こんな場所で」

「うふふ。色々あってサ、今夜は出張サービスなの。いかが？　安くしとくから、ちょっとの間楽しんでいかなぁい？」

　お約やく束そくのセールストーク。お次は料金の交こう渉しよう。コースが決まれば、あとはそのへんの路ろ地じ裏うらに移ってプレイの開始──この二年間、何百遍ぺんとなく繰くり返したルーチンワーク。

「虚むなしい」などと思う暇ひまもない。いったん肚はらを括くくって頭の中を空からにしてしまえば、それこそ紡ぼう績せき工場の流れ作さ業ぎようと何の変かわりもないのだから。

（さんざ寒い中待たされたんだもの。こうなりゃ思い切りふんだくってやるわ！）

　しかし、その意い気き込ごみはあっさり空くう転てんした。相手の男は料金について尋たずねてくるわけでなし、苦にが虫むしを嚙かんだような顔で彼女の顔をじろじろ見回すばかりである。

「？　何さ……あたしの顔に何かついてて？」

「いかんなぁ。おまえさん、まだ十五、六の子供だろ？　化け粧しようで誤ご魔ま化かそうったってそうはいかん」

「あらら～、バレちゃった？　ごめんなさ～い。でも心しん配ぱいないわよオジサマ。身体からだの方はもう充じゆう分ぶんオトナだもの」

　話わ題だいを逸そらすためにとっておきのサービス。スカートを捲まくりガーターベルトを巻いた太ふと腿ももをちらりと覗のぞかせるが、案に相そう違いして男の視し線せんはハンナの顔から離れない。

（何よこいつ……変なヤツ）

「いかん。いかん。いかんなぁ──年とし頃ごろの娘むすめがこんなふしだらな格かつ好こうをして。おまえさん家はどこだい？　ご両親はこのことをご存じなのかね？」

　一いつ瞬しゆん、表情が強こわばるのが自分でも判わかった。

「よけーなお世せ話わだ!!　うぜぇんだよこのオジン!!」

　思わずかっとなり、ハンナは化粧が崩くずれるのも構かまわず怒鳴っていた。

　ムカつく客などいくらでもいる。暴ぼう力りよくを振ふるう客。商しよう売ばい女おんなと露ろ骨こつに見み下くだす客。行こう為いが済すんだあとで支し払はらいを渋しぶる客。ねちねちと変へん態たい的なプレイを要求してくる客──だがハンナにとって最もつとも我が慢まんならないのは、何といっても紳しん士しぶって彼女に説せつ教きようをたれてくる客だ。

（ああ、いけないことだってのはあたし自身が一番よく判ってるさ！　でもね、貧びん乏ぼうの苦労も、身体を売る痛みも知らない奴やつらに──偉えらそうな口叩たたかれてたまるもんかい！）

「ふんっ。遊ぶ気がねーなら、ハナから近寄んなよっ！」

　路上に唾つばを吐はき捨すて、足早にその場から歩き去る──が、男は意外にも追いすがり、彼女の肩かたを半なかば強ごう引いんに抱だき留とめてきた。

「おお、何という汚きたならしい言こと葉ば遣づかいだ！　全まつたく近ちか頃ごろの娘は嘆なげかわしい。これ、大人の話をきちんと聞きたまえ！」

「しっつこいわねえ……ヨハン！　ヨハーン！」

　客とのいざこざなど今夜に始まったことではない。ハンナは臆おくすることなく、近くの物もの陰かげで待たい機きしている情じよう夫ふの名を呼よんだ。地じ回まわりギャングの下したっ端ぱ、年中酒と麻ま薬やくに浸つかった甲か斐い性しようなしのヒモだが、とりあえず腕うでっ節ぷしだけは頼たよりになる男だ。

「ヨハン！　……ヨハン？」

　いつもなら一声かければ猟りよう犬けんのごとく駆かけつけてくるはずのヨハンが、今夜に限って何度呼んでも一いつ向こうに姿すがたを見せない。

（何やってんのよぉ。まさか、こんなときに飲んだくれてんじゃないでしょうね!?）

「用よう心じん棒ぼうの男なら来こんぞ。先に折おり畳たたんでおいた」

「……え？」

　男の言葉を量はかりかね、ハンナはぽかんとした顔で振ふり返った。

　四角ばった中年男の顔が、哀かなしげな表情で彼女を凝ぎよう視ししている。どこか縫ぬいぐるみの熊くまを思わせる温おん和わな顔立ち──しかしその両りよう眼めは死人のごとく虚うつろに見開かれ、ぽっかり開いた瞳どう孔こうがまるで二つの空くう洞どうのようだった。

　……しゅ。しゅ。しゅ。わしゅ。わしゅ。わしゅ……

　どこからか、蚕かいこが桑くわの葉を食はむような音が聞こえる。

（何？　この音──）

「わしの娘もそうだったよ」

　つぶやくように、男がいった。

「おまえさんくらいの歳としになって急に言葉遣いが乱みだれ始め、派は手でな服装で毎晩遅おそくまで遊び回るようになりおった。この十六年、わしは親として精せい一いつ杯ぱいの愛情を注そそいできたつもりだ。欲ほしがるものは何でも買ってやった。口うるさいことも一いつ切さいいわなんだ。それなのに──いったい何が不満だというのだ？」

「い、痛い……放はなして……」

「ある日とうとう見かねて意見したら、荷に物もつをまとめて家を飛び出して──それきりよ。何ヵ月もかけて捜さがし歩き、ようやく見つけた娘は──ヤクザな男と同どう棲せいし、金で身体を売る女に成り下がっておったわい。おまえさんのようにな！」

　わしゅ。わしゅ。わしゅ。わしゅ。わしゅ……

　奇き妙みような物音がいっそう高くなる。その音が中年男の身体からだの奥から響ひびいてくることに気づいたとき、男の姿もまた変へん貌ぼうを開始した。

　めぎっめぎっ。

　ゔぁしゃしゃしゃしゃ。

　上じよう等とうなコートが破は裂れつするように引き裂さかれ、暗がりの中で男の影かげを構こう成せいする輪りん郭かくが一気に倍近くまで広がった。

「ひっ……!?」

『足なぞあるから、親の下もとから逃にげようとする。腕うでなぞあるから、男とけしからん行こう為いに及およぶ。だからわしは、娘を赤あかん坊ぼうの頃ころと変かわらぬ大きさに折り畳んで家に連つれ帰ったよ──ついでに他ほかの娘たちも折り畳んだ。親おや御ごさんたちが迎むかえに来たとき困こまらんようにな！』

　腰こしが抜ぬけ地面にへたりこんだハンナは、もはや男の言葉など聞いていなかった。

（蛸たこじゃない……これじゃあイカ野郎だわ）

　混こん乱らんした意い識しきの片かた隅すみで、ぼんやりと場ば違ちがいなことを考えている。

　人としての形を完全に喪そう失しつした男の姿は、蛸やイカを含ふくめていかなる動物にも喩たとえようがないものだった。左右の腕うでに加えて両腰、両りよう脇わき、両肩、さらに頭の左右から伸のびた計十本の太い腕から、さらに百本とも二百本ともしれぬ細こまかい腕が分ぶん岐きしてゆらゆらと揺ゆれている。よく見ればそれらの腕にも全て赤ん坊のような小さな桃もも色いろの掌てのひらがあり、しきりに握にぎったり開いたりを繰くり返していた。

　赤あか新しん聞ぶんの記き者しやがこの姿を見たら、今度は何という通り名をつけるのだろうか。

　放ほう心しん状じよう態たいにあったハンナを、激はげしい痛みが現実へ引き戻もどした。男の身体から伸びた四本の腕が、いつしか彼女の両手両足をとらえ、操あやつり人形のごとく宙に持ち上げていたのだ。

『さあーお嬢じようちゃん。おまえさんも、おうちに帰る支し度たくをしなくちゃなぁ～』

　肉体の急きゆう激げきな変化に頭とう骨こつが耐たえられなかったのか。二本の腕の付け根あたりで細長く押おし潰つぶされた男の「顔」が、裏うら声ごえを張り上げ楽しげに歌い始めた。

『♪おおー　緑みどりの丘おかぁ越こえて帰ろおぉぅ　懐なつかしィの我わが家ぁへぇぇ♪』

　下へ手たくそな歌に合わせて怪かい物ぶつの腕が振り動かされる。そのたびにハンナの手足はでたらめな方向に引き延のばされ、あるいはねじ曲げられてぎちりぎちりと軋きしみを上げた。

「いやぁあああ！　痛い！　痛い！　やめてーっ!!」

　顔をのけぞらせ泣き叫さけんだ、そのとき──唐とう突とつに身体が軽くなり、次の瞬しゆん間かんには冷たい石いし畳だたみの路上に放ほうり出されていた。

「──っとぉ。間まに合ったぜっ！」

　怪物とは別の、若い男の声。

　おそるおそる顔を上げると、すぐそばの路上に立つ長身の影が目に映うつった。

　青いコートを羽は織おった黒くろ髪かみの男性──黒っぽいマフラーを口くち許もとまで巻きつけているため、詳くわしい容よう貌ぼうは判わからない。続いて視し界かいに飛び込んできたのは、男の右手に握にぎられた片かた刃はの剣けんと、すっぱり切せつ断だんされて地面に転ころがる四本の腕だった。

（剣士……？）

「おまえさんがいま評ひよう判ばんの殺さつ人じん鬼きジャコブかよ──って、どうせ本ほん名みようは違ちがうんだろうけどな。ペイ、その子を頼たのむぞ！」

　同時に、男の手にした刀かたなが飴あめのようにぐにゃりと変形した。

「ねえ君きみ、だいじょうぶ？」

　ふいに背はい後ごからかかる声。ぎょっとして振り返ると、長く大きな包つつみを背せ負おった小こ柄がらな若者が、小こ首くびを傾かしげてこちらを覗のぞき込んでいる。

　自分とほぼ同どう年ねん輩ぱいの、信じ難がたいほど美しい少女──いや少年だ。

「……!?」

「えーっと、ケガはない？」

「だ……だいじょうぶ……みたい」

「そう、よかった」美少年はにっこり笑い、

「じゃあこっちに来て──ほら、巻き込まれると危あぶないからさ」

　手を引かれるままに立ち上がり、道路の反対側に待たい避ひする。その間にも、怪かい物ぶつ──殺人鬼ジャコブと青いコートの男は路上で激しい闘たたかいを繰くり広げていた。

　一いつ瞬しゆん前まで刀の形をとっていた男の武ぶ器きが、今では鞭むちのように細長く伸のびてジャコブの巨きよ体たいに絡からみつき、そのたびに怪物の腕を一本一本もぎ取っていく。既すでに七本の腕を失うしない〝三本腕のジャコブ〟にまで格かく落おちしていた。

　ジャコブは苦しげな咆ほう吼こうを上げ、肉の中から新たな「腕」を再さい生せいして男の身体を捕とらえようと襲おそいかかるが、男は人間離れした足さばきで巧たくみに攻こう撃げきをかわし、怪物の再生速度を遥はるかに上うわ回まわるスピードでその肉体を確実に破は壊かいしていった。

「中期成長段だん階かいの、しかもきわめて不完全な依より代しろだね。腕わん力りよくはともかく運動性が貧ひん弱じやくだし……ダレットの腕なら、そう苦労せずに処しよ分ぶんできるよ、うん」

「？？？」

　少年の口から出た言葉の殆ほとんどは、ハンナにとって理解不能の内容だった。ただ呆ほうけた表情で、磁じ器き人にん形ぎようのように整ととのった美しい横顔を眺ながめることしかできない。

「気ぃぬくなペイっ！　そっち行くぞ!!」

　青いコートの男──ダレットという名らしい──が鋭するどく叫さけんだ。

　見ればジャコブがきびすを返し、刃やいばの鞭をかいくぐってこちら側に向けて猛もう然ぜんと突とつ進しんして来る。完全に常じよう軌きを逸いつしたその両眼は、はっきりとハンナ独ひとりを見み据すえていた。

「きゃあああ──っ!?」

　一瞬、落らく雷らいのような閃せん光こうで目の前が真っ白になった。目に見えない強大な力が、壁かべとなって自分を護まもってくれる感かん覚かく。

「心配ないって☆　それより、トドメはきちんと刺さしてよね！」

　凄せい絶ぜつな闘いの場面に似に合あわぬ、あっけらかんとした少年の声。優ゆう美びな仕し草ぐさで伸ばされた左手の先で、見たこともない大おお粒つぶの紅あかい宝ほう玉ぎよくが妖あやしい輝かがやきを放はなっている。

（この子ってば……まさか呪じゆ術じゆつ士し!?）

　今の〝力〟に弾はじき飛ばされたのか、自分を狙ねらって襲いかかってきたジャコブは路上に倒たおれてぶざまに痙けい攣れんしている。すかさず駆かけ寄ったダレットが、その胴どう体たいに再ふたたび刀の形に戻もどった例の武器を深々と突つき立てた。

「……やっつけた……の？」

　ハンナの質問には答えぬまま、ダレットは怪物の胴に突き立てた刀を、かき回すような仕草でしきりに動かしている。やがて──

「ここか」

　ぼそりとつぶやくと、胴に足をかけ一気に引き抜ぬいた。

「……！」

　目の前に突き出された刀の先を見るなり、ハンナは掌てのひらで口くち許もとを覆おおい絶ぜつ句くした。

　巨大な蛭ひるとも蛆うじ虫むしともつかぬ生なま白じろい生き物が、刀の切きっ先さきに串くし刺ざしにされたまま苦しげにのたうち回っている。

「キモチ悪い……こいつ何よ？　ひょっとして魔ま族ぞくの仲間？」

「こいつは憑ひよう魔まの種しゆ子しっていってなあ……昔むかしいた魔族とは全然関係ねえ。強しいていえば……この世の外側から入り込んできた、タチの悪い寄き生せい虫ちゆうってとこさ」

「憑魔？　種子？　この世の……外側？」

「こいつら、どういうわけか人間に取り憑つくのが大好きでな。そういうのを〝依より代しろ〟っていうんだが──ともかく依代にされた人間は、自分では気づかないうちに凶きよう暴ぼうな怪物に変かわっちまう……ほら、このオッサンみてえによ」

　いわれるままに路上に目を向け──ハンナは再び悲ひ鳴めいを上げそうになった。

　つい先せん刻こくまでは全身から腕うでを生はやしていた怪物ジャコブが──いつのまにか、最初に出会ったときと同じ中年の紳しん士しに戻もどっている。といってもその身体からだは傷きずだらけ、絶ぜつ命めいしていることに変りはなかったが。

「もっとも、依代になる人間にもいくらかの責せき任にんはあるんだろうがな。このオッサンの心の中に、憑魔を呼よび寄せるような後うしろ暗い部分があったってことさ……それが何だかは知らねえが」

「後ろ暗い……って」

　そういえば、自分の娘むすめがどうとかぼやいていたような気もする。よく聞いていなかったが──年とし頃ごろの娘を持つ父親なら、程度の差はあれ誰だれでもこぼすような愚ぐ痴ちだった。

（でも、でも……そんなことで人間がバケモノに変っちまうっていうなら……あたしなんか、とうの昔に……）

　その先を想像するのはあまりに恐おそろしく、ハンナは慌あわてて考えるのを止やめた。

「噓うそよ。こんなこと……きっと悪い夢ゆめを見てるんだわ」

「その通り、こいつは悪い夢さ。だから、さっさと忘れて──」

　と、ダレットがいいかけたとき。

　バシュッ！　串刺しにされたまま、なおも胴体をくねらせていた〝種子〟から破は裂れつ音おんを立てて膜まく状の〝翼つばさ〟が飛び出し、けたたましく羽はばたいた。

「きゃあっ!?」

「下がってろ！」

〝種子〟は刃で胴が裂さけるのも構かまわず飛び上がると、白い体液をまき散らしながら苦しげに夜空を飛び始めた。

「……しぶとい野や郎ろうだ」

「最後のあがきだね。まかせて」

　ペイが軽く手を振ると、空中から出現した炎ほのおの球たまが〝種子〟を包つつみ込み、瞬しゆん時じにして欠かけ片らも残さず焼き尽つくした。

「ええっと何だっけ？……そうそう、忘れるこった。夢なんだから」

　ハンナは二、三度目をしばたたかせ、改あらためて二人の若者を見み比くらべた。

「ちょっと待ってよ──じゃ、あんたたちはいったい何なのさ？」

「俺おれたち？　俺たちは……何だろうな？」

「何でもいいんじゃない？　正せい義ぎの味み方かたでも、少女の危き機きを救すくう白はく馬ばの騎き士しでも」

　ペイと呼ばれていた美少年がいたずらっぽく笑う。

「よせやい。騎士ってガラかよ」

「あんたたち、ひょっとして……勇ゆう者しや？　ううん、違ちがうわ……きっと救い主ぬし──救世主メシアでしょ!?」

「何だと？」

　ダレットが不ふ思し議ぎそうに聞き返した。

「子供の頃ころ、おばあちゃんに聞かされたもの！　勇者は魔ま王おうを倒たおして姿すがたを消したけど、いつの日か新しい勇者が──救世主メシアが遣つかわされて、今度は悩なやめる人々の魂たましいを救ってくださるって！」

　幼よう少しようのみぎりに聞かされた勇者の伝でん説せつ──今の今まで記き憶おくの隅すみに置き去られていた物語が、ハンナの脳のう裏りに突とつ如じよとして鮮あざやかに蘇よみがえった。汚よごれきった現実から自分を連つれ出してくれる救いの手。彼らについていけば、過か去この過あやまちも現在の不ふ幸こうも全すべて捨すて去り、一から人生をやり直せるかもしれない。

「お願い、あたしも一いつ緒しよに連れてって！　世界を救うために闘たたかってるんでしょ!?　あたしにも手て伝つだわせて！」

　石いし畳だたみに両手をつき、必ひつ死しになって懇こん願がんする。勇者に憧あこがれていた頃の無む垢くな自分に戻もどれるなら、どんな犠ぎ牲せいを払っても構かまわない──本気でそう思った。

「悪いが……そいつはできない相そう談だんだ」

「ダメなの？　何で!?　あたしがこんな仕事してるから……汚れちゃったから!?」

「……そういう問題じゃ、ねえんだよ」

　憮ぶ然ぜんとした声でいうと、ダレットは自みずからの顔を覆おおっていたマフラーを引き下おろした。

　ハンナが想像していた以上に若々しい青年の顔──にもかかわらず、その瞳ひとみは老人のように錆さびついた哀かなしみで曇くもっていた。

「俺たちは猟りよう魔ま士し。人間の世界に潜ひそんだ憑ひよう魔まを狩かるための──いわば殺し屋ってところさ。それ以上でも、それ以下でもねえ。あんたの仕事のことはよく知らないが……俺たちのやっていることに比くらべりゃ、遥はるかに綺き麗れいなもんだと思うぜ」

「殺し屋……？」

　いわれてみれば、そうであろう。〝憑魔〟の正しよう体たいは他ほかならぬ人間なのだから。

「今夜は、たまたま行きがかりであんたの命を救ったが──俺たちにできるのはそこまでさ。あんた自身が何か悩みを抱かかえて苦しんでるとしても、俺たちにはどうしてやることもできない。そういうこった」

「……そう……よね」

　ハンナの中で、凍とう結けつしていた時間がゆっくり動き出す。詳くわしい事じ情じようは知らないが、この二人は警けい察さつに雇やとわれた傭よう兵へいか何かなのだろう。そして自分は一いつ介かいの街がい娼しよう。

　それが現実──冷れい酷こくだが変えようのない世界の姿すがた。

「ねえ、もう一つだけ……お願いしていい？」

「何だい」

「もし、あたしがその憑魔っていう虫ケラにとっつかれたら……そのときは、あんたたちの手で殺してくれる？　バケモノになったあたしが、誰だれかを殺す前に」

「…………」

　数秒の間、ダレットは彼女の顔をまじまじと見ていたが、やがてマフラーを再ふたたび顔に巻きつけながら答えた。

「分わかったよ。そのときは、真っ先に駆かけつけてやるさ」

「うふふ……約やく束そくよ」

「それはともかく──今夜のところは、もう帰って休んだらどうだ？　警察に届とどけるのは構わないが……俺たちのことは、黙だまっててもらえると助かるな」

「いわれなくたって退たい散さんするわ……あたしだって、警察沙ざ汰たなんてまっぴらだもの」

　どうも足あし下もとがおぼつかないと思ったら、ハイヒールの踵かかとが壊こわれていた。やむなく靴くつを脱ぬいで手に持ち、裸足はだしのままでよろよろ歩き出す。

　数歩歩いたところで、思い出したように立ち止まった。

「助けてくれて、ありがとね……殺し屋さん」

「ああ。気をつけて帰んな」

「バイバ～イ。風か邪ぜひかないようにね！」

　猟りよう魔ま士したちの声を背に、彼女は深い闇やみの中に向けて歩き出した。

　そのとき、ふいに涙なみだが頰ほおを零こぼれ落ちる。

（チクショウ、何なのよ……いまさら何で泣くのよ、あたしは？）

　彼女らの生命を脅おびやかす怪かい物ぶつも、明日あしたからの「商しよう売ばい」を邪じや魔まする殺さつ人じん鬼きも今は存在しないはずなのに──。

　それでも頰を伝つたう涙は止まらず、ハンナ・レスメルは子供のように泣きじゃくりながら家いえ路じについた。




「やれやれ、恐おそれ入ったぜ……よりによって救世主メシアに間ま違ちがわれるとはな」

　闇の中をとぼとぼ去っていく少女の後うしろ姿を見送りながら、ダレットは疲つかれたように肩をすくめた。

「たまにはいーんじゃない？　ぼくらの仕事って、はたから見れば単なる人殺しだもんねえ」

「……人殺しだよ。それ以外の何だってんだ」

　憂ゆう鬱うつそうに答えると、路面に倒たおれた男の死体に目を向ける。

　改あらためて死に顔を見ると、意外にも品の良さそうな中年の紳しん士しである。おそらく生せい前ぜんはそれなりの地位で活かつ躍やくし、多くの友人知ち己きや妻さい子しもいたことだろう。憑ひよう魔まの依より代しろとなった時点でもはや手の施ほどこしようがなかったとはいえ──一人の人間の人生を断たち切ってしまったことは、ダレット自身にも弁べん解かいしようがない事実だった。

　もし男の家族がこの場にいれば、さっき助けた娘むすめとは正反対に、自分たちを殺人鬼呼よばわりしてさんざん罵ののしったに違ちがいない。

「時々解わからなくなるぜ。こうして憑魔の依代をぶった斬ぎることが……俺たちにとって何の意味があるのかってな」

「憑魔の侵しん入にゆうを阻そ止しした。世界の崩ほう壊かいを先さき延のばしにした──それが何年か、何日かは判わからないけどね。それで充じゆう分ぶんじゃない？　防ぼう波は堤ていの存在意い義ぎは、波を防ふせぐことそれじたいにあるんだから」

「防波堤、か……」

「ときにダレット？　ここから二ブロックほど先に行ったところが、〝聖せい剣けん〟のあるツアディーク家の別べつ邸ていなんだよ。知ってた？」

　肩にかけた布ぬの包づつみを持ち上げながら、ペイがいった。

　包みの中なか身みは、マシャフから預あずかった替かえ玉用の剣である。

「うん？　そうか……もうそんな近くまで来てたのか」

　二日前の朝、弁べん護ご士しマシャフの依い頼らいとほぼ同どう時じ刻こくに届とどいたイビスの手紙は、案あんの定じようダウンタウンを騒さわがす連続殺人鬼〝八本腕うでのジャコブ〟の正しよう体たいを突つき止め処しよ分ぶんすることを要よう請せいする内容だった。彼女が属する聖ラズロウ教きよう導どう団だんの特とく務む機き関かん〝ハガナー〟は、その異い常じような殺しの手口からジャコブを〝憑魔〟と断定していたのだ。

　わずかな目もく撃げき情じよう報ほう、および犯はん行こうパターンを解かい析せきした〝ハガナー〟独自の調ちよう査さによれば、憑魔ジャコブの〝依代〟となる人物は若い娘に何らかのコンプレックスを抱いだく中年男性。加えてかなりの富ふ裕ゆう階かい級きゆうに属し、高級住宅地であるハシューブ街がいに居きよ住じゆうしている可能性大──とされていた。

　優ゆう先せんされるべきはもちろん憑魔退たい治じの方だが、マシャフから依頼された〝聖剣〟のすり替えには来週の国王誕たん生じよう日びまでという期き限げんが切られている。そこでダレットたちはダウンタウンとハシューブ街を一日おきに移動しつつ警けい戒かいにあたり、機会を窺うかがってツアディーク邸への潜せん入にゆうを試こころみる──というプランを立りつ案あんした。

　初日のダウンタウンでは何事もなく一晩が過ぎ（そもそも街がい娼しようたちが姿すがたを消しているので、犯行の起こる見み込こみは薄かった）、二日目の今日きようはここハシューブ街に足を運んでいたのだが──。

「よかったね、憑魔の方から先に片かたづいて。まさに一いつ石せき二に鳥ちようってヤツじゃない？」

「へっ。『二鳥』になるかどうかは、まだ判わからねえけどな」

　憑魔との戦せん闘とうで予定外の時間を消しよう費ひしてしまったが、それでも夜明けまでにはまだ数時間の余よ裕ゆうがあった。

　ペイが両手を差し上げ、掌てのひらを合わせるようにして念を凝こらす。まもなく、掌の間に生じた黄色い光こう球きゆうが音もなく夜空に駆かけ上のぼり、上じよう空くうで不ふ規き則そくに点てん滅めつした後に消えた。

「ノロシか……これでイビスたちに伝つたわるのか？」

「光の点滅がここの街がい区くを示しめす暗あん号ごうになってるから、〝ハガナー〟の呪じゆ術じゆつ士しが見ていればすぐに駆けつけてきて死体を始し末まつしてくれるよ。あとは〝教団〟上じよう層そう部ぶが王おう都との警けい察さつに話をつけて、全すべては一いつ件けん落らく着ちやくさ」

　それまで普ふ通つうの生活を営いとなんできた善ぜん良りような男女が、ある日突とつ然ぜん怪かい物ぶつに変へん貌ぼうして周しゆう囲いの人間を殺さつ戮りくする憑魔現げん象しよう──人類が文も字じによって歴れき史しを記き録ろくし始めた二千年前には、既すでに類るい似じした事じ件けんが古こ文もん書じよに記しるされているという。だが、古いにしえの時代には極きわめて希まれな出で来き事ごとだった憑魔の災わざわいがしだいに頻ひん度どを増まし始めたのは、皮ひ肉にくなことに人じん類るい最大の脅きよう威いであった先住魔族デイアボロスが衰すい退たいした五百年前からのことだ。さらに文ぶん明めいが発はつ達たつし人口が大都市に集中する現代になって、それは動どう機き不明の異い常じよう殺人という形をとって人間社会に新たな不安の影かげを投げかけつつあった。

　勇ゆう者しやラズロウの遺い志しを受け継つぎ、人類文明の守しゆ護ご者しやを以もつて任じる〝聖ラズロウ教きよう導どう団だん〟──すなわち〝教団〟は久ひさしい間この憑魔現象もまたディアボロスの仕し業わざであると主しゆ張ちようしてきたが、つい五年前になって憑魔はディアボロスとは全まつたく無関係の存在であること、おそらくはこの世の生き物ですらない事実が発はつ覚かくした。

　もっとも、この事実を知らされているのは〝教団〟上級幹かん部ぶの他ほかごく限られた人間たちに過ぎない。隣りん人じんや家族がいつ怪物に変へん貌ぼうするかも判らず、そしてそれを防ふせぐ有ゆう効こうな手しゆ段だんが事実上存在しないことが一いつ般ぱん市民に知れ渡れば、社会を維い持じする上で最もつとも重要な要よう素そである人間同士の信しん頼らいが喪そう失しつし、ひいては人類文明そのものの崩ほう壊かいを招まねきかねない──というのがその理由であった。

　だから今回の事件についても真しん相そうが公表されることはありえない。死体が密ひそかに回かい収しゆうされたあと、「犯はん人にんらしき男」の自殺を伝つたえる小さな記き事じが新しん聞ぶんの片かた隅すみに掲けい載さいされて事件の幕まく引ひきとなるのだろう。

　その頃ころには、また新たな猟りよう奇き事件が新聞の一面を賑にぎわしているのだろうが。

「さ、行こう。これ以上の長なが居いは無用だよ」

「ああ……そうだな」

　相あい棒ぼうにうながされ、いったんは現場を離はなれかけるが──思い出したように引き返し、路面に散らばるフロックコートの切れ端を拾ひろい上げた。

「何やってるの？」

「まあ、このまま野ざらしってのも何だしな」

　ボロボロになった黒い羅ら紗しや布ぬので、名も知れぬ男の遺い体たいを覆おおってやる。

　娘むすめたちを手て荷に物もつのような姿に変えて殺し回った殺さつ人じん鬼きは、最後に己おのれ自身が引き取りを待つ荷物となり、夜よ露つゆに濡ぬれた石いし畳だたみの上に置き去られた。




「ほう、なかなか豪ごう勢せいなお屋や敷しきじゃねえか。といっても、領りよう主しゆ本人は普ふ段だんあそこにいないんだろう？　もったいない話だぜ」

　月もない夜空を背はい景けいに黒々とそびえるツアディーク邸ていの館やかたを仰あおぎ見つつ、ダレットが呆あきれたようにつぶやいた。

「あんなの、所しよ詮せんは出で先さきの別べつ邸ていだよ。本当の貴き族ぞくの財ざい力りよくを知らないの？　領主が住んでる城しろはあんなものじゃないよ」

「けっ。人間なんてのはなぁ、横になって寝ねる場所と夜露をしのぐ屋根さえありゃ、充じゆう分ぶん生きていけるもんなんだよ」

　他た愛あいない会話を交かわす二人の姿はそこになく、ただ声だけが夜の庭にわに響ひびいている。

　通つう用よう門もんの鍵かぎを壊こわして敷しき地ち内に侵しん入にゆうする前に、あらかじめペイの外げ道どう呪じゆで姿を消しておいたのだ。

　周しゆう囲いの空くう間かんをわずかに歪ゆがめることで姿を隠かくす隠おん形ぎよう術じゆつは、かつて憑ひよう魔まとの闘たたかいにおいても使用したものだが、自分自身の姿も見えなくなってしまうこと、足音や体たい臭しゆうなどの気け配はいまで完全に消すには至いたらないなど欠けつ点てんも多い。事実、ここまで来る途と中ちゆうでも放はなし飼がいになっている番犬に何度か出くわし吠ほえられそうになったが、ペイがやはり外道呪によって犬たちを眠ねむらせてことなきを得えていた。

　戦時の防ぼう衛えいを第一に考え建けん造ぞうされる地方の城と異ことなり、王おう都とに建たつ貴族の館の大たい半はんは美び観かんを重じゆう視しし、周囲を豊ゆたかな屋や敷しき森もりと庭てい園えんで取り巻いた開かい放ほう的な作りとなっている。

　代々のツアディーク家当とう主しゆが王都滞たい在ざい時に宿しゆく泊はくするこの別邸もまた例外ではなく、大通りに面した北側に正しよう面めん玄げん関かんを構かまえ、日当たりの良い南側に庭園と主要な部へ屋やを配した豪ごう奢しやな屋敷であった。

　現在、ダレットとペイが立っているのは館の南西にあたる一いつ画かくで、マシャフから預あずかった見み取とり図によれば厨ちゆう房ぼうの勝かつ手て口ぐちにあたる場所である。庭にわ木きの陰かげに隠れて目立たないうえ、厨房で出た生ゴミを離はなれのゴミ捨すて場に運ぶ都つ合ごう上、夜間でも人の出入りが頻ひん繁ばんにあるのだという。

「しっ。人が来た──」

　ささやくような声でペイが警けい告こくを発する。

　見れば勝手口が開き、使用人らしい太った男が、大きなバケツを積つんだ手て押おし車を押しながら姿を現すところだった。

　三階建ての館の窓まどは大半が鎧よろい戸どで閉ざされていたが、いくつかの窓からは鎧よろい板いたを通して灯あかりが漏もれている。今夜は領主の滞在中とあって、多数の家か臣しんや兵士が寝ずの番にあたっているのだろう。彼らの夜や食しよくや明日あすの朝領主に出す料理の仕し込こみなどで、深しん夜やといえども厨房は寝る暇ひまもない忙いそがしさに違ちがいない。

　息を潜ひそめて見守っていると、雑ざつ用よう係がかりの男は五分ほどして空からの手押し車と共ともに戻もどり、再ふたたび厨房の中に姿を消した。

「思った通り、ゴミを捨てにいっている間は勝手口の鍵かぎを外はずしたままにしているな……忍しのび込むなら、次にゴミ捨てに出たときがチャンスか」

「あ～あ、まだるっこしいなぁ。ね、ぼくが外げ道どう呪じゆで玄げん関かんを吹ふきとばすから、そのすきに突とつ入にゆうしてすり替かえてくるっていうのはどう？」

「バカ、やめとけ」

　本気とも冗じよう談だんともつかぬペイの言葉に、顔をしかめてたしなめるダレット──といっても、お互たがいに姿は見えないのだが。

「ジョークだってば。いくらぼくでも、王都のど真ん中で領主に喧けん嘩か売るほど無む謀ぼうじゃないって」

　マシャフが屋敷の使用人から聞き出した情じよう報ほうによると、〝聖剣〟は特とく注ちゆうの宝ほう物もつ箱ばこに収おさめられ、持ち主であるアクラブの寝しん室しつに置かれているという。寝室の場所は三階の西から二番目──ここから南に回るとすぐにバルコニーが見える。

　姿を消したまま部へ屋やに忍び込んだあと、ペイが外道呪を用もちいてアクラブを深く眠ねむらせ、持じ参さんした剣と〝聖剣〟をすり替える──というのがダレットたちの目もく論ろみであった。

「……でもさ、ちょっと意外だったよ。君きみがこの仕事を引き受けるなんて」

「ここまで来て何だ？　さんざん煽あおったのはおまえだろうが」

「それはそうだけど。君は何ていうか……触ふれたがらないところがあったじゃない。〝勇ゆう者しや〟としての過か去こに」

「確たしかに……愉ゆ快かいな思い出とは言い難がたいからな」

　鳩尾みぞおちの少し右上──ちょうど心しん臓ぞうが脈みやく打うっているあたりを撫なでながら、ダレットはうなずいた。

「そのくせ、この世界で生きている限りラズロウの存在からは逃のがれられねえ。いつの時代、どこの国に行っても、必かならずどこかで勇者の名前が出てきやがる」

「当然でしょ。魔ま王おうの死が人間たちに繁はん栄えいをもたらしたとすれば、今の世界を創つくったのは他ほかならぬ勇者ラズロウ──昔むかしの君自身なんだから」

「あいつは死ぬ前にこういったよ。自分が何をしでかしたのか、この世界がどんな運うん命めいを辿たどるのか自分の目で確かめろと。あいつが俺に心臓を与あたえたのは、単に不ふ死しの苦しみを味わわせるためだと今までは思ってたが……本当は、もっと別の意味があるのかもしれない」

「それで、聖剣？」

「まあな。たとえレプリカでも、あのギデオンが鍛きたえた剣ならかなり本物に近い出で来きになってるだろ。もう一度、あれをこの手に握にぎってみれば……あのときの、もっと細こまかい記き憶おくが蘇よみがえるかもしれないし、そうなりゃちっとは自分のやったことの意味が見えてくるかもしれねえ。言葉じゃうまくいえねえが──要するに、何かしらケジメをつけときたいんだろうな」

「ふうん……こればかりは君自身の問題だから、ぼくには何の手助けもしてあげられないけどさ……見つかるといいね、答えが」

　ちょうどそのとき、再ふたたび勝かつ手て口ぐちが開き、雑ざつ用よう係がかりが生なまゴミのバケツと共ともに現れた。

「じゃあ、行くとするか」

　勝手口に向かって歩き出そうとしたダレットの肩かたを、相あい棒ぼうの見えない手が押おしとどめた。

「ここから先は、ぼくが一人で行くよ。二人だと何かと目立つし」

「なぜだ？　どうせ姿すがたは見えないんだ。一人も二人も同じだろう」

「穏おん形ぎよう術じゆつは完かん璧ぺきじゃないっていったでしょ？　それに、領りよう主しゆの館やかたともなればお抱かかえ呪じゆ術じゆつ士しの一人や二人はいるかもしれない。君は荒あら事ごと専せん門もんなんだから、万一に備そなえてここで待たい機きしていてよ。何かあったら窓まどから合あい図ずするからさ」

「そうか？　なら……気をつけろよ」

「オッケー。十分で戻もどるよ」

　芝しば生ふを踏ふみしめ、ペイが自分の側そばから離はなれていく気け配はい。

　ダレットはふいに妙な胸むな騒さわぎを覚えたが、雑用係が近くにいることを思えば大声を上げるわけにもいかず、ただ独ひとり闇の中に取り残された。




　ふと気づくと、闇を透すかして自分の両手が見える。ペイの施ほどこした外げ道どう呪じゆの効こう果かが消しよう滅めつしたのだろう。姿を消している間は懐かい中ちゆう時ど計けいも見られなかったので正確な時間は判わからないが、相棒が館の中に入ってから少なくとも二十分は経けい過かしているはずだ。

「遅おそいな、あいつ……まさか、しくじったんじゃねえだろうな？」

　庭にわ木きの陰かげに移動して身を隠かくしたダレットが、心しん配ぱいそうに独りごちたそのとき。

　頭ず上じようの方から、微かな女性の悲ひ鳴めいが響ひびいてきた。

（──何だ？）

　館の中で、何やらひと騒そう動どう起きているらしい。

「ペイのヤツ──いわんこっちゃない！」

　ダレットは舌した打うちして館の方へ走り出した。

　領主の寝室に近づいたところで警けい護ごの呪術士に見み破やぶられ、そのまま戦せん闘とうになったのだろう──そう判断したダレットは、寝室の真ま下した付近に走り寄ると、コートの前をはだけ隠し鞘ざやに収おさめた魔ま骨こつ刀とうを引き抜ぬいた。

　蛮ばん族ぞくの山やま刀がたなを思わせる無ぶ骨こつな片かた刃は剣けんだが、純じゆん血けつディアボロスの骨から削けずり出された刃は使用者の意い志しに応じて自在にその形を変える特とく殊しゆな呪術兵器でもある。

　鞘を払った魔骨刀を真ま上うえに掲かかげた次の瞬しゆん間かん、鞭むちのように細長く変形した刀とう身しんが上じよう空くうに伸のび上がり、その切っ先は三階のバルコニー付近に深々と突つき刺ささった。

　ダレットは魔骨刀の柄つかを両手でしっかり握にぎりしめた。元の形にもどるよう念じると、刀は素す早ばやく収しゆう縮しゆくを始め、それに合わせてダレットの身体からだもするすると壁かべを昇のぼる。

　魔骨刀の変形範はん囲いは使用者となる剣士の意志力に比ひ例れいするが、ダレットの手にかかればそれは武器としてだけでなく、あらゆる局面で役立つ万ばん能のうの道具として威い力りよくを発はつ揮きするのだ。

　バルコニーに飛び乗ったダレットは、すかさず窓まどの側そばに駆かけ寄り鎧よろい戸どに耳を当てた。

　微かすかに人の声が聞こえる。

　狼ろう狽ばいして何事か口走る女を、別の男がなだめているようだ。声の高さや響き方から判断して、会話が交かわされているのは部へ屋やの中ではなく、壁一枚隔へだてた廊ろう下か側らしい。

「誰だれか！　誰か来てくれーっ！　お館やかた様さまが……」

　ひときわ高く男の叫さけびが上がり、騒そう々ぞうしく床ゆか板いたを踏ふみ鳴ならしながら遠のいていった。

　それきり、鎧戸の向こうは静せい寂じやくに包つつまれた。

（階段を下おりて助けを呼よびに行ったか……）

　もはや一いつ刻こくの猶ゆう予よもならない。

　ダレットは決断し、目の前の鎧よろい板いたを力一いつ杯ぱい蹴けり上げた。

　一発。二発──三発目でメリメリ鈍にぶい音を立て鎧戸が壊こわれかける。

　いったんバルコニーの手すりまで後ずさると、窓に向かって突とつ進しんし渾こん身しんの体当たりをかました。

　鎧板が破やぶれ、窓硝子ガラスが砕くだけるけたたましい音。背を丸め、両腕うでで頭とう部ぶをガードした姿し勢せいのまま室内に突っ込み、床の上で一回転して立ち上がる。

　部屋の灯とう火かは全すべて消えていたが、開け放はなたれた扉とびらの向こうから廊下を照てらす燭しよく台だいの灯あかりが仄ほのかに差しているため、真の闇やみというわけでもない。暗闇に慣なれたダレットの目が室内の状じよう況きようを把は握あくするのに、さして時間はかからなかった。

　すぐ目についたのは、部屋の奥に佇たたずむ小こ柄がらな人ひと影かげだった。

　一いつ瞬しゆんの緊きん張ちよう。だが、人影がペイであることに気づいてダレットは大きく息をついた。

　既すでに穏おん形ぎよう術じゆつは解といたのだろう──少年はこちらに背を向ける形で、両腕をだらんと下げて立っている。こころなしか俯うつむいているようだ。

「何してんだ、おまえ？　グズグズしてるから屋や敷しきの連中に感づかれ──」

　そういいかけて、ダレットは口をつぐんだ。

　ペイの足あし下もとに誰かが座すわり込んでいる。

　上じよう等とうそうな絹きぬの寝ね間ま着きをまとった、大おお柄がらな人物──この屋敷の主あるじ、アクラブ・ツアディークであろうか。床に尻しり餅もちをつき寝しん台だいにもたれかかるようになったその男を、ペイは身じろぎもせず見み下おろしていた。

「……おい？」

　怪け訝げんそうに二、三歩近づいたところで、思わず息を飲んだ。

　男は死んでいる。確たしかめるまでもない──首から上が見み事ごとに切せつ断だんされているのだから。

　寝台の上で、恐きよう怖ふに顔を歪ゆがめた男の首だけが虚うつろに天てん井じようを見上げていた。

　絨じゆう毯たんには黒い血だまりが広がり、あたかも湿しつ地ち帯たいのような有あり様さまと化している。

　その上に転ころがった長ちよう大だいな剣──おそらくは、ペイに持たせた替かえ玉用のクレイモアだ。

　大声で怒ど鳴なりたくなる気持ちを抑おさえつつ、ダレットは足早にペイに近づき、その肩かたを強く揺ゆさぶった。

　反はん応のうはない。

　暗闇の中で少年の表情は読めないが、細いその肩が小こ刻きざみに震ふるえている。

　やむを得えず、強ごう引いんにこちらを振ふり向かせ平ひら手てで頰ほおを叩たたいた。

「………あ………ダレット？」

　ようやく我われに返ったらしい。

「いったい何があった？　そいつはアクラブか？　その、おまえが──」

　瞬しゆん刻こくためらった後、一ひと呼こ吸きゆうおいて最後の問いを口に出す。

「──おまえが殺やったのか？」

「………」

　答えたくないのか、答えられないのか──ペイは無む言ごんのまま顔をそむけた。

（どうなってんだ、いったい？……いや、とにかく冷静になれ）

　そう自分に言い聞かせながら、改あらためて寝室の中を見渡してみる。

　死んでいるのは領主だけではなかった。だだっ広ぴろい寝室のあちこちに、惨ざん殺さつ死体が累るい々るいと転がっている。暗闇の中で正確な人数は判わからないが、ざっと見て五、六人。

「護ご衛えいの連中か？　ひでえな、こりゃ……」

　凄せい惨さんな現場には慣なれっこになったダレットでさえ、思わず嘆たん息そくを漏もらしたくなるような凄すさまじい眺ながめである。

　部へ屋やの中央に台座が据すえられ、その上に棺かん桶おけほどの大きさの筐きよう体たいが鎮ちん座ざしていた。

　蝶ちよう番つがい式の蓋ふたが跳はね上がっている。

（あれが、〝聖せい剣けん〟を収おさめた宝ほう物もつ箱ばこか……？）

　近寄って覗のぞきこんでみるが、さすがに暗くてよく判らない。片手を入れて探さぐってみると、天鵞絨ビロードの内うち張ばりの感かん触しよくだけが伝つたわった。どうやら空からのようだ。

　この箱に収められていたはずの〝聖剣〟は姿すがたを消していた。

（ペイがすり替かえたんじゃないとすれば──誰だれが持ち出したんだ？）

　予想もしない事じ態たいの展てん開かいに、ダレットの困こん惑わくはますます深まった。

　再ふたたび放ほう心しん状じよう態たいのペイの側そばに駆かけ寄り、今度は厳きびしく問いつめようとしたとき。

　廊ろう下かの方から、大おお勢ぜいの人間が近づくけたたましい足音が響ひびいてきた。

「ちっ、ヤバいぜ──話はあとだ！」

　有う無むをいわせず少年の軽い身体からだをかつぎ上げると、ダレットは窓まどからバルコニーへと飛び出した。

　魔ま骨こつ刀とうを変形させ手すりに巻き付けると、昇のぼって来たときと同様に細長く伸のばしながら地面へと降こう下かする。

　その間ペイは抵てい抗こうすることもなく、肩の上でなすがままにされていた。

　地面に降おり立つと同時に収しゆう縮しゆくさせた魔骨刀を鞘さやに収め、ダレットは一いち目もく散さんに通つう用よう門もんを目め指ざして走り始めた。

（くそったれ──弁べん護ご士しの依い頼らいなんか受けるんじゃなかったぜ！）

　腹の中で思い切り毒どくづきながら、夜明け前の深い闇の中を駆け抜ぬける。

　ようやく庭にわの出口付近にたどりついたところで、致ち命めい的てきな失しつ策さくに気づいた。

「不味まずいな。替かえ玉だま用の剣……置いてきちまった」

　もちろん、取りに戻るわけにはいかなかった。








第３章　ツアディーク邸てい再さい訪ほう









　身体からだの奥で何かが蠢うごめいている──。

　皮かわと肉の間、肉と骨の間、そして骨と内ない臓ぞうの間を何かが蛇へびのようにはいずり回り、その度たびに痛みとも痒かゆみともつかぬ耐たえ難がたい感かん覚かくが身体の内から襲おそってくる。

　叫さけび声を上げながら鎧よろいをはぎ取り、衣服を引き裂さいた。

　一いつ切さいの無む駄だ肉がない逞たくましい胸むな板いたと腹ふつ筋きん──だが、臍へその傍かたわらあたりに拳げん骨こつほどの瘤こぶが膨ふくれあがり、今にも皮ひ膚ふを突つき破やぶらんとしている様さまを見て恐きよう怖ふに凍こおりつく。

　鈍にぶい破は裂れつ音おんを立てて皮膚が弾はじけ、〝それ〟は腹の中から飛び出した。

　巨きよ大だいな蛆うじを思わせる生白い蟲むし。しかも一匹だけではない。

　わしゅ。わしゅ。わしゅ。しゅ。しゅ。しゅ。しゅ。しゅ。

　腐ふ肉にくから湧わく蛆のごとく、何千何万ともしれぬ無数の蟲が肉を食はみ内臓を破り、際さい限げんなく腹の穴あなから飛び出してくる。

「どうだ？　奴やつらの〝門〟になった気分は」

　頭の中に、何者かの嘲ちよう笑しようが響ひびき渡った。

「こいつらはこの世の外に棲すむ卑いやしい生き物だ。自分たちの世界を喰くらい尽つくしただけでは飽あきたらず、おまえの身体に開いた〝門〟を通ってこちら側に雪崩なだれれ込んできおったわ。さぞ満まん足ぞくであろうな？　おまえが奉ほうじる神の供く物もつに捧ささげられて！」

（こいつらが──神だと？　そんな馬鹿な！）

「驚おどろくことはなかろう？　おまえは世界を変えるほどの〝力〟を望み、奴らはその〝力〟を与あたえた──そしていま、その代だい償しようを求められているだけのことだ」

（違ちがう！　俺おれは殺された家族の仇かたきをとりたかっただけだ！　貴き様さまら魔ま族ぞくの支配に苦しむ人人を救すくいたかっただけだ！　それが、何でこんな──）

「奴らがこの世界で繁はん殖しよくするには、私の存在が邪じや魔まだった。とはいえ〝力〟を与えても充じゆう分ぶんに使いこなすほどの器うつわを備そなえた人間など極きわめて希まれだ。何百年に一人、現れるかどうか──おまえは選ばれたのだよ。奴らにとっての〝勇ゆう者しや〟として」

　その間にも蟲の群むれは急速に数を増まし、腹から胸に、首に、顔にまでぞわぞわと這はい上がってきた。逃にげ出すことも出で来きぬまま眼がん球きゆうを食い尽つくされ、闇やみに閉ざされた視し界かいの中で、怒ど濤とうのごとく増ぞう殖しよくし世界を侵おかしていく蟲たちの幻げん影えいが延えん々えんと繰くり広げられた。

　海が。山が。森が。平原が。砂さ漠ばくが──。

　城しろが。町が。村が。家が。畑はたけが。人々が──。

　雪のごとく降ふり注そそぐ白い蟲に覆おおわれ、世界は不ぶ気き味みにその様よう相そうを変えていく。

（ふざけるな……俺は認みとめんぞ！　こんな世界は……）

　もはや自分の生き死にすら定さだかでなかったが、意い識しきが遠のきかけるたびに激はげしい怒いかりによって我われに返り、正しよう気きと狂きよう気きの境さかい目めに己おのれをつなぎ止める。

　蟲どもを唯ゆい一いつ自由になる顎あごで食いちぎり、半なかば骨と化した腕うででかき分けながら、いつ果はてるとも判わからぬ白い地じ獄ごくの底でひたすらもがき続け──




　寝ね覚ざめは最悪だった。




　放ほう心しん状じよう態たいの相あい棒ぼうを抱かかえ、何とか人目につかぬようアパートにたどり着ついた頃ころには白しら々じらと東の空が明あけていた。

　明るくなった部へ屋やの中で改あらためて見ると、ペイの身体からだと服には思ったほどの血はついていなかった。彼がクレイモアで領りよう主しゆを斬きり殺していたとすれば、返り血を浴あびてそれこそ頭からつま先まで血まみれになっていたはずである。もっともそれ以前に、剣の心こころ得えのない少年が大の男の首を刎はねることじたい至し難なんの業わざであるが。

　とりあえず、領主殺しの犯はん人にんはペイではない──と判わかった途と端たんにがっくり気が抜ぬけ、ダレットは倒たおれ込むように自分の寝ね床どこに入ったが、その後は浅い眠ねむりの中でさんざん悪あく夢むに脅おびやかされ、目が覚さめたとき時じ刻こくは既すでに正しよう午ごを回っていた。




　眠い目を擦こすりつつ寝しん室しつを出ると、居い間まのソファに掛かけたペイが顔を上げた。

「おはよう、ダレット。今朝けさはずいぶん寝ね坊ぼうだね」

「──！」

　湯ゆ気げが立つマグカップを片手に持ち、吞のん気きにサンドイッチなど頰ほお張ばっている。その様よう子すを見る限りでは、明るく抜け目のない普ふ段だんのペイと全まつたく変りない。

「朝食──っていうかもうランチだけど、さきに食べさせてもらってるよ。よかったらどう？」

　テーブルの上にはコーヒーを淹いれたポットが置かれ、ハムと野や菜さいのサンドイッチ、半はん熟じゆく卵たまご、缶かん詰づめのスープなど簡かん単たんながら二人分の食事が用意されていた。

「………」

　ダレットはペイの向かい側に腰こしを下おろし、サンドイッチを一口囓かじったが、あまり食しよく欲よくが湧わかずすぐに皿さらに戻もどした。

「夕ゆうべのことなんだがな──」

「ぼくじゃないよ」

　質問の言葉をみなまでいわせず、にべもない口く調ちようでペイが答えた。

「領主の寝室に忍しのび込んだら、もう死んでたんだ。護ご衛えいの連中と一いつ緒しよにね」

「俺たちの前に……『先せん客きやく』がいたってことか？」

「ああ。ただし、犯人はとうに姿すがたを消してたけど」

　最初に庭にわから眺ながめていたとき、館やかたには特に異い常じような様子はなかった。犯行はペイが勝かつ手て口ぐちから入り、三階の領主の寝室に行くまでの短い時間に行おこなわれたということなのか。

「それなら、それで──死体を見た段だん階かいで、何でさっさと引き返してこなかった？　あの場に留とどまってりゃ犯人扱あつかいされたって文もん句くはいえまい？」

「だって──アクラブが生きてようが死んでようが、ぼくらには関係ないことでしょ？　ぼくらの目もく的てきは、彼の部へ屋やにあるギデオンの〝聖せい剣けん〟だったんだから」

　ある意味で実にペイらしい言葉である。普ふ段だんのダレットなら、呆あきれつつもそれで納なつ得とくしてしまったことだろう。しかしあのとき目にした相あい棒ぼうの異常な振ふる舞まいを思うと、ダレットはいまひとつ腑ふに落ちなかった。

「しかし、肝かん心じんの〝聖剣〟は宝ほう物もつ箱ばこの中になかったが……領主を殺した犯人が持って逃にげたのか？」

　一いつ瞬しゆん、少年の端たん整せいな顔に動どう揺ようが走った。ほんの微かすかな表情の変化だったが、この三年間行動を共ともにしてきたダレットの目はごまかせない。

「──たぶんね。きっと犯人の目的は、ぼくらと同じく〝聖剣〟だったのさ」

　こいつは噓うそをついている──ダレットは確かく信しんした。

　自分が口に出すまで、ペイは聖剣の有う無むを知らなかった。宝物箱があることはすぐに判わかったはずなのに、中を確かく認にんすることさえしていないのだろう。

（元々、マシャフの持ち込んだ依い頼らいを受けるように煽あおったのはペイだ。この件についてはやけに積せつ極きよく的てきで、館に忍び込むときも単独行動を言い出したくらいなのに……なぜだ？）「なあ、ペイ……ひとつ聞いていいか？」

「何さ？」

「おまえ、実は知り合いだったんじゃないのか？　殺されたあの領主と」

「面おも白しろいこというねえ。何でそう思うの？」

「夕べのおまえの態たい度ど……あれはただごとじゃなかったぜ。少なくとも、赤の他人の死体を見るツラじゃなかったな」

「まあ、どう思おうと君きみの勝かつ手てだけど。それで、ぼくがアクラブと面めん識しきがあったらどうだっていうのさ？」

　そういわれてしまうと身みも蓋ふたもない。

「なあ、俺たち相あい棒ぼうだろ？　隠かくし事はナシにしようや」

「……ごちそうさま」

　ナプキンで口を拭ふきつつ、素そっ気けない態度でペイが席を立った。

「ちょっと出かけるよ。十じゆう番ばん街がいの古ふる本ほん屋やに掘ほり出しモノの呪じゆ術じゆつ書しよを見つけたんだ。仕事の報ほう酬しゆうも入るし、今日きようこそはゲットしなくちゃ」

「こら。はぐらかさないで質問に答えろ」

「………」

　少年はダレットを無む視しするようにストールジャケットをひっかけ、足早に戸口へと向かう。ドアに手をかけ、ふと立ち止まった。

「相手に秘ひ密みつがあるってだけで、もう信しん頼らいがなくなるなら……本当の仲間とはいわないんじゃない？」

「──おい！」

　返答の代かわりに扉とびらを乱らん暴ぼうに閉める音を残し、ペイの足音が廊ろう下かを遠ざかっていった。

「ったく……どうしちまったんだ、あいつ？」

　独ひとり残されたダレットはしばらくの間所しよ在ざいなげにぼんやりしていたが、やがて居い間まの奥に置かれた自分の事務机デスクにつくと、引き出しを開けツアディーク邸ていの見み取とり図を取り出した。

　机つくえの上に広げ、夕ゆうべの出で来き事ごとを一つ一つ思い出してみる。

（俺たちは館やかたの南西に待たい機き。そこの勝かつ手て口ぐちからペイが忍しのび込んだんだよな……）

　ペイ自身の言葉を信用する限り、彼は勝手口から入って三階にある領りよう主しゆの寝しん室しつに到とう着ちやくするまで、犯人らしき人物には出くわしていないはずだ。

（ということは、犯人は俺たちとは別口から侵しん入にゆうして、俺たちの目の届とどかないルートを辿たどって脱だつ出しゆつした──）

　館の南と北に一つずつ構かまえられた玄げん関かんは夜の間固く鍵かぎをかけられているが、夜間でも使用人が出入りする通つう用よう口ぐちは何カ所か存在する。実際にダレットたちが侵入ポイントとして使用した勝手口もその一つだが、いずれにせよ多数の使用人や家か臣しん、それに護ご衛えいの兵士が詰つめている中を一階から三階まで人目につかず移動するのは至し難なんの業わざだ。

　また、脱出となるとさらに厄やつ介かいだ。あの時点で部へ屋やの窓まど側にはダレット、廊ろう下か側からは館の使用人たちが駆かけつけていたわけだし、犯人の退たい路ろは事実上断たたれているに等ひとしい。

（……もっとも、犯人が呪じゆ術じゆつ士しやディアボロスなら話は別だけどな）

　いずれにせよ、証しよう拠この乏とぼしい今の段階で犯はん行こうの手しゆ段だんについてあれこれ推すい理りしたところで意味がない。問題なのはむしろ動どう機きではないかという気がしてきた。

　犯行現場の状じよう況きようから考えて、犯人の目もく的てきがペイのいう通り〝聖剣〟の奪だつ取しゆにあったことは容よう易いに想像がつく。しかし──。

「俺たち以外のヤツが、聖剣なんか盗ぬすんでどうするつもりなんだ？」

　例たとえばオクトベルで悲ひ劇げきの原因となった魔ま王おう石せきの場合、それじたいが強大な呪じゆ力りよく源げんであったし、何より魔王ペイモン復ふつ活かつという大呪術の鍵を握にぎる存在である。あの呪術士ザルマンのごとく、殺人を犯おかしてでも手に入れようと企たくらむ輩やからがいても不ふ思し議ぎはない。

　しかし〝無む窮きゆうなる者〟がラズロウに与あたえたアルメギドは、いわば魔王ペイモンを斬きるための専せん用よう武ぶ器きだ。魔王が死んでしまった今となっては単なる大たい剣けんにすぎない。

（おまけに、アクラブの手元にあった剣はギデオンの造つくった偽にせ物ものときてやがる。犯人がそれを知らずに盗んだとすれば……とんだ無む駄だ死じにだよなぁ。アクラブも、家け来らいの連中も）

　まるで悪い冗じよう談だんのような事じ件けんだが、実際に人死にが出てしまった以上は笑い事で済すますわけにもいくまい。

　いずれにせよ、二、三日のうちに新しん聞ぶんの号ごう外がいがばらまかれ、領主殺しの一件は王おう都と中に知れ渡ることになるだろう。

（あの弁べん護ご士し、事件を知ったら腰こしを抜ぬかすだろうなぁ……とりあえず、早めに会って説明だけはしておくか）

　連れん絡らく先さきの記しるされた名めい刺しをポケットに突つっ込こみ、ダレットはデスクから立ち上がった。




「おーい、ダレットぉー！」

　アパートを出て十分ほど歩いたところで、建たて物ものの陰かげから呼び止められた。

　振ふり向くと、毛け糸いと帽ぼうを被かぶった少女がニカニカ笑いながら手を振っている。

「シュロ!?」

「よっ。元気してるかー？」

「『よっ』じゃねーだろこのバカ！　この二日間、いったいどこほっつき歩いてやがった？」

「そうカッカすんなって。あたいにはあたいのつきあいってモンがあるんだからサ」

「何だそりゃ？……まあいい、とにかく帰ってこい。風ふ呂ろのことはもう無む理りにとはいわんから」

　正しよう直じき、今のダレットはそれどころではない。

「ん～どうしよっかな。どうしてもってゆーなら、考えないでもないぞ？」

　シュロは腕うでを組み、わざとらしく首など傾かしげている。

（何様のつもりだ？）

「帰ってもいいけど、その前にあたいの宿やど代だいを立て替かえとくれよ」

「宿代だと？……よく泊めてくれる宿屋があったな。蚤のみだらけのおまえを」

「おい！　出てきていーぞ」

　身体からだを捻ひねり、背はい後ごの街まち角かどに向かってパタパタ手を振るシュロ。すると合あい図ずに応こたえるように、路ろ地じ裏うらから小さな人ひと影かげがぞろぞろ現れこちらに近づいてきた。

「な……何だ？　こいつらは」

　上は十四、五から下は三つくらいまでの小さな子供たちが十数名。中には女の子も混まじっているようだが、全員が襤ぼ褸ろをまとっているうえ顔も汚よごれているので正確な性別はよく判わからない。

「あたいのダチ公だよ。夕ゆうべと一昨日おとといは、こいつらのトコに世せ話わンなってたのさ」

「こいつらの……家？」

「東の方にでかい河かわがあるだろ？　そこの橋はしの下」

「カルパスブリッジか……」

　ダレットは、王おう都との東を流れる運うん河がにかかる大きな橋を思い浮うかべた。

　王都の象しよう徴ちようともいうべき観かん光こう名めい所しよだが、そのたもとには浮ふ浪ろう者しやや孤こ児じたちが集まって自然発生したコミュニティーがあると聞いた覚おぼえがある。

　なるほど、この子供たちならば多少の蚤など気にもとめないだろう。

「なかなかイイとこだぞー。眺ながめは最高だし、ちょっと冷たいけど水みず浴あびもできるし」

「風ふ呂ろ嫌ぎらいのクセに、泳およぐのは平気なのか？　変なヤツ……」

「なーシュロぉ。誰だれなんだよ、このショボいオッサンは？」

　浮ふ浪ろう児じたちの中では一番年上らしい少年が、胡う散さん臭くさげにダレットを親指で指さした。

「シュロねーたんのお父とうたん？」

　少年の背はい後ごに隠かくれた五つくらいの男の子が、恐おそる恐るといった感じで質問する。

　シュロは胸むねを張り、両手を腰こしに添そえ大おお威い張ばりでいった。

「だからいったろ？　何を隠そう、あたいはこの男に城しろ一つ買えるくらいの大たい金きんを貸かしてるんだって！」

（いつからそーゆー話になった!?）

　思わず叫さけびそうになったが、ここで怒おこるのも大人おとなげない──と思い留とどまる。

「とにかく……知り合いが世話になった。少ないが、これで飴あめでも買ってくれ」

　ズボンのポケットを探さぐると、五枚ばかりの銅どう貨かが見つかったのでそのまま年長の少年に渡した。

「……！」

　少年の目が皿さらのように丸くなった。奇き跡せきを目まの当たりにしたかのような表情で掌しよう中ちゆうの銅貨とシュロの顔を見み比くらべ──次の瞬しゆん間かん、背後に向かって大声で叫んでいた。

「おいっみんな！　噓うそじゃねえ！　このオッサン、本当に金くれたぞーっ!!」

　いったい、今までどこに潜ひそんでいたのか。あっという間まに子供たちの数は三倍近くまで増ふえ、気づいたときには四方から取り囲まれていた。

「わあっ!?」

　ふと足あし下もとを見やると、一番年下らしい三つくらいの女の子が、ダレットのコートの裾すそをしっかり握にぎりしめ潤うるんだ瞳ひとみでじぃっと見上げている。

「おなか、ちゅいたよぉ……」

「……ううっ」

　震ふるえる手で懐ふところを探り、出てきた金は金きん貨かが二枚と銀ぎん貨かが七枚──今月の食しよく費ひ、およびリマルに支し払はらう家や賃ちんとして用意してあった全ぜん財ざい産さんだ。

　リーダー格と思おぼしき先ほどの少年に渡すと、子供たちの群むれは一いつ瞬しゆんにしてダレットから離はなれ、メダカのように仲間の少年を取り囲かこんでいた。

「やー、悪いなダレット。帰ったらちゃーんと風呂に入ってやるよ」

「……よくいうぜ」

　上じよう機き嫌げんで笑うシュロを恨うらめしげに睨にらむが、もはや怒おこる気力もない。

「やっぱいーヤツだな、おまえ。それに引き替かえペイのヤツはダメ！　あいつはハクジョーもん！」

「ん？　ペイに会ったのか」

「ついさっき、ここを通ったぞ。声かけたのにシカトして通り過ぎやがってさ。まじムカついたぞー、あたい」

（やっぱり……おかしいな。あいつ）

　浮ふ浪ろう児じたちはと見れば、リーダー格の少年を中心に年長の子供たち数名が額ひたいを寄せ合い、金の分ぶん配ぱいと使い道についてあれこれ意見を交こう換かんしている。

　初めは単に汚きたない浮浪児の集団にしか見えなかったが、実際には彼らなりの秩ちつ序じよやルールというものがきちんと確かく立りつしているらしい。

　感かん心しんしながら眺ながめていると、背はい後ごから車道を走ってきた二頭立ての四よん輪りん馬ば車しやが、ダレットのすぐ横で急停車した。

「……？」

　黒塗ぬりの車体側そく面めんを飾かざる紋もん章しようが、太たい陽ようと交差する二ふた振ふりの剣を象かたどったエンブレム──〝聖ラズロウ教きよう導どう団だん〟のシンボルマークであることに気づいたとき、窓まどが開き客席にいる若い女が顔を覗のぞかせた。

　蠟ろうのような色白の細ほそ面おもてに、切れ長の瞳ひとみ。烏からすの濡ぬれ羽ばを思わせる黒くろ髪かみを長く垂たらした美しい女である。

「……イビス!?」

「感心ね、ダレット。孤こ児じ救きゆう済さいの慈善事業ボランテイアでも始めたの？」

　そういうと、彼女は目だけを細めて微かすかに笑った。




　乗り込んでみると、馬車の内部は思いの外ほか広かった。床ゆかには天鵞絨ビロードの絨じゆう毯たんが敷しかれ、革かわ張ばりのソファが向かい合わせに据すえられた内ない装そうは、ちょっとした応おう接せつ間まという趣おもむきである。

「夕ゆうべはご苦労さま。〝依より代しろ〟の遺い体たいはこちらで無ぶ事じに回かい収しゆうしたわ」

　勧められるままソファに掛かけたダレットに、向かいに座すわったイビスがいった。

　髪の色と同じ漆しつ黒こくのドレス。胸むねを飾かざる銀の数珠ロザリオは、彼女が〝教団〟の教導師シスターであることを示しめしている。

　ダレットとペイを含ふくむ猟りよう魔ま士したちは教団員ではないが、原げん則そくとして〝教団〟から憑ひよう魔ま退たい治じの依い頼らいを受けて行動している。このとき教団側の代理人エージエントを務つとめるのが彼女、シスター・イビスの役割だ。

　彼女はまた、教団内部に結けつ成せいされた特とく務む機き関かん〝ハガナー〟のメンバーでもある。対憑魔戦を遂すい行こうするため教団上じよう層そう部ぶから絶ぜつ大だいな権けん限げんを与あたえられていて、表おもて向むきは上じよう司しにあたる一いつ般ぱんの幹かん部ぶ団員ですら口答えできないらしい。人類の正せい義ぎと平和のため、国こつ境きようを越こえて活動する奉ほう仕し結けつ社しや〝聖ラズロウ教導団〟に人々の知らぬ裏うらの顔があるとすれば、彼女はその「裏」を象しよう徴ちようする人物といってもいい。

「さあ、今回の報ほう酬しゆうよ。受け取って」

「わざわざ届とどけに来てくれたのか？　すまねえな」

　教団発行の手て形がたを受け取り、コートのポケットにしまいながら、ダレットは用心深くイビスの次の言葉を待った。手形を渡すだけなら郵ゆう便びんで事こと足たりる。彼女自みずからが出で向むいてきた以上、それ相応の用件があるのは間ま違ちがいない。

　そして経けい験けん上ほぼ確実なことに──彼女が直じかに現れてもちかけてくる話は、たいてい一ひと筋すじ縄なわではいかない厄やつ介かいな「仕事」の依頼だった。

「ここで会えてよかったわ。事じ務む所しよが留る守すだったから、てっきり今日きようは無む駄だ足あしになるかと思っていたもの」

「そいつは悪かった。……しかし、用件は金の支払いだけじゃあるまい？」

「察しがいいわね。実は、早急に力を貸かして欲ほしい事じ態たいが生しようじたの」

「……というと？」

　何やら嫌いやな予感がする。

「夕べのことよ。ハシューブ街がいにあるツアディーク伯はく爵しやく家けの別べつ邸ていで、滞たい在ざい中だった当主のアクラブが殺されたわ。護ご衛えいにあたっていた兵士五名、呪じゆ術じゆつ士し一名と一いつ緒しよにね。犯はん人にんの手がかりや犯はん行こうの動どう機きは全まつたくの不明」

「ほう……偶ぐう然ぜんだな。俺たちが憑ひよう魔まと闘たたかっていた、すぐ近くじゃねえか。王おう都とも物ぶつ騒そうになったもんだ」

　努つとめて平へい静せいを装よそおいつつ、ダレットはとぼけて肩かたをすくめた。まさかその場に居い合あわせていたとは、口が裂さけてもいえない。

「ツアディーク家は王家の遠えん戚せきで、代々ミルトスの領りよう主しゆを務つとめる地方貴き族ぞくの名めい門もん。当然、王おう宮きゆうに与あたえるショックも大きいわね。来週は国王誕たん生じよう日びを控ひかえているだけに」

「だろうな。舞ぶ踏とう会かいは中止か？　そんな事じ件けんが起こっちゃ、国王ものんびり誕生日を祝いわうどころじゃないだろうし」

「ところが、そうもいかないのよ。現在、王都には記き念ねん行ぎよう事じに招しよう待たいされた外国の賓ひん客きやくが多数滞在しているわ。よりによって国王のお膝ひざ元もとで領主が暗あん殺さつされたなんてことが彼らに知れたら、セバスティアの面めん目もくは丸つぶれ──というわけで、王都警けい察さつでは関係者に厳げん重じゆうに口止めし、事件の公表は国王誕生日の後になるそうよ」

「やれやれ、人の命より国のメンツの方が大事かよ……」

　とはいえ報ほう道どう管かん制せいによって事件の公表が遅おくれるのは、ダレット自身にとってもありがたいことには違ちがいない。どうやら慌あわててマシャフの所に出で向むく必要もなさそうだ。

「殺しが起きたのは夕べだろ？　おたくら〝ハガナー〟が出で張ばってくるには、ちと早いような気もするが」

「確たしかにそうね。事件に憑魔が絡からんでいるかどうかは、これから調ちよう査さしてみないことには判わからないわ。現げん段だん階かいでは、問題はむしろ被ひ害がい者しやの方にあるのよ」

「アクラブに？」

「彼は勇ゆう者しやラズロウの崇すう拝はい者しやで、貴族の中でも特に熱ねつ心しんな〝教団〟の後こう援えん者しやだったの。毎年の寄き付ふは莫ばく大だいな額に上のぼるし、領内にラズロウの像ぞうを建たてたりして勇者思し想そうの普ふ及きゆうにも積せつ極きよく的てきに努つとめていたわ」

　殺された領主と〝教団〟の意外な繫つながりを聞かされ、ダレットは少々面めん食くらった。資し産さんの三分の一をなげうって〝聖剣〟を購あがなったというマシャフの話からして相当の勇者マニアであろうという印いん象しようはあったが、まさかラズロウ教団にまでコネを持っていたとは思わなかった。

「しかし妙みような話だな。勇者かぶれの金持ちなんか他ほかにいくらでもいそうなのに、何だってアクラブばかりそう特別扱あつかいするんだ？」

「あら……ダレット、あなたご存じないの？　彼は魔ま王おうペイモンの復ふつ活かつを阻そ止しした功こう労ろう者しやなのよ」

「何だとぉ？」

「と、いうのは少し大げさですけどね。今から十年前、ミルトスの先代領主タヴァス・ツアディークは禁きん断だんの呪じゆ術じゆつにのめりこみ、挙あげ句くの果はてに己おのれの息子むすこを生いけ贄にえに捧ささげて魔王ペイモン復活の儀ぎ式しきを執とり行おこなおうとした。それを事じ前ぜんに察さつ知ちした弟おとうとのアクラブが、あえて反はん乱らんを起こしてタヴァスを討うち取った──王都でも、結けつ構こう評ひよう判ばんになった事件だけど」

「いや……初はつ耳みみだ。あんたも知っての通り、つい三年前まで俺は療りよう養よう院いんにいたもんでな」

　そういえば、ペイのヤツがそんなこといってたな──マシャフが事務所に来た日のことを、ふとダレットは思い出していた。

「そうだったわね。ごめんなさい──もっとも魔王云うん々ぬんはアクラブの主しゆ張ちように基もとづく話で、タヴァスが本当にペイモン復活を目もく論ろんでいたのか今となっては不明ですけれどね。ただ、当時の〝教団〟首しゆ脳のう部ぶはこの話に飛びついた。本ほん来らいなら謀む反ほん人にんとして処罰されるはずのアクラブを英えい雄ゆうと褒ほめ称たたえ、国王にとりなして彼を新領主として認みとめさせたの」

「どうも胡う散さん臭くさい話だな……アクラブは、兄あに貴きに濡ぬれ衣ぎぬを着きせて反乱の口こう実じつをでっち上げたんじゃねえのか？」

「かもしれないわね。実のところ、〝教団〟にとって魔王復活の真しん偽ぎはたいした問題じゃなかったのよ。プロパガンダの一いつ環かんとして、人々に勇者の存在を思い起こさせるようなカリスマ的な英雄が欲ほしかっただけ。たまたま起こったアクラブの反乱は、現代の英雄伝でん説せつを演えん出しゆつするのに格かつ好こうの素そ材ざいだったというわけ」

「くだらねえ……聞いてるだけでムカついてくるぜ」

「十年前の話よ。私に文もん句くつけられたって困こまるわ」

　表情も変えずに、イビスはいう。

「ともかく、アクラブを殺されたのは〝教団〟にとってもたいへんな痛いた手でなの。今朝けさがた臨りん時じに招しよう集しゆうされた長ちよう老ろう会議で、事件の背はい景けいを調ちよう査さするよう密みつ命めいが下くだされたわ」

「それで……俺に調べろと？」

「まあ、そういうこと。私個人としては、こんな政治的な任務に〝ハガナー〟の貴き重ちような戦力を割さくのは気が進まないのだけれど」

「お義ぎ理りの仕事だから、俺たち下した請うけに押おしつけようって魂こん胆たんかい？　ひでーなぁ」

「気に障さわったらごめんなさい。でも猟りよう魔ま士しじゃなく、私し立りつ探たん偵ていのダレット・アースガード氏への依い頼らいだと思えば、何の問題もないでしょ？」

「……まあ、俺は別に構かまわないけど。今のところ他に仕事もないしな。でも相あい棒ぼうのヤツが何ていうか──」

「あなた一人でもいいのよ。今から現場に向かって貰もらうわ」

「え？　おいおい？」

　気づいたときには、既すでに馬車は走り出していた。驚おどろいたように見送るシュロと浮ふ浪ろう児じたちの集団が、見る見るうちに道路の彼方かなたで小さくなっていく。

「屋や敷しきの方へは、もう話を通してあるわ。ざっと事じ情じよう聴ちよう取しゆして、あとで報ほう告こく書しよにまとめてちょうだい」

「やれやれ……強ごう引いんだね全まつたく」

　呆あきれたようにソファに凭もたれかかるダレット。

（ま、いいか。アクラブの屋敷をもう一度調べられるなら、こちらにとっても好こう都つ合ごうだしな）

　本ほん音ねをいえば、今のダレットにとっては犯はん人にん捜さがしよりも、むしろペイについての疑ぎ惑わくを晴はらすことの方がより重要な問題だった。

「なあ……イビス」

「なあに？」

「おまえさん、現げん役えきの猟魔士だったときはあのラニアードとコンビを組んでたそうだけど……そのとき、お互たがいの昔むかし話ばなしをしたりなんかしたか？」

　いってから急に気まずくなり、慌あわてて手を振る。

「あ、いや、変なこと訊きいてすまん」

「どうしたの？　あなたらしくもないわね。ひょっとして、ペイ君くんと喧けん嘩かでもしたのかしら？」

「いや、喧嘩ってほどでもないが……何ていうか、日ひ頃ごろから一いつ緒しよに行動している仲間が、唐とう突とつに何を考えているのか判わからなくなる瞬しゆん間かんってのが、他の連中にもあるもんなのかと思ってな」

「そうね……ラニアードとは、互いの過か去この話はほとんどしなかったわ。私も彼も孤こ児じだったし、話すほどの過去なんてなかったもの」

「………」

「あの頃ころはそれで充じゆう分ぶんだったわ。私たちは互いに信しん頼らいし合った仲間同士──そう信じていたから。……でも、所しよ詮せんは人間の哀かなしさね。解わかっているようでも、互いの心の奥底に蟠わだかまっていた闇やみまでは、見通すことができなかった──」

　車しや窓そうの風ふう景けいに目を向け、淡たん々たんと語るイビス。蠟ろう人にん形ぎようを思わせる美しくも無表情な女の横顔から、何らかの感情を読みとるのは難むずかしい。

「もし、お互いにもっと腹を割わって話し合ってたら……もっと違ちがう結果になったと思うか？」

「どうかしら？　でも、もう一度彼に会えるのなら──聞いてみたい気もするわね。どんな子供時代を過ごしていたのか、どんな風景を見て、何を感じながら生きてきたのか──どんなつまらないことでもいいから」

　そういって目を細める彼女の頰ほほが、ほんのわずか薔ば薇ら色いろに染まっているのは、窓から差し込む光の加か減げんなのか──それはダレットにも判わからなかった。




　ハシューブ街がいのツアディーク別べつ邸てい──ダレットが訪おとずれるのはこれで二度目になるが、穏おだやかな午後の日差しに包つつまれた庭てい園えんを眺ながめていると、とても惨さん劇げきの舞ぶ台たいとなった同じ場所とは思えない。

　執しつ事じの案内で館やかたの中に通されると、一階の広ひろ間まには既すでに多数の男女が集まり、部へ屋やに入ってきたダレットを不安そうな面おももちで注ちゆう視しした。

　事じ件けんが起こった夜、屋や敷しきにいた者たちである。

　アクラブが地元の城しろから連つれてきた家か臣しんや兵士、それに元から屋敷で働いている使用人たちを含ふくめると、実に百名近い人数になる。

（しかし……片かた腹はら痛いぜ、我われながら）

　成なり行ゆきとはいえ、昨夜ゆうべは盗とう賊ぞくまがいの目もく的てきで忍しのび込んだ同じ屋敷に、今度は探たん偵ていとして訪れているのだから妙みような気分だった。とりあえず、彼らのうちの誰にも顔を見られていないことは不ふ幸こう中ちゆうの幸さいわいであったが。

「〝教団〟から派は遣けんされた探偵の方ですね？」

　誰に話しかければよいのか判わからず戸と惑まどい顔のダレットの前に、喪も服ふく姿すがたの若い娘むすめがしずしずと歩あゆみ出て一いち礼れいした。

「ツアディーク家の長女、ヨナと申します。このたびは亡なき父のためにご足そく労ろう頂いただき、心より御礼申し上げます」

　鬱う金こんの髪かみをうなじのあたりで結ゆい上げ、大きな瞳ひとみがあいくるしい美び少しよう女じよである。とはいえ、父親の悲ひ惨さんな死を目まの当たりにしてから一いつ睡すいもしていないのだろう。死者への哀あい悼とうを示しめす黒いドレスをまとった少女の顔は、彼女自身がこの世の者でないかのように窶やつれ蒼あおざめていた。

　彼女のことは、馬車の中でイビスから簡かん単たんに説明を受けていた。殺されたアクラブには息子むすこがおらず、現在は王おう都とに同どう行こうしていた娘が臨りん時じの領りよう主しゆ代だい行こうとして事じ後ごの処しよ理りにあたっているとのことだった。

「さてと……お疲つかれのところ悪いけど、夕べの事件についていくつか質問させて貰もらうぜ」

　形式的な弔ちよう問もんの挨あい拶さつを省はぶき、ダレットは単たん刀とう直ちよく入にゆうに切り出した。別に面めん倒どう臭くさかったわけでなく、あまり話を長引かせるとヨナが倒たおれてしまいそうに思ったからだ。

　イビスの話を聞いて以い来らい、アクラブという男に対してどうしても良い感情を持てないダレットではあったが、事件に巻き込まれた娘にはさすがに同情を禁きんじ得えなかった。

「ここのご主人が殺されたのは、夕べの夜や半はん過ぎだそうだけど──最初に現場を発見したのは誰なんだ？」

「私です」

　すっと手を挙あげて名な乗のり出たのは、意外にもヨナ自身だった。

「父は数時間に一度の割わり合あいで薬やく湯とうを飲む習しゆう慣かんを持っていました。夕べもちょうどその時じ刻こくになりましたので、私が薬湯を煎せんじて父の寝しん室しつに運んだのです。そうしたら──」

「そのとき、犯はん人にんの姿を見たかい？」

　ヨナは俯うつむいたまま、無む言ごんで首を横に振ふった。

「扉とびらを開けて一歩踏ふみ込むなり、ジョルジュが──護ご衛えいの剣士の一人が、血まみれで倒れている姿が見えました。私は恐おそろしさのあまり廊ろう下かに飛び出し、階かい段だんまで引き返すと必ひつ死しで助けを呼んだのです」

（あのとき俺が聞いた悲ひ鳴めいは、このお嬢じようちゃんの声だったのか……）

　ダレットは頭の中で自みずからの記き憶おくとヨナの証しよう言げんを照しよう合ごうした。

「で、その後は？　その声を聞いて誰か駆かけつけたんだろ？」

「わ、私です……私が、お嬢様の悲鳴を聞きつけました」

　そういって進み出たのは、背の低い男の使用人だった。丁てい寧ねいにアイロンがけされた黒服と黒ズボンは、メイドと同じく室内の家か事じを担たん当とうする召めし使つかいの制服だ。

「ええと、あんたは……？」

「彼はオレヴ・ヤトゥーシュ。以前からこの屋敷で働いている奉ほう公こう人にんの一人です」

　主あるじのヨナになり代かわり、屋敷の執事が手て短みじかに紹しよう介かいする。

「そのう……たまたま三階の廊下で、燭しよく台だいの蠟ろう燭そくを取り替かえておりましたところ、お館やかた様さまの部屋からお、お嬢様が飛び出されて来たので、いったい何事かと……」

　緊きん張ちようした面もちで、オレヴは訥とつ々とつと説明した。人と話すのがあまり得とく意いではないらしく、握りしめたハンカチでしきりに額ひたいの汗あせを拭ぬぐっている。

「……そのあと、お嬢様をお連つれして階下に行き、大声で助けを呼びました」

　これもまた、ダレットの記憶と一いつ致ちしている。

（すると、もう一人の声はこいつのか……うん？）

「ちょっと待て。あんた、事件のとき最初から三階にいたのか!?」

「はい。お嬢様がおいでになる、二十分ほど前からでしょうか」

「その間に、部屋で殺しが起きてたんだろ？　廊下で怪あやしい人ひと影かげとか見なかったのか？」

「い、いえ……お嬢様が階段から昇のぼって来られるまで、三階の廊下に、私以外の者はおりませんでしたが」

「そんなはずねえだろ!?　じゃあ、賊ぞくはどうやってあの寝室に入ったんだよ！」

「ひっ!?」

　突とつ然ぜんダレットが声を荒くしたので、召使は怯おびえたように首を竦すくめた。

　他の使用人たちも、何事かと目を丸くして見ている。

「……ま、窓まどからじゃないですか？」

　上うわ目め遣づかいでダレットを見上げながら、恐る恐る答えるオレヴ。

「あとでお城の兵隊さんがたと一いつ緒しよに部屋に入ったら、南側の窓が鎧よろ戸いどごと破やぶられていましたから……」

（馬ば鹿か野や郎ろうっ、窓を破ったのは俺だよ！）

　思わずそう怒ど鳴なりかけ、慌あわてて口をつぐむ。

　ヨナとオレヴが口くち裏うらを合わせているのでもない限り──アクラブ殺しの犯人は三階の廊下を使わず寝室に侵しん入にゆうし、なおかつ脱だつ出しゆつしたことになる。そしてもう一つの侵入ルートである窓側には、他ほかならぬダレット自身がいたわけだから──。

（こいつは、ひょっとして……事実上の密みつ室しつ殺人ってやつかよ？）

　ただし密室が成立すると知っている人間はダレットのみ。

　そしてなお悪いことに──あのとき「密室」に入り込む手しゆ段だんを持つたった一人の人物を知っているのも、またダレットだけだった。

　──呪じゆ術じゆつで姿すがたを消したペイ。

「………」

「あの……どうかなさいました？」

　急に押おし黙だまったダレットに、ヨナが不安そうに声をかけた。

「いや、何でもねえ……構かまわないでくれ」

　ダレットは気を取り直し、

「それじゃあ、他のみんなにも聞くが──事件が起こったとき、屋敷の中で何か怪しいことはなかったか？　どんなつまらないことでもいいから」

「あ、あのぉ……」

　おずおずと手を挙あげたのは、白い前まえ掛かけを着つけたコックの一人。

「実は、夕べ厨ちゆう房ぼうで……オラ聞いただ。誰もいねえはずなのに、オラの後ろを人の足音がヒタヒタと……ううっおっかねえ」

　それを皮かわ切きりに、その他の使用人やメイドたちも口々に声を上げた。

「あ、あたしもそれ聞いた！　二階の階段で、コツコツ足音だけが聞こえたの～！」

「おいらは勝かつ手て口ぐちにゴミを捨すてにいったとき、背中に妙みような寒さむ気けを感じたぜ。その時は、てっきり気のせいかと思ったんだがよぉ……」

「庭にわで飼かってる番犬どもが、なぜか夕べだけ眠ねむりこけて役立たずになっちまって。こんなこと前は一度もなかったんですよ！」

（全部、俺たちの仕し業わざじゃねえか……）

　聞いているうちに虚むなしさがこみ上げ、ダレットはがっくり肩かたを落とした。

　両手を上げて使用人たちを黙らせ、再ふたたびヨナに向き直る。

「あー、だいたい事情は判わかった。念のため確かく認にんしておきたいんだが──事件が起きたとき、三階にいて生き残ったのはあんたとオレヴだけ？」

「……はい」

「三階には他にもたくさん部屋があるだろう。そっちには誰かいなかったのか？」

「ええ。この館やかたに滞たい在ざいしている最中、父は護ご衛えいの部下たちを連つれて自分の部屋に閉じこもり、三階の他の部屋には決して人を入れさせませんでしたから」

「大した警けい戒かいぶりじゃねえか。親父おやじさんは誰かに命でも狙ねらわれてたのかよ？」

「いえ、そういうわけではなく……ここ数年、父の心はある種の病やまいに冒おかされていたのです。いつも何かにひどく怯おびえていて……私が煎せんじる薬やく湯とうも心を鎮しずめるためのものでした」

「そいつは……ちょっと意外だな。ミルトスの領主といえば、十年前には魔ま王おうの復ふつ活かつを阻そ止しした英えい雄ゆうだと聞いていたが」

「英雄？　父が……ですか？」

　ほんの一いつ瞬しゆん、少女の唇くちびるが皮ひ肉にくげに歪ゆがめられた。

（…………？）

「父の怯えていた相手は、特定の誰かではなく、何か人じん智ちを超こえた大きな力──父自身の運うん命めいそのものだったように思います。己おのれの運命に抗あらがおうとするあまり、家を傾かたむけるほどの大金を投じてあの剣けんを購こう入にゆうしたほどですから」

「アルメギドか。そういえば、あの剣は──」

「よかったらご覧らんになります？」

「……なに？」

「父の亡骸なきがらは離はなれに移しましたが、寝室に置いてあった他の物はそのままにしてありますわ。今となっては、あれだけが我わが家に残されたただ一つの財ざい産さんですから」

（どういうことだ？　ギデオンの〝聖せい剣けん〟は盗ぬすまれたはずなのに──）

「ああ……ぜひ拝はい見けんしたいな。いずれにせよ、犯はん行こう現場は検けん分ぶんするつもりだったし」

「どうぞごゆっくり──オレヴ！　ダレットさんを父の寝室に案内して差し上げなさい」

「え？　は、はい……かしこまりました」

「屋敷の中で、他に調べたい場所がありましたら、遠えん慮りよなく……うっ」

　ふいに喪も服ふくの胸むねを押おさえ、ヨナがよろけた。すかさず左右から駆かけ寄ったメイドに身体からだを支ささえられる。

　初めにダレットが危き惧ぐした通り、やはり長時間の会話は無む理りだったようだ。

「失しつ礼れいしました。では、私はこれで……」

「ご協力感かん謝しやする。ゆっくり休んでくれ」

「……ダレットさん？」

　メイドに付つき添そわれて広ひろ間まの外に向かいかけたヨナがふと立ち止まり、思い出したように振り返った。

「父は……家か臣しんのうちでもえり抜ぬきの剣士と呪じゆ術じゆつ士しに護まもられながら、あえなく命を落としました。この事件について、あなたはどうお考えですか？」

「少なくとも人間業わざじゃねえな……いまいえるのは、それくらいだ」

　その言葉を聞くと、蒼あおざめた少女の顔に満まん足ぞくそうな微笑ほほえみが浮かんだ。

「父の命を奪うばったものが、人間ではなく大いなる運うん命めいの力なら──私は、あえて犯人を捜さがす必要はないとさえ考えているのです」

　そのときになって、ようやくダレットも気がついた。

　彼女が蒼あお白じろく窶やつれているのは、決して父親が非ひ業ごうの死を遂とげたからではない。彼女自身もまた「心を鎮しずめる薬やく湯とう」の常じよう習しゆう者しやなのだろう。

　ツアディーク家の父と娘むすめは、長年に亘わたって何者かに対する恐きよう怖ふに魂たましいを削けずられながら生きていたのだ。




　死体こそ片かたづけられたとはいえ、寝台の上や絨じゆう毯たんには黒々と血の痕あとが広がり、昨夜ゆうべの惨さん劇げきの名残なごりを色濃こく留とどめた寝室の中──寝台から少し離れた部へ屋やの中央には、夕ゆうベダレットが見た通り、棺かん桶おけ大だいの宝ほう物もつ箱ばこが置かれている。

（いったい、どうなってやがる……？）

〝聖剣〟は元通り箱の中に収おさめられていた。

　ただし、そこにあったのはギデオンの剣ではなく、ペイによって持ち込まれた替かえ玉用の剣だった。素人しろうと目めには区別はつかないかもしれないが、あるていど剣を見る目を養やしなった者ならすぐに判わかる。

　ふと視し線せんを感じて顔を上げると、いつの間まにかすぐ傍かたわらにいたオレヴと目が合った。

「……！」

　小男の召めし使つかいは慌あわてて顔を逸そらし、わざとらしく咳せき払ばらいなどしている。

「心しん配ぱいすんな。大だい事じな家か宝ほうに傷きずなんかつけやしねえから」

「！　い、いえ……そんな、滅めつ相そうもない」

　この部屋で二人きりになった時から、オレヴは自分からは決して口を利きこうとしなかった。そのくせダレットのやっていることには興きよう味みがあるのか、ぴたりと付つき添そいこちらの手元を覗のぞき込んでいたのだ。

（やれやれ。これじゃ案内っていうより監かん視し役だな）

「この剣だが……何か夕べと変かわったところはないか？　つまり、あんたがこの部屋に駆かけつけたときも、この状じよう態たいだったかと聞いているんだが」

　その言葉を聞くなり、召使の顔色があからさまに変った。

「さ、さあ？　私どもが部屋に入ったとき、箱の蓋ふたは閉しまったままでしたから」

「噓うそつけ。アクラブが殺されたとき、この剣は死体の側そばに落ちてたんじゃねーのか？」

「な、なぜそれを……!?」

（その場にいたからだよ！　……とはいえねえよなぁ。さすがに）

　しかし、もう後にはひけない。ここは強気で押おしまくることに決め、ダレットはぐっとオレヴを睨にらみつけた。

「俺の目は節ふし穴あなじゃねえ。この剣には、ほんの微かすかだが血の臭においが残ってるぜ！」

「………」

「おいっ。どうなんだ!?」

「……も、申もうし訳わけございませんっ！」

　オレヴは観かん念ねんしたように、深々と頭を下げた。

「実は……剣についた血を拭ふき取り、元通り箱の中に収めました」

「なぜだ!?　もしこの剣が凶きよう器きだったら、重大な証しよう拠こ隠いん滅めつだぞ！」

「ヨ、ヨナお嬢じよう様さまのご命めい令れいですから……私どもには、何とも」

（何だそりゃ!?　あの娘むすめ……いったい何考えてんだ？）

　ダレットは当とう惑わくした。ヨナ自身が剣のすり替かえに気づいているかどうかは不明だが、これでは意い図と的に犯人捜さがしを妨ぼう害がいしているようなものだ。もう一度彼女に会い、厳きびしく問い詰つめようかとも思ったが、そこで別の考えが頭をよぎった。

（待てよ。この剣が偽にせ物ものだってことをバラして、下へ手たに出で所どころを探さぐられたら──今度はマシャフの方にとばっちりが行くかもしれねえな）

　そのときは、当然自分やペイにも嫌けん疑ぎがかけられることは間ま違ちがいない。

「後ご生しようです！　このことは、お嬢様には黙だまっていて下さいまし。さもないと私が……」

　オレヴが跪ひざまずき、手を合わせて懇こん願がんしてきた。今にも泣き出しそうだ。

「……判わかったよ。もういいから、あんたは自分の仕事に戻もどんな」

（とりあえず、この場はこのままにしておくか……）

　ダレットは宝ほう物もつ箱ばこの蓋ふたを閉め、改あらためて寝室の中を見回した。

　扉とびらは廊ろう下か側の壁かべに一ヵ所のみ。他ほかに抜ぬけ道があるようには思えない。頭ず上じようを見上げると、天てん井じようは自し然ぜん採さい光こうのため嵌はめ殺ごろしの総そう硝子ガラス張ばりとなっている。つまり「天井裏うらに逃にげる」という芸げい当とうも通用しないわけだ。

「あとは、窓まどしかないよなぁ……やっぱり」

　南側はバルコニーに出入り可能な開き窓だが、昨夜ゆうべダレットが突つき破やぶった大おお穴あなは衝つい立たてによってさりげなく隠かくされていた。

　衝立をどかし、自分で空あけた穴をくぐってバルコニーに出てみる。

（ヨナは……ひょっとすると、犯人の姿すがたを見たんじゃないのか？）

　ふと、そんな気がした。

　先せん刻こくの言葉といい、彼女の言動にはどこかしら父殺しの下げ手しゆ人にんを庇かばっているような節ふしすら見受けられる。

（いや、庇っているというより……恐おそれている？　こいつは、改めてツアディーク家の内ない情じようについて洗ってみる必要がありそうだな）

「おや？」

　バルコニーから見み下おろす庭てい園えんの片かた隅すみに人ひと影かげを認みとめ、ダレットはふと顔を上げた。

　庭にわ師しかと思ったが、そうではない。

　着きている服装こそ地じ味みな色合いのジャケットだが、あれは確たしかに──。

（……ペイ？　あいつ、あんなところで何やってんだ？）

　向こうの方も、バルコニーに立つダレットの姿に気づいたようだ。少し慌あわてたように屋や敷しき森もりの中に駆かけ込み──そして、姿を消した。




「あいつ、庭園の方に出たわ。やるわよ！」

「やっぱり……やめとこうぜ。上からは、奴やつらに出くわしても余よ計けいな手出しはするなっていわれてるだろ？」

「何いってんのよ？　手て柄がらなんてのはねぇ、立てたもん勝ちなの。今なら呪じゆ術じゆつ士しのガキもいないし、こんなチャンス滅めつ多たにないわ！」

「……しかたねえなぁ」




「確か、ここいらに立ってたんだがな……」

　ペイらしき少年が立っていた庭の一いつ角かくを見回しながら、ダレットは独ひとりごちた。

　ふと見れば、庭木に隠かくれるようにして白しら壁かべの離はなれが建たっている。

　母おも屋やに比くらべればちっぽけな平ひら屋やに過ぎない建たて物ものだが、玄げん関かん前には鉄てつ槍やりで武ぶ装そうした二人の兵士が立ち、やけにものものしい雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

「──止まれ！　何者だ？」

　険けわしい声で誰すい何かを受け、槍を突つきつけられる。

「怪あやしいもんじゃねえよ。〝教団〟の依い頼らいで来た探たん偵ていさ」

　イビスの書いた紹しよう介かい状じようを見せると、兵士たちは納なつ得とくしたように武ぶ器きを降おろした。

「このあたりで男の子を見なかったか？　十七、八の」

「いいえ。自分たちは昼から警けい備びにあたっておりますが、そのような人物は見かけませんでした」

「あっそ。……ときに、この建物は？」

「お館やかた様さまのご遺い体たいを安あん置ちしております。陛へい下かのお誕たん生じよう日びが過ぎるまでは、表おもてだって葬そう式しきを出してはならぬとのお達たつしなので……」

　おそらく領りよう主しゆやその家族が別べつ邸ていで不ふ慮りよの死を遂とげた際、領地の城しろに移い送そうする間の仮かりの墓ぼ所しよとして利用される建物なのだろう。

「ちょっくら、中を覗のぞいてもいいかな？」

「申もうし訳わけありません。たとえ〝教団〟の方でも、そればかりは──」

「……判わかったよ。無む理り強じいはしねえって」

　どのみち遺い体たいの検けん分ぶんなど専せん門もん外がいだ。もしこの場にペイがいてくれれば、外げ道どう呪じゆによって死人の残ざん留りゆう思し念ねんと同調し、犯行時の有力な情じよう報ほうを得えられる可能性もあるのだが──。

（ったくあの小こ僧ぞう、肝かん心じんなときにどこをうろついてんだか）

　兵士たちに軽く手を振ふりその場から離れ、屋や敷しき森もりのさらに奥へと足を向けた。

　ちょっとした公こう園えんくらいの広さはある庭にわだ。五分も歩けば周しゆう囲いには人ひと気けもなくなり、人ひと里ざと離れた山さん林りんのような静けさに包つつまれてくる。

　ダレットはゆっくり振り返り、声をかけた。

「さてと……そろそろ出てきたらどうだい？　俺に用事があるんだろ」

　館の玄げん関かんを出たときから、尾び行こうされていることには気づいていた。どうせ騒さわぎを起こすなら人目につかない場所がいいと思い、わざわざここまで足を運んだのだ。

　悔くやしげに舌した打うちする音。小こ径みちを挟はさんだ左右の木こ立だちから、音も立てず三つの人ひと影かげが現れ道の中央へと歩み出た。

　薄うす汚よごれたツナギ姿すがたの庭にわ師し。でっぷり太った大男のコック。そして黒いワンピースにエプロンをまとった十四、五歳さいの若いメイド──いずれも、ついさっき館の広ひろ間まに集めた使用人たちの中で見かけた顔である。

「事情聴ちよう取しゆならもう済すんだぜ。それとも、何か思い出したことでもあるかい？」

「探たん偵てい面づらはおよし！　〝教団〟に飼かわれたイヌのくせにさ」

　険けわしい口くち調ようで言い放はなったのはメイドだった。髪かみを短く切った勝ち気そうな顔に不ふ敵てきな笑いを浮うかべ、男おとこ勝まさりに腕うで組ぐみしてこちらを睨にらみつけている。

「おっと、こりゃ手て厳きびしい。じゃあ俺にどうしろってんだ？」

「あたしらと一緒に来て貰もらうわ。ザルマン様が何であんたみたいなチンピラにこだわるのか知らないけど──とりあえず連つれてきゃ喜よろこんでくださるだろうからね！」

（なるほど、な）

　その名前が出た時点で、状じよう況きようは概おおむね理り解かいできた。王国政府と〝教団〟双そう方ほうから指し名めい手て配はいされた希き代だいの犯はん罪ざい者しや。人間でありながら魔ま王おうペイモンの復ふつ活かつを目もく論ろむ狂きよう気きの呪じゆ術じゆつ士しザルマン・ハッシェ──彼は各地に潜せん伏ぷくするディアボロスの末まつ裔えいたちを地ち下か組そ織しきとしてまとめあげ、この王おう都とにおいても多数の配はい下かを暗あん躍やくさせているという。

　死んだアクラブは〝教団〟とも特別な関係があったらしいから、〝教団〟の動どう向こうを探さぐるためザルマンがこの屋や敷しきに間かん諜ちようを潜入させてあったとしても不ふ思し議ぎはない。

「ひょっとして、領主殺しはおたくらの仕し業わざかい？　だったら話が分わかり易やすくて助かるんだがな」

「そんな質問に答える義ぎ理りはないわね。さぁおまえたち、やっておしまい！」

　いかにも芝しば居いがかった仕し草ぐさで片手を上げ、メイド服の少女が高らかに叫さけぶ。すっかり自分に陶とう酔すいしているらしいリーダー格の少女に引き替かえ、コックと庭にわ師しはやや困こん惑わく気ぎ味みに顔を見合わせた。

「しかしよぉ、サミラ……何かの生いけ贄にえに使うんだろ、こいつ？」

「いま殺すのはまずいんじゃねーか？」

「とりあえず息さえあればいいのよ！　手足の骨をへし折って、ついでに助けも呼べないように舌したも引っこ抜ぬいちゃえば完かん壁ぺきね！」

（ちぇっ。黙って聞いてりゃ、勝手なことを……）

　内心うんざりしつつ、ダレットはコートの前をはだけ隠かくし鞘ざやの魔ま骨こつ刀とうに手をかけた。

「あ、なーるほど」

「そういうコトなら……遠えん慮りよはいらねえな」

　コックと庭師は得とく心しんがいったようにニタリと笑い、同時にその姿が変へん貌ぼうを開始した。

（思った通り、〝末裔〟か……）

　かつて強大な呪じゆ力りよくを恣ほしいままにし、地上に君くん臨りんした誇ほこり高きディアボロス──五百年前の勇ゆう者しやとの闘たたかいで彼らの大たい半はんは滅ほろびたが、その一部は辺へん境きように逃のがれ、人間と混こん血けつすることで種族の生き残りを計はかった者も多いという。

　炊すい事じ帽ぼうを投げ捨すてたコックの額ひたいには鏃やじりのような角つのが隆りゆう起きし、庭師の顔がん面めんはいつしか茶ちや褐かつ色しよくの体たい毛もうに覆おおわれ鋭するどい牙きばを剝むき出していた。

「……うっ!?」

　ダレットはふいに息苦しさを覚おぼえて胸むねを押おさえた。先せん祖ぞである鬼おに族ぞくと獣じゆう人じん族の本ほん性しよう（魔ま族ぞく本ほん来らいの力に比くらべれば痕こん跡せき程度のものであるが）を露あらわにした半はん人じん半はん魔まの男たちを前にして、心しん臓ぞうが急速に鼓こ動どうを速め始めたのだ。

（現金なヤッだ……お仲間が近くに来たもんで喜よろこんでやがる）

「うヘへ、見ろよ兄きよう弟だい。こいつ、俺たちの姿すがたを見てビビってるぜぇ」

「かまうもんか、やっちまえ！　オクトベルで殺された仲間の仇かたきだ！」

「……おいおい？　あれは、俺が殺やったんじゃ──」

　そういいかけたとき、獣人と鬼き人じんの姿は既すでにその場になかった。

「──!?」

「ばぁか！　ここだよ！」

　人間離ばなれした速さで間ま合あいを詰つめた獣人が、ダレットの腹に拳こぶしをめり込ませた。

「ぐふっ」

　悶もん絶ぜつしてよろけたところを、素す早ばやく背はい後ごに回った鬼人が羽は交がい締じめにする。

「おっとぉ。おネンネにはまだ早いぜ！」

「へっへっへ。武器がなけりゃー、人間なんぞデク人形と同じよ」

　獣人は笑いながらダレットの鞘さやから魔ま骨こつ刀とうを引き抜ぬき、仲間のメイドに放ほうり投げた。

（デク人形……か）

「お？　お？　おおぉ!?」

　ダレットを捕とらえた鬼人の口から奇き妙みような声が漏もれた。肩かたの関かん節せつをがっちり極きめられ、万ばん歳ざいしたまま身動き一つできないはずの若者の腕うで──それが、どうしたことか自分の意い志しに反してぐいぐい下がり始めている。

「──こなくそぉっ！」

　力ちから任まかせに締しめ上げ、ダレットの肩を砕くだこうと試こころみるが──あっという間まに羽交い締めを外はずされ、次の瞬しゆん間かんには軽かる々がるとダレットの肩の上に担かつぎ上げられていた。

「な!?　ば、馬ば鹿かなっ」

「なけなしの魔族の血を奮ふるい起こして、これっぽっちの力かよ？……ご先せん祖ぞさまが見たら嘆なげくぜ！」

　いうなり、膝ひざをつくような体たい勢せいで鬼人の巨きよ体たいを投げ落とし、容よう赦しやなく脳のう天てんから地面に叩たたきつけた。

「るぅおぉぉぉ!!」

　半なかば裏うら返がえった咆ほう吼こうを上げつつ、拳を固めた獣人が殴なぐりかかる。

　パワーでは仲間の鬼人に及およばぬが、ことスピードに関してはディアボロス随ずい一いちの敏びん捷しようさを誇ほこった獣人族の血を引く自じ負ふがある。

　だが、対するダレットはだらりと両手を下げたまま、風に吹ふかれる若わか木ぎのようにしなやかな動きで獣人のパンチをかわし続けた。

「な、何だ……何なんだよぉてあえは!?」

　獣人を動どう揺ようさせたのは、ただの人間であるはずのダレットに自分の動きが見み切きられていることではなく──くねくねと左右に上じよう体たいを揺ゆらしながら、じっと自分を見つめて動かないダレットの目だった。

「哀あわれなヤツ……ザルマンからは何にも聞かされてないんだな、俺たちのことを」

　十数発目のパンチを紙かみ一ひと重えで避よけ、剛ごう毛もうに覆おおわれたこめかみにひじ打ちを叩き込む。

　一瞬、朦もう朧ろうとした表情で立ち尽つくす獣人の後こう頭とう部ぶにとどめの回し蹴りを決め、先に失しつ神しんさせた鬼族の隣となりに仲良く昏こん倒とうさせてやった。

「ふぅー、手て間まかけさせやがって……おや？」

　最初に啖たん呵かを切った、サミラとかいう少女がいつの間まにか姿すがたを消している。

　逃にげられたか──と思った瞬間、攻こう撃げきは予想外の方向から来た。

「──!?」

　しゅっと風を切る微かすかな音と共ともに、殺意の籠こもる白はく刃じんが地面に深々と穴あなを穿うがつ。

　とっさに転ころがって避けねば串くし刺ざしにされていたところだ。

　続けて二発、三発──稲いな妻づまのように素早く無む慈じ悲ひな刺し突とつの連れん打だは、ちょうど頭ず上じようから打ち込まれていた。

　ほとんど勘かんだけで攻撃を避けながら見上げると、そこにあのサミラがいた。

「あーっははは！　いい格かつ好こうだこと！」

　ワンピースの背中を破やぶって蝙蝠こうもりを思わせる黒い翼つばさが大きく広がり、華きや奢しやな両手に魔ま骨こつ刀とうを構かまえた姿し勢せいのまま上じよう空くうに浮うかんでいる。

「素す敵てきなオモチャをどうもありがと♪　お礼れいのキスの代かわりにこれをあげるわ！」

　歳としに似に合あわぬ妖よう艶えんな笑えみを浮かべて魔骨刀を構え直すと、瞬時に形状を変えた切きっ先さきが槍やりのように伸のびてダレットを襲おそった。

（ちっ。妖よう鳥ちよう族ぞくの末まつ裔えいか……！）

　三人のうちでは一番年下の彼女が、他の二人を仕し切きっている理由がようやく判わかった。

　その類たぐいまれな美び貌ぼうと大だい地ちの重力に一いつ切さい縛しばられぬ飛ひ翔しよう能力から、ディアボロスの中でも特に高こう貴きな身分とされた妖鳥族──しかもダレットから奪うばった魔骨刀の機き能のうを一瞬にして理り解かいし使いこなす技ぎ量りようから見て、あの少女は先せん祖ぞの血を相当色濃こく受け継ついでいると見ていいだろう。

（こいつは、ちっとばかり厄やつ介かいな相手だぜ）

　隙すきを見て逃にげるか。それとも踏ふみとどまり、今度は手て加か減げん抜ぬきで反はん撃げきするか──ダレットが一瞬の決断を迫せまられたとき。

　雷らい鳴めいのような音が庭てい園えんに轟とどろき渡り、庭にわ木きの間に木こ霊だました。

「きゃわわわぁ～～～っ!?」

　勝ち誇ほこって空中を舞まっていたサミラが驚おどろいたように叫さけび、バランスを崩くずしたかと思うとそのままもんどりうって地上に落下した。

「──ダレットさん！」

　どこかで聞き覚おぼえのある声。

　館やかたの方向から現れた人物が、白いコートの裾すそを翻ひるがえして走り寄って来る。

　地面に落ちた魔骨刀を拾ひろいつつ相手の顔を確たしかめ、ダレットは意外そうに声を上げた。

「マシャフ……？」

「はぁ、はぁっ──間まに合ってよかった……ごほげほっ」

　日ひ頃ごろ身体からだを動かすのに慣なれてないのか、ダレットの側そばまでたどり着ついた弁べん護ご士しは、膝ひざに手をついて大きく咳せき込んだ。

　その右手に、金きん属ぞく製せいの筒つつのような見知らぬ道具が握にぎられている。

「いやぁ、いまさっき屋や敷しきに来て、アクラブ公の御ご令れい嬢じように会ったら……ちょうどあなたも来ていると伺うかがったもので……ゴホン」

「しかし……何だって、あんたがここに？」

「ちっちっち。聞きましたよぉ、夕ゆうべの大事件！」

　マシャフはがばっと顔を上げ、さも得とく意いげに人差し指を振ふった。

「警けい察さつでは箝かん口こう令れいを敷しいてるようですが、こうみえても弁護士仲間の情じよう報ほう網もうってモノがありましてねー。だいたい水みず臭くさいじゃないですか！　依い頼らい人にんの僕ぼくにすら黙だまって、自分たちだけで捜そう査さを始めるなんて！」

「いや、隠かくすつもりはなかったんだが……」

　実際、イビスの馬ば車しやとさえ遭あわなければ、今日きようのうちに彼の事じ務む所しよに出で向むいて報ほう告こくするつもりでいたのだが。

「まあまあ、別に非ひ難なんしてるわけじゃありませんから。とにかく、事件の経けい緯いはヨナ嬢から伺いました」

　マシャフは背せ筋すじを伸のばし、傾かたむきかけた日差しに銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねを光らせた。

「つまりは、こういうことですね？　あなたとペイさんに先んじて何者かがツアディーク邸ていに侵しん入にゆうし、アクラブ公を斬ざん殺さつした。そのため僕の依頼した〝聖せい剣けん〟のすり替かえ計画は一時的に中ちゆう断だんせざるを得えなくなった──と」

「まあ、概おおむねそんなところだが……」

　実は元の〝聖剣〟は既すでに持ち去られているのだが、現場を見ていないマシャフはまだそのことを知らないのだろう。

「ときに、彼らは何者ですか？　ひょっとして犯はん人にんの一いち味み……？」

「おっと──忘れるとこだった」

　振り返って見れば、襲しゆう撃げきをかけてきた三人組のうち、鬼き人じんのコックと獣じゆう人じんの庭にわ師しは未いまだに気き絶ぜつしたまま地面に転ころがっている。そして妖鳥族のサミラは──。

「いったぁ～い……」

　地面の上にぺったり座すわり込み、半べそをかいてしきりに腰こしをさすっていた。

「………」

　ダレットは無む言ごんのままつかつか歩みより、魔ま骨こつ刀とうの刃はを彼女の鼻はな先さきに突きつけた。

「おい」

「……いっ!?」

　顔を上げた少女が凍こおりついたように身を竦すくめる。

　慌あわてて逃にげようとするが、すぐにへなへな尻しり餅もちをついた。落らつ下かのショックで、すっかり腰が抜ぬけてしまっているようだ。背中の翼つばさも今は小さく縮ちぢこまり、玩おも具ちやのようにパタパタと情なさけなく羽はばたくばかりだった。

「おまえ、さっきなんつった？　『とりあえず息さえあればいい』だと？」

「……そ……それは……」

「『手足の骨をへし折って』？　それに『舌したも引っこ抜けば完かん璧ぺき』だぁ？」

「あ、あは、あははは！　や～ねぇ、あんなのバッタリよバッタリ！」

　引きつりかけた頰ほおに精せい一いつ杯ぱいの愛あい想そ笑わらいを浮うかべ、サミラは必ひつ死しになってその場を取り繕つくろった。

「ホラホラ、喧けん嘩かのときってよくあるじゃん？　お互たがいヒートアップして、売り言葉に買い言葉って……ね！　ね！」

「ほう、そうかい」ダレットは笑わない。

　石のような無表情のまま、刀かたなの切きっ先さきでつぅーっと少女の頰をひと撫なでした。

「ひわわっ……！」

「それはともかく──〝教団〟から派は遣けんされた俺の前で、魔ま族ぞくの正しよう体たいをバラしたんだ。覚かく悟ごは出で来きてるだろうな？」

「うっ……」絶ぜつ句くしたサミラの瞳ひとみから、ぶわっと涙なみだが溢あふれ出した。

「うえぇ～～～ん!!　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい!!　堪かん忍にんしてっ!!　命だけは助けてぇ～!!」

　数分前までの威い勢せいの良さはどこへやら──ダレットに向かって両手を合わせ、もはやなりふり構かまわず命いのち乞ごいを始める。

（思った通り、兵士としての訓くん練れんも何もねえ……ただのガキだな、こいつら）

　要するに──たまたまこの屋や敷しきに潜もぐり込んでいた下したっ端ぱが、偶ぐう然ぜんダレットを見かけたばかりに功こうを焦あせったということらしい。

「たとえ俺が見み逃のがしたって、役人どもが許ゆるさんだろうが？　何せ領りよう主しゆ殺しの大たい罪ざいだ。可か哀わい相そうだが、まず斬ざん首しゆ刑けいは免まぬがれねえなぁ」

「[image: 〓]～っっ!?」

　少女の瞳ひとみが、恐きよう怖ふではなく驚きよう愕がくのため丸くなった。

「ちょ、ちょっとタンマ!!　アクラブを殺ったのはあたしらじゃないよ!!」

「噓うそつけ。おまえら以外、誰だれが殺したってんだ？」

「知らないわよそんなの！　あたしらは、ただ情じよう報ほうを集めるためにこの屋敷で働いてただけだもん。屋敷の主人を殺したって、何の得とくにもならないじゃん!?」

　必ひつ死しになって訴うつたえる表情は、とても演えん技ぎでやっているようには思えない。

（こいつらは犯人じゃねえ。ってことは、今回の事件に関してザルマン一いつ派ぱは無関係……か）

　それさえ判わかれば充じゆう分ぶんだった。

「──さて、行こうか？」

　ダレットは刀かたなを鞘さやに収おさめ、きびすを返してマシャフに声をかけた。

「え？　で、でも彼らは……？」

「心しん配ぱいねーよ。倒たおれてる連中も単なる脳のう震しん盪とうだから……そのうち目を覚さますだろ」

「そういう問題ではなくて──彼らは魔族なのでしょう？　しかもあなたの命を狙ねらった！　屋敷の兵隊に報しらせて引ひっ捕とらえましょう！」

「やめとけ。下へ手たに騒さわぎが大きくなったら、かえって捜そう査さの邪じや魔まだ」

「いや、しかし……！」

「探たん偵てい業なんかやってるとな、この程度の危険は日にち常じよう茶さ飯はん事じなのさ。いちいち騒ぐほどのことじゃねーって」

「はあ……」

　釈しやく然ぜんとしない顔つきでいるマシャフの背を勢いきおいよく叩たたき、半なかば押おし出すようにして歩き出す。

　むろん、いずれはザルマンたちとも決けつ着ちやくをつけねばなるまい──が、今はそのときではない。なまじ〝末まつ裔えい〟たちの存在を知らせることで〝教団〟の介かい入にゆうを招まねき、かえって事件の解決を遅おくらせる事じ態たいをダレットは危き惧ぐしていた。

　ちらりと振ふり返ると、メイドの少女は相あい変かわらず地面に尻しりをついたまま、ポカンと口を開け放ほう心しんした顔で天を仰あおいでいる。

　ダレットの心しん臓ぞうは、何事もなかったかのように穏おだやかな鼓こ動どうを刻きざんでいた。




「ところで、さっきのアレ──あの小こ娘むすめを驚おどろかせたでかい音、ありゃいったい何だ？」

　館やかたの近くに戻もどって来たところで、ダレットは気になっていた件を口に出した。

「ああ。これのことですか？」

　マシャフがコートの前をはだけると、ダレットの隠かくし鞘と同じく左脇わきの下に革かわ製せいのホルスターが固定してあり、先せん刻こくの道具はそこに収おさめられていた。

「外国の商人から買った拳けん銃じゆうですよ。小さな鉛なまりの弾たまを火か薬やくの力で飛ばす武ぶ器きです。僕は男のくせに剣の腕うでがからきしでして……こうしてお守まもり代がわりに持ち歩いているのです」

「こいつが銃か……噂うわさに聞いたことはあるが、実物を見るのは初めてだぜ」

「ご覧らんになりますか？」

　受け取った拳銃を、ダレットは物もの珍めずらしげに眺ながめた。

　長さは短たん剣けんほどだが、剣よりはやや重量感がある。鋼こう鉄てつの筒つつを本体として木もく製せいのグリップ、そして着ちやつ火か装そう置ちを組み合わせた、思いの外ほか単純な作りの武器である。

「ほう、着火には火ひ打うち石いしを使うのか」

「鉄の鎧よろいを撃うち抜ぬくほどの威い力りよくがあるそうですが、的まとに当てるのがなかなか難むずかしいんですよ。それに高価なので、軍隊なんかで使われるのはまだ先のことでしょう」

「しかし……こいつが弓ゆみ矢やの代わりに使われるようになれば、戦いくさのやり方も随ずい分ぶんと変るだろうな」

「当然ですよ。人じん類るいの技術は日々進歩しているのです。たとえあのペイモンが復ふつ活かつしたって、そう容易たやすく地上を支配できないでしょうね」

（……？）

　微かすかに眉まゆをひそめ、ダレットはマシャフの顔を見た。

　まだ学生のように若い弁護士が、五百年前に滅ほろびた魔ま王おうの名を当然のように口に出すことに微び妙みような違い和わ感かんを覚おぼえたからだ。

「そいつは結けつ構こうだが……この作りだと、弾は一発ずつ手込め式だよな？」

「仰おつしやる通りです。予よ備びの弾だん薬やくはかさばるので持ち歩きません。だからいったでしょ？　お守り代わりだって」

「さっきは相手が驚いて、勝かつ手てに落ちてくれたからよかったようなものの──もし反はん撃げきされてたら、いったいどうするつもりだったんだ？」

「え？　あ、そうか。いやぁ～そこまで考えてませんでした」

　頭をかきつつ、マシャフは破は顔がん一いつ笑しようした。

「気をつけなよ。素人しろうとが武器を弄もてあそぶと、ロクなことにならねえからな」

　やや呆あきれながら、ダレットは拳けん銃じゆうをマシャフに返した。

「とはいえ──さっきは、あんたのおかげで命拾いしたぜ。お礼れいといっちゃ何だが、そのへんで一いつ杯ぱい奢おごらせてくれねえか？……依い頼らいの件で、ちょっと相そう談だんしたいこともあるしな」








第４章　アクラブ公の首









「〝聖せい剣けん〟がすり替かえられてるですって？」

　グラスをテーブルに置き、マシャフは驚おどろいたように顔を上げた。

「いったい、どういうことなんですか？」

「いま説明した通りさ。アクラブの寝しん室しつに元から置いてあった剣は、まんまと何者かに持ち去られていた。そして宝ほう物もつ箱ばこの中には、何の間ま違ちがいか俺おれたちが現場に忘れてきた替え玉の剣が収おさめられてる」

　そういうと、ダレットは陶とう製せいのジョッキを取り上げ、ぐっとビールを煽あおった。

　時じ刻こくが早いせいか、パブ〝猫ねこ目め石いし〟の店内に客はまばらだった。

　ハマニート街がいの一いつ角かくに建つこの店は裏うら通どおりの目立たない場所にあるため流は行やっているとは言い難がたいが、料理の味は悪くないし、何よりツケが利くのでダレットは日ひ頃ごろからよく利用している。

　久ひさ々びさに懐ふところが暖まって気が大きくなっていることもあり、テーブルの上には酒の他ほか、メニューから手当たり次し第だいに頼たのんだ料理の皿さらが盛せい大だいに並ならべられていた。ひとたび報ほう酬しゆうの金をペイに預あずければ、いつものように怪あやしげな呪じゆ術じゆつ書しよの購こう入にゆう費ひにあてられてしまうのは明めい白はくなので、その前に少しでも使っておこうという魂こん胆たんもある。

「しかし、何のために……？　僕ぼく以外の誰だれが、あの〝聖剣〟を必要としているっていうんです？　殺人を犯おかしてまで」

「さあてね。だいいち剣が目当てだったって証しよう拠こもない。目もく的てきは領りよう主しゆの暗あん殺さつで、わざと物もの盗とりに見せかけた可能性もあるしな」

「………」

　困こん惑わくを隠かくせぬ面おももちで、マシャフは手の中の酒しゆ杯はいを見み下おろした。といっても当人は酒が飲めないというので、中身は葡ぶ萄どうを搾しぼったジュースなのだが。

「こういっちゃ何だが、あんたにとっては悪くない展てん開かいだろう？」

「なぜですか？　罪つみもない人たちが殺されたっていうのに！」

　心しん外がいそうな顔で聞き返すマシャフ。

「少なくとも、ギデオンの剣が王おう宮きゆうで鑑かん定ていを受けることはなくなった。結けつ果か論ろんとはいえ、あんたの祖じ父いさんの面子メンツもめでたく守られたじゃねえか」

「とんでもない！　祖そ父ふの望みは〝聖剣〟の回かい収しゆうと確実な処しよ分ぶんです。おまけに肝かん心じんの剣が殺さつ人じん鬼きの手に渡っただなんて──それこそ故こ人じんの名めい誉よに関かかわりますよ」

「元々人殺しの道具だぜ？　剣なんてのはな」

「そんな……ダレットさん、あなただって剣士じゃないですか。そのへんの犯はん罪ざい者しやと一いつ緒しよにされたら迷めい惑わくでしょう？」

（たいして違ちがわねえよ……）

　昨日きのうの夜斬きった憑ひよう魔まの依より代しろ──名も知らぬ中年男の顔を思い出し、ダレットは胸むねの中でつぶやく。安全な上流階級で生まれ育ち、弁べん護ご士しとして法の正せい義ぎを純じゆん真しんに信じる若者に話したところで、この思いは理り解かいしてもらえないだろうが。

「それはともかく──祖じ父いさんの剣を取り戻もどせなかったのは、明らかに俺たちの手落ちだ。だから、こいつは返すぜ」

　ダレットはコートのポケットを探さぐり、マシャフに渡すつもりで持っていた書しよ面めんを取り出した。前まえ金きんとして振ふり出された手て形がたである。

「………」

　マシャフはテーブルに置かれた手形を見つめ、じっと考えていたが、やがて再ふたたびダレットの方に押おしやった。

「なら、これは新しい依い頼らいの前金としてお預あずけします」

「新しい依頼？」

「奪われた〝聖剣〟の行方ゆくえを突き止め、犯人の手から取り返してください！」

　テーブルから半なかば身を乗り出し、真しん剣けんな眼まな差ざしでダレットを見つめながらいう。

「もし犯人の目もく的てきが祖父の剣にあったのなら──今回の殺人は、僕にもいくらかの責せき任にんがあるように思えてならないのです。ダレットさん、協力して頂いただけますか？」

「そこまでいうなら……しょうがねえな。どっちにしろ、アクラブ殺しの捜そう査さは〝教団〟から依頼された仕事でもあるし」

　ダレットは根こん負まけしたようにため息をついた。

「となると、問題はやはり犯行の動どう機き……ツアディーク家の内ない情じようを調べなくっちゃな」

「内情？　というと……犯人は屋や敷しきの人間とお考えなんですか？」

「まだそうと決まったわけじゃねえよ。ただ、アクラブは殺される前、何かに対してひどく怯おびえていたらしいからな。誰だれかに命を狙ねらわれていたって可能性は、充じゆう分ぶんにある」

「すると犯人の目的は政治的暗あん殺さつ、もしくは怨えん恨こんですか……」

　菜さい食しよく主義者なのだろうか。テーブルには肉や魚の料理が次々と運ばれて来るのに、マシャフはサラダと果くだ物ものにしか手をつけようとしない。ボウルから取った生なま野や菜さいを頰ほお張ばりながら何事か思し案あんしているようだったが、ぐっと飲み込んでから口を開いた。

「実は……祖父の剣を取り戻すための交こう渉しように先立って、ツアディーク家の過去に関する記き録ろく、それに彼らの城があるミルトスの街まちで流れる風ふう聞ぶんについても色々と調べたんですが……そのときに、ちょっと気になる噂うわさを聞いたんです」

「噂？」

「十年前の反はん乱らんにまつわる──あ、アクラブの反乱のことはご存じですよね？」

「〝教団〟にいる知り合いから聞いたよ。先代の領りよう主しゆが魔ま王おうの復ふつ活かつを目もく論ろんだとかいう、あの話だろう？」

「ええ。先代領主タヴァスは、自みずからが世界の王となるため幼おさない息むす子こを生いけ贄にえに捧ささげ、魔王ペイモン復活の儀ぎ式しきを計画した──というのが表おも向てむきの記録で、当時は王おう都との新しん聞ぶんでも大々的に報ほう道どうされた事じ件けんなんですがね。ところが、実際にミルトスを訪おとずれ領りよう民みんたちから色々と話を聞いたところ──現地では事ことの真しん相そうとして、いくらか違ちがう話が伝つたえられていたのです」

「どんな話だ？」

「タヴァス自身は傀かい儡らいに過ぎず、魔王を蘇よみがえらせようとした黒くろ幕まくは何と息子の方だった──というのが、その噂の中なか身みです。なぜなら、息子はペイモンの魂たましいを受け継ついで生まれた悪あく魔まの子だったから──」

　口をつけかけたダレットのジョッキが、叩たたきつけるようにテーブルに置かれた。勢いきおいでピールがこぼれ、皿さらの料理に降ふりかかる。

「どうかしましたか？」

「いや、何でもねえ……続けてくれ」

「弟おとうとアクラブの反乱でタヴァスは妻つまを道みち連づれにあえなく自殺しましたが、息子だけは単たん身しん城を脱だつ出しゆつして生き延のびた──実はここから先の展てん開かいには、語り手によって諸しよ説せつがあるんですけどね──外国に亡ぼう命めいしたとも、魔ま族ぞくたちの地ち下か組そ織しきに加わったとも。いずれにせよ話の結けつ末まつとしては、いつの日か魔王として覚かく醒せいしたタヴァスの息子が帰き還かんし、ツアディーク家に復ふく讐しゆうするだろうと──少なくともミルトスの領民はそう信じて、本気で恐おそれているということです。当然、この噂は反乱の当とう事じ者しやであるアクラブ公の耳にも入っていたかと」

「……その息子の名前は？」

　声が震ふるえているのが、自分でもよく判わかる。

「シオン・ツアディーク。もし生きていれば……いまは十七歳さいの若者ですね」




　夕ゆう刻こくから西の空に広がった雨あま雲ぐもがやがて全天を覆おおい、その晩は霧きりのような雨の降る陰いん気きな夜となった。

　人ひと気けの途と絶だえた大通りを、煌こう々こうとランプを灯ともし一台の四よん輪りん馬ば車しやが走っていく。

「『殺さつ人じん鬼き〝ジャコブ〟自殺死体で発見──警けい視し総そう監かんの首、皮かわ一枚でつながる』か……ふふん、赤あか新しん聞ぶんが好き勝かつ手てに書きおるわい」

　客室のソファで新聞に目を通していた壮そう年ねんの男が、苦にが笑わらいを浮うかべてつぶやいた。

　頑がん固こそうな顔に蠟ろうで固めた厳いかめしい口くち髭ひげ。金モールの肩けん章しようで飾かざられた仰ぎよう々ぎようしい詰つめ襟えりの制服は、男が王おう都と警けい視し庁ちようの幹かん部ぶクラスであることを物語っている。

　新聞を膝ひざに置き、ふと思い出したように同どう乗じようする部下に話しかけた。

「ところで──アクラブ公の事件については、その後進しん展てんはあったのかね？」

「申もうし訳わけございません。〝教団〟とも協力しつつ捜そう査さを進めているところですが、何ぶんにも犯人の手がかりが乏とぼしく……」

「ふうむ……まあよい。ともかく陛へい下かの御お誕たん生じよう日びが無ぶ事じに過ぎるまでは、記き者しやどもに嗅かぎつけられるなよ」

「ははっ。畏かしこまりました」

（〝八本腕うでのジャコブ〟が片かたづいたと思ったら、今度はこともあろうに領主殺しか……まったく頭の痛いことだ）

　胸むねのうちでこぼしつつ、再ふたたび紙し面めんに目を戻もどしたとき──。

　突とつ然ぜん、馭ぎよ者しや席せきから馬のいななきと上うわ擦ずった悲ひ鳴めいが上がり、同時に馬車全体が大きく左右に揺ゆれた。

「うわぁーっ!?」

　巨きよ人じんの掌てのひらで弄もてあそばれているかのように客室が回転し、車内のランプの灯ひが消える。

「な、何だ……衝しよう突とつか？」

　狼ろう狽ばいしつつも、何とか部下と二人して手て探さぐりで扉を開き、横よこ倒だおしになった馬車から命からがら這はい出した。

　だが、周しゆう囲いを見回してもぶつかった相手の車しや両りようは影すら見えず、そこにあったのは路上に倒れた二頭の馬と馭者の姿すがただった。驚おどろいたことに、馬と駅者はどちらもすっぱりと首が切せつ断だんされている。雨に濡ぬれた路上に、見る見る黒い血だまりが広がっていった。

「王都の警視総そう監かん、ネゲッド・ローファンだね？」

　突然自分の名前を呼ばれ、ネゲッドはぎょっとしたように顔を上げた。

　すぐそこに、誰だれかが立っている。霧きり雨さめと夜の闇やみのため容よう姿しや服装はつまびらかでないが、その手には人の背せ丈たけほどもありそうな長ちよう大だいな剣けんが握にぎられていた。

「狼ろう籍ぜき者もの──っ!!」

　一足先に気を取り戻もどした部下の警けい官かんが、サーベルを抜ぬいて人影に斬きりかかる姿が見えた。

　王都警察でも随ずい一いちといわれた剣の腕うでを買われ、ネゲッドのボディガード兼けん秘ひ書しよとして身しん辺ぺんに置いている自じ慢まんの部下だ。

　だが──濡れ雑ぞう巾きんを床ゆかに叩たたきつけるような鈍にぶい音が響ひびいたかと思うと、大おお柄がらな部下の身体からだはあっけなく弾はじき飛ばされ、すぐ目の前の路面に仰あお向むけに叩きつけられた。

「おい君きみっ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「な、何のこれしき──あっ？　あひゃあああっ!?」

　気き丈じように起きあがろうとした部下が、次の瞬しゆん間かん金かな切きり声で叫さけび始めた。

　腰こしから下の半身が綺き麗れいに切断されていたのだ。

「あ……あわわ……」

　ネゲッドとて、若い時分は王国軍の猛も者さとして鳴ならした剣士である。生きて動く人間の胴どうを一いつ刀とう両りよう断だんするなど、通常の剣けん技ぎならほとんど不可能であることくらい知っている。

　あり得えないはずの光こう景けいを目まの当たりにして正常な思し考こうは停止し、ただ原げん始し的な恐きよう怖ふ心しんのみが全身を支配していた。

　大たい剣けんを携たずさえた人影が、一歩一歩こちらに近づいてくる。

　尻しり餅もちをついたまま反はん射しや的に後ずさるが、すぐに転てん倒とうした馬車に背中がぶつかり退たい路ろを失うしなった。

　傍かたわらでは上半身だけになった部下が、それでも死にきれず、海え老びのように跳はねながら悲ひ鳴めいを上げ続けている。

　いったい相手は何者なのか。なぜ、自分がここで殺されなければならないのか──。

　何一つ理り解かいできないまま、王おう都と警けい察さつの最さい高こう幹かん部ぶは虚うつろな表情で、己おのれの人生を断たち切きる死しに神がみの刃やいばを最後の瞬間まで見つめていた。




「犠ぎ牲せい者しやは警けい視し総そう監かんの他ほか、部下の警官と馭ぎよ者しやの計三名。ついでに馬が二頭──検けん死しの結果、凶きよう器きは異い様ように刃は渡わたりの長い両手持ちの剣と判はん明めいしたわ。クレイモアとか、グレートソードとか呼よばれているタイプね」

　事じ務む所しよのソファにかけたイビスが、向かい合うダレットにいった。

「しかし……いくら馬ば鹿かでかい剣があったって、並なみたいていの技量じゃ生きてる人間を真まっ二ぷたつにするなんて芸げい当とうはできっこないぜ？」

「その通り。凶器こそ人間の作った剣だけど、これはもう人間業わざとはいえないわね」

「……憑ひよう魔まか」

　ツアディーク邸ていで目もく撃げきした惨さん状じようを思い浮うかべながら、ダレットはつぶやいた。

　もちろん、犯はん行こうに使われた剣と盗ぬすまれたギデオンの〝聖剣〟が同どう一いつであるという保ほ証しようはない。しかしほとんど無差別殺さつ戮りくといってよいその手口と、凶きよう器きとしての「長ちよう大だいな剣」の二点において、二つの事件には奇き妙みように符ふ合ごうするものがある。

「ついでにいえば、夕ゆうべ殺されたのは警視総監だけじゃないわ。八はち番ばん街がいで王国の財ざい務む大だい臣じんが、十四番街でカルパス商しよう工こう組くみ合あいの会長がほとんど同じ手口で斬ざん殺さつされてるの。家族や使用人の巻まき添ぞえも含ふくめると、一晩のうちで実に十二名が殺されたことになるわね」

「警視総監に財務大臣……それに商工会長？　何だか節せつ操そうのない殺し方だな」

　憑魔絡がらみの殺人に見られる一つの特とく徴ちようとして、被ひ害がい者しやの選せん択たくに特定の偏かたよりが存在するという点が挙あげられる。憑魔の依より代しろといっても実体は人間であるため、元々内面に抱かかえていた衝しよう動どうが、憑魔化した後の行動にも強く影えい響きようを及およぼすためだ。たとえば〝八本腕うでのジャコブ〟の場合、被害者には「十代の若い売ばい春しゆん婦ふ」という共通する特徴があった。

「殺された三人に、生せい前ぜんこれといった繫つながりはなかったわ。強しいて共通点を挙げるなら、三人とも重要な地位にある人物だったこと。それと新しん聞ぶんによく名前が出ていたことくらいね」

「新聞？」

「読んでないの？　けっこう勉強家なのかと思ってたけど」

　そういって、イビスが部へ屋やの片かた隅すみに積つみ上げられた古新聞の束たばを見やる。

　彼女の言葉にどことなく皮ひ肉にくな響ひびきがあるのは、そこにあったのが新聞といっても猟りよう奇き犯はん罪ざいや上流階級のゴシップ記き事じを売り物にした、安っぽい大たい衆しゆう向け週しゆう刊かん新聞ばかりだったからであろう。

「……ありゃ半月以上前のヤツだよ。懸けん賞しよう記事のクロスワード・パズルがやりたくて屑くず屋やから貰もらってきたんだ」

「なら、新しいのを持ってきたわ。ご参考までにどうぞ」

　イビスが持じ参さんした昨日きのう付けの朝ちよう刊かん（こちらは上流階級向けの高級紙だったが）を見ると、なるほど同じ第一面に殺された三人を非ひ難なんする見み出だしが並ならんでいる。ただしそれぞれの記事は独立した内容で、特に被害者たちの関係を示しめすような記き述じゆつは見られなかったが。

「警視総監のネゲッド卿きようは〝ジャコブ〟も含めいくつかの凶きよう悪あく事じ件けんを解決できずにいたことで職しよく務む怠たい慢まんの誹そしりを受けていたし……財務大臣は愛人とのスキャンダル、商工会長は政治家への贈ぞう賄わい容よう疑ぎで、特に大衆向け新聞からは格かつ好こうの攻こう撃げき目もく標ひようにされていたわ」

「犯人は新聞の記事を読み、義ぎ憤ふんに駆かられて被害者を狙ねらった……？　まさかな、いくら何でも」

　ダレットはかぶりをふって、

「ただ、憑ひよう魔まの仕し業わざって意見に異い論ろんはないな。ディアボロスや呪じゆ術じゆつ士しなら、わざわざ剣なんか使う必要もないわけだし」

「王国政府の要よう人じんが立て続けに殺されたことで、〝教団〟も事件解決に本ほん腰ごしを入れることになったわ。王おう都とで活動可能な猟りよう魔ま士し全員に動員をかけたから、あなた方もそのつもりでね」

「りょーかい。将しよう軍ぐん殿どの」ダレットはだらけた仕し草ぐさで敬けい礼れいし、

「──ただし、俺たちはあくまで自分の判断で動くぜ。いちいち〝教団おたくら〟の指さし図ずを受ける気はないから、そのつもりでな」

「結けつ構こうよ。依より代しろが判明したら、連れん絡らくだけちょうだいね」

　イビスはうなずき、

「ああ、それとこれ──頼たのまれてた調べもの」

「！　おっ。すまねえな」

　彼女がテーブルの上に置いた封ふう筒とうを取ると、ダレットはさっそく封を切り中の文ぶん面めんに素す早ばやく目を通した。

「……なるほどな」

　それだけいうと、封筒に戻もどしてポケットにねじ込む。

「おかしなものね。探たん偵ていから身み元もと調ちよう査さを頼まれるなんて」

「こっちにも色々と事じ情じようがあってな。とにかく助かった。さすがは〝ハガナー〟の情報力だぜ」

「どういたしまして。──じゃあ、私はこれで失しつ礼れいするわ」

　ソファを立ち、事務所の出口に向かいかけた女が、ふと足を止めて部屋の中を見回した。

「……同どう居きよ人にんが増ふえたのね。部屋の空気が変かわってるわ」

「え？　き、気のせいじゃねーか？」

「あら。それじゃあ、微かすかに魔ま族ぞくの臭においがするのも──私の気のせいかしら？」

「…………」

「心しん配ぱいしなくていいわ。猟魔士としての務つとめを果はたしてさえいてくれれば、あなた方の私し生せい活かつに干かん渉しようするつもりはないから」




「ふぅ……リマルといい、何だってうちに来る女はカンのいいヤツばっかりなんだ？」

　イビスの乗った馬車が去っていくのを窓まどから確たしかめると、ダレットは自分の寝しん室しつのドアに駆かけ寄り軽くノックした。

「おい。出てきていいぞ！」

　ほんの少しドアが開く。つり上がった大きな瞳ひとみがきょろきょろ動いて居い間まの様よう子すを確かく認にんした後、兎うさぎのように寝室から飛び出したシュロが元気良くソファに飛び乗った。

「で……どうだよ。ペイのヤツは見つかったのか？」

「だ～め。ダグたちが手分けして捜さがしてるけど、この界かい隈わいにはいないみたい」

「そうか……」

　ダレットがマシャフと飲んで帰ってきた晩、結局ペイは帰ってこなかった。

　いささか心配になり、たまたま戻もどってきたシュロに頼んで捜して貰もらっているのだが、丸一日経たった現在に至いたるも相あい棒ぼうの行方ゆくえは杳ようとして知れなかった。

　ちなみに、ダグとはシュロがつきあっている浮ふ浪ろう児じグループのリーダーである。

「あいつめ……まさか、ここから出ていくつもりじゃないだろうな……」

「出てくのか、ペイが？」

　シュロが目を丸くして聞き返す。急に不安そうな顔になり、

「ひょっとして……あたいが汚きたないから、イヤがって逃げたのか？」

「いや、あまり関係ないと思うが……」

　最後に事務所を出ていくときの、やけに寂しげなペイの表情が未いまだにダレットの頭から離はなれない。

　果はたして彼の正しよう体たいがミルトス先代領りよう主しゆの息子むすこシオンなのか、そして叔父おじのアクラブを仇かたきとして狙っていたのかどうか、今のダレットには何ともいえない。ただアクラブの死に関かかわることで、少年の中で凍とう結けつしていたシオンとしての時間が再ふたたび動き出したとすれば──それが猟りよう魔ま士しペイとしての終わりに繫つながる可能性は充分にあった。

（どちらにせよ、あいつ自身が選ぶ問題なんだろうが──）

　イビスと話し込んでいるうちに、すっかり時間が過ぎてしまったらしい。ふと窓の外を見やると、西に傾かたむきかけた落らく日じつが町まち並なみを茜あかね色いろに染そめ上げていた。

　古いにしえの時代、この時刻は逢おう魔まが時ときとも呼ばれ、人々は魔ま物ものと出で逢あうことを恐おそれて外がい出しゆつを控ひかえたものだ。かつての魔族たちの姿すがたは既すでになく、代かわって人でありながら身も心も憑ひよう魔まに委ゆだねた〝依より代しろ〟が、血に飢うえた凶きよう刃じんを携たずさえ蠢うごめき出す暗黒の夜が幕まくを開けようとしている。

「とにかく……あいつにはもう一度会って、確たしかめなきゃならんことがある。シュロ、すまないが、日が暮くれる前にもうひとっ走り行ってきてくれないか？」

「ウン、判わかった……ダレットは？」

「俺は〝猫ねこ目め石いし〟に行ってる……これから人に会う約やく束そくがあるんでな」




「今夜は、僕が奢おごらせてもらいますよ」

　既に三杯目のビールを空あけようとしていたダレットの向かいに座すわり、マシャフは軽く手を挙あげて店の娘むすめに合あい図ずを送った。

　ちらりと目を上げると、青年はいつものように白いロングコートをまとい、足あし下もとには大きな革かわ製せいの鞄かばんを置いている。

（仕事でもないのに持ち歩いてるのか……ご苦労なこった）

　そんなことを思いながら、ダレットはつまみの干ほし肉にくを口に放ほうり込んだ。

「通り魔を恐れて、要よう人じんはもちろん一いつ般ぱん市民まで外出を控ひかえているようですね。ここに来るのにも、辻つじ馬ば車しやを捕つかまえるのに苦労しました」

「ああ。〝八本腕うでのジャコブ〟は売ばい春しゆん婦ふだけを狙ねらったが、今度のヤツはそれこそ誰だれが被ひ害がい者しやになるか判らねえからな」

「やはり、同どう一いつ犯はんだとお考えですか？　アクラブ殺しの犯人と」

「間ま違ちがいないな。単にでかい剣ってだけなら他ほかにいくらでもあるが、人間を一いつ刀とうのもとに胴どう切ぎりにできるだけの業わざ物ものとなると──ギデオンの鍛きたえた剣以外に考えられねえ」

「お気づきですか？　殺された三人は、いずれもこの街まちの要人──しかも地位に相応ふさわしい責せき任にんを果はたしているとは言い難がたい人たちでした」

「らしいな。で、それがどうかしたかい？」

　葡ぶ萄どうのジュースと生なま野や菜さいのサラダを注ちゆう文もんしたあと、マシャフは眼鏡めがねを外はずし、店内の暖だん気きに曇くもったレンズをハンカチで拭ぬぐった。

「いえ、どうってこともないですが──できれば犯人が、この調子で悪い奴やつだけ殺してくれないものかと思いましてね」

「……意外だな。あんたの口からそんな言葉を聞くとは」

「だって、そうでしょう？　どうせ殺されるのなら、罪つみもない女子供よりは悪あく党とうどもの方がよっぽど後あと味あじがいい──あなたはそう思いませんか？」

「…………」

　涼すずしい顔でいう青年の顔を、ダレットはやや苦にがい表情で見つめていたが、やがて目を逸そらし話わ題だいを変えた。

「しかし……あんたも奇き特とくな男だな。じいさんの遺ゆい言ごんとはいえ、大たい枚まいはたいて剣を取り返したところであんた自身には何の得とくもない。それどころか、一歩間違えば弁べん護ご士しの職だって失うしなうかもしれないんだぜ？」

「弁護士だからこそ……ですよ」

　レンズが綺き麗れいになったことを慎しん重ちように確たしかめ、マシャフは眼鏡をかけ直した。

「子供の頃ころから病びよう弱じやくだった僕は、剣士ではなく法ほう曹そうとして生きる道を選び、十五の年に難なん関かんといわれる司し法ほう協きよう会かいの試し験けんをパスしました。検けん事じや判はん事じでなく弁護士を選んだのは、人を裁さばくのではなく、救すくいたいと思ったからです……そう、法の力で人が救えると──正せい義ぎが実現できると本気で信じていたのですよ。十五歳さいの僕は」

　口くち許もとに自じ嘲ちようめいた笑いを浮うかべ、

「そんな甘あまっちょろい幻げん想そうが破やぶれるのに、大した時間は必要ありませんでした。協会の委い託たくで初めて弁護した相手は、罪つみもない親子三人を殺した強ごう盗とう殺さつ人じん犯はん──証しよう拠こ不ふ十じゆう分ぶんで釈しやく放ほうされた後で、さらに五人を殺して斬ざん首しゆになりました。

　麻ま薬やくを売りさばくギャング団のボスや、賄わい賂ろで私し腹ふくを肥こやす政治家を弁護させられたこともあります──もちろん中には心から弁護してあげたい人、救ってあげたい人たちもいましたよ？　しかし、弁護士ができることなんか、たかがしれている。たとえ裁さい判ばんを勝しよう訴そに導みちびいたところで、後に残るものは私し欲よくをぶつけ合った人間の醜みにくい姿すがたと新たな不ふ和わの種たね──彼らの魂たましいまで救えるわけじゃなかったんです」

「──解わかるぜ」

　それだけいうと、ダレットはジョッキのビールを飲み干ほした。

　二日前の晩、ハシューブ街がいで助けた街がい娼しようの少女。自分たちは彼女の命を救ったが、不ふ幸こうを背せ負おった彼女の人生まで救ってはやれなかった。

「そんなとき僕の心を支ささえてくれたのが、幼おさない頃に母から聞かされた勇ゆう者しやラズロウの伝でん説せつでした」

（……！）

「口先だけでない、真の力を伴ともなった正義。神の声を聞き、一ひと振ふりの聖せい剣けんで世界を救きゆう済さいした勇者──僕の憧あこがれであり、理り想そうでした。結局、祖そ父ふの名めい誉よは口こう実じつにすぎなかった。どうでもよかったんです。本ほん音ねをいえば、僕は──」

　卓たく上じように置かれたランプの灯ひを反はん射しやし、眼鏡のレンズがギラリと光を放はなった。

「たとえ偽にせ物ものであっても……聖剣を、勇者の遺い産さんを……薄うす汚ぎたない大人たちに汚けがされたくなかった！」

　妙みようなところでラズロウの名を引き合いに出され、ダレットはますます複ふく雑ざつな気分になった。

「気持ちは解るが──やっぱり、この件からは手を引いた方がよくはないか？　〝聖剣〟はもう、あんたの手の届とどかない場所にいっちまったんだ。世の中の役に立ちたいってんなら、今まで通り弁護士として……」

「いえ、今さら手を引くわけにはいきませんよ。既すでにあなた方に依い頼らいすることで、法ほう曹そうとしての職しよく務むを裏うら切ぎってしまったのですから……もう後あと戻もどりはできません」

「………」

「そういえば、彼──お仲間のペイ君くんはどうされました？　昨日きのうから姿を見ないようですが」

「どこかに雲くも隠がくれしちまってな。まあ、元々何を考えてるか判わからないヤツだから」

「こういっては何ですが……端はたから見ていると、お二人の関係はちょっとよく判らないところがありますね。単なる仕事仲間という風ふうでもないですし……あの少年は、あなたにとって何なのですか？」

「いや、何なのかって聞かれても……」

　この場で話すようなことでもない──とはいえ、隠す理由も思いつかなかった。

　ダレットは自分を指さし、

「実は、つい三年くらい前まで療りよう養よう院いんに入っててな。詳くわしい病びよう名めいはいえねえが、とにかく廃はい人じんみたいな有あり様さまだったそうだ」

「ええっ？　でも、そんな風には全然……」

「本当ならそこで一生飼かい殺しになっているところを、ある日あの小こ僧ぞうが面会に来て──どういう手て管くだを使ったか知らんが、身み元もと引ひき受うけ人にんになって俺を外に連つれだしてくれたのさ」

「……あの、ペイ君が？」

「病気じたいはすっかり治なおっていたが、当時は記き憶おくもほとんど無なくし、世せ間けんのことなんぞちっとも判らねえ。そこを手取り足取り、あいつがリハビリに協力してくれて、三年がかりでここまで快かい復ふくしたと──ま、そういうわけだ」

　とりあえず当たり障さわりのない範はん囲い内で、ペイと出で逢あった経けい緯いを語って聞かせる。

「しかし……いささか危険ではないですか？　赤の他人を──しかも正しよう体たいも分わからない少年を無条件で信しん頼らいし、ご自分の人生を委ゆだねてしまわれるなんて」

「信頼──というのもちょっと違ちがうなぁ。元々、あいつが来てくれなきゃないも同然の人生だったわけだから──仮かりにあいつに裏うら切ぎられたとしても、俺はそれについて腹を立てたり憎にくんだりする気になれないってことだな」

「……ダレットさん。あなたはいい人だ」

　突とつ然ぜんマシャフが立ち上がったかと思うと、両手でダレットの手を握にぎりしめて来た。

「お、おい？」

「ありがとうございます！　僕は、あなたに会えて本当によかった！」

　酔よっているのかと思ったが、そうではない。そもそも彼は一いつ滴てきの酒も飲んでいないのだから。

（何なんだよ、こいつは……？）

　周しゆう囲いの客が怪け訝げんそうに見るのも構かまわず、マシャフは感かん極きわまったようにダレットの手を握りしめ、しきりに「ありがとう、ありがとう」と繰り返している。もしテーブルがなければ抱だきついてキスでもしかねない勢いきおいだ。

　店の入り口から薄うす汚ぎたない古ふる着ぎをまとった少年が現れ、主人に二ふた言こと三み言こと話しかけてから客席の方に歩き出した。ダレットの顔を見て小走りに近づいてきたが、ひしと手を握り合った男同士を見て一いつ瞬しゆん気まずそうに立ちすくむ。

「え～っと……探たん偵ていさん？」

　ダレットも面めん識しきのある浮ふ浪ろう児じたちのリーダー、ダグだった。

「シュロからの伝でん言ごん持ってきたけど……お邪じや魔まなら、後にしようか？」

「い、いや……ごほん。聞かせてくれ」

　ダレットは半なかば強ごう引いんにマシャフの手をはね除のけ、咳せき払ばらいするとダグに向き直った。

「捜さがし人びとが見つかったぜ。十じゆう番ばん街がいで辻つじ馬ば車しやに乗って──まっすぐハシューブ街の方に向かったってよ。いまシュロが追っかけてるぜ」

「ハシューブ街か……よし。ご苦労さん」

　ダグには礼れい金きんを払はらい、仲間の浮浪児たちを全員カルパスブリッジのねぐらに引き上げさせるように指し示じを下くだす。

「行くぜ、マシャフ」

　ペイの目もく的てき地ちは既すでに見けん当とうがついていた。




　夜のハシューブ街に人ひと影かげはなく、ただツアディーク邸ていの敷しき地ちを囲かこむ高い壁かべだけが、世界を隔へだてる長ちよう城じようのごとく視し界かいの端まで蜿えん蜒えんと延のびていた。

　事じ態たいが急を要するので、いちいち事じ前ぜんに訪ほう問もんの約やく束そくをとりつけている暇ひまはない。したがって三日前に潜せん入にゆうしたときと同様、通つう用よう門もんから忍しのび込むことにした。

「おい、止まれ！　誰だれか出てくるぞ」

　屋や敷しきを囲む煉れん瓦が塀べいに身を伏ふせ、ダレットは後うしろに続くマシャフと、そして途と中ちゆうで合ごう流りゆうしたシュロに小声で注意を促うながした。

　これから侵しん入にゆうしようとした、まさにそのとき、通用門が開いて屋敷の中から小こ柄がらな人ひと影かげが姿を現したのだ。

「ペイさん……？」

「いや、違ちがうようだ」

　フード付きローブをまとったその人物は、どうやら女性らしい。ガス灯とうの淡あわい光が、フードに隠かくされた清せい楚そな横顔をほんの一いつ瞬しゆんだけ照てらし出した。

「あれは……ヨナ？」

「殺された領りよう主しゆのご令れい嬢じようですか？　どこに行くつもりでしょう……こんな時間に、しかもたった一人で」

「さあな。とにかく今は、ペイのことが先決だ。あいつは、馬車から降おりたあと間ま違ちがいなくこの屋敷に入ったんだな？」

「ウン。あたい、こっから見てたもん」

「よし……それじゃ、行こうか」




　ペイと共ともに忍び込んだ晩と異ことなり、今回は呪じゆ術じゆつで姿を消すという芸げい当とうはできない。

　夜よ目めの利きくシュロを先せん行こうさせ、ダレットとマシャフは庭にわ木きの陰かげに隠れながら慎しん重ちように屋敷の中を移動していった。

　ふいに足を止めたシュロが、ダレットを手て招まねきする。行ってみると、屋敷の番犬が背中を丸めて倒たおれていた。

「死んでる……？」

「いや、眠ねむらされてるだけだ──ペイの仕し業わざだな」

「では、やはりこの屋敷に……しかし同じ邸内にいるといっても、この広さでは捜さがすのに骨が折おれそうですね」

「心配ない。強い味み方かたがいるぜ──頼たのむぞシュロ！」

「オッケー」

　ダレットが合あい図ずするや、少女は突とつ然ぜんその場に身を伏ふせ、クンクンと犬のように辺あたりの地面を嗅かぎ回り始めた。

「いったい、何を……？」

「こいつさ」

　コートのポケットからハンカチにくるんだ小さな塊かたまりを取り出し、マシャフに突きつけた。

「石せつ鹼けん？」ちょっと匂においを嗅ぎ、

「……おや、こいつは王おう室しつ御ご用よう達たしの最高級品ですね」

「あいつはこれしか使わねえんだよ。ったく贅ぜい沢たくな趣しゆ味みしやがって……稼かせいだそばから金が消えていくわけだぜ」

　口では面おも白しろくなさそうにいうダレットだが、おかげで行き先を知る手がかりを得えられたのだから、相あい棒ぼうの浪ろう費ひ癖へきもまんざら捨すてたものではない。

　獣けもの並なみの嗅きゆう覚かくによって初めて感かん知ちし得る、ほんの微かすかな残り香が──ペイの残した痕こん跡せきを追って、獣じゆう人じん族ぞくの血を引く少女は小こ鼻ばなをひくつかせながら移動を開始した。

「こっちか……」

「あの、さっきから気になってたんですが……まさかあの女の子は」

「魔ま族ぞくの末まつ裔えいだよ。つーても、昨日きのうの連中とは無関係だから安心しな」

　マシャフの方に振り向きもせず答える。

「人間とディアボロスの違ちがいなんてな、おたくらが考えている以上に小さなものなのさ。髪かみや瞳ひとみの色と同じでな」




　シュロの嗅覚を信じる限り──ペイは通用門のそばで番犬を眠らせた後、館やかたを避さけて南側の庭てい園えんに向かったらしい。

　ただでさえ広大な庭園の屋や敷しき森もりは、夜中とあっていっそう暗く深い静せい寂じやくに包つつまれていた。

　ここが百万の人口を擁ようする王おう都とのど真ん中とは思えないほどだ。

「うにょっ!?」

　一いつ心しんにペイの臭においを追っていたシュロが、だしぬけに奇き妙みような叫さけびを上げて立ち上がった。

「おい、どうした？」

「くっさ～、キモチわるぅ」

　両手で鼻を押おさえ、しきりに悪あく態たいをついている。

「？？？」ダレットたちには何のことか判わからない。

　戸と惑まどいながら周しゆう囲いを見回すと、木々の向こうで揺ゆれる炎ほのおが目に入った。

　近づいてみると、そこでは煌こう々こうと篝かがり火びが焚たかれ、森の一いつ軒けん家やのような離はなれを明るく照てらし出している。

（あれは、確たしか……）

　そこまで来たとき、今まで嗅いだことのない変かわった臭いがダレットの鼻をついた。

　先せん刻こく、シュロを嫌いやがらせた臭いはこれらしい。

「うん？　こいつは……何かのお香こうみたいだな」

「ダレットさん、この建たて物ものは何でしょうね？」

「昨日来たときにも通りかかったな。何でも、アクラブの遺い体たいを葬そう式しきまで安あん置ちしてあるとか……」

　そういいながら入り口の方に回ると、そこに二人の番兵が倒れていた。

　二人とも槍やりを抱かかえたまま横たわり、だらしなく鼾いびきをかいている。先刻の番犬と同じく、ペイの呪じゆ術じゆつによって眠らされているのであろう。

「間ま違ちがいねえ。あいつはこの建物に入ったんだ」

「解げせませんね……アクラブ公の亡骸なきがらに、いったい何の用があるというのでしょう？」

「もうすぐ判るだろ。本人の口からな」

　離れの玄げん関かんにはシュロを見張りに立たせ、ダレットはマシャフを連つれ建物の内部に踏ふみ込んだ。

　荒く石を積つんだ内部の造つくりは、どことなく古こ代だいの陵りよう墓ぼを思わせる。最さい奥おうの玄げん室しつを目め指ざして廊ろう下かを進むに従したがい、例の奇き妙みような香かおりはますます強まっていった。




　ダレットたちが離れに踏み込む、その数分前のこと──。

　ようやく儀ぎ式しきの準じゆん備びを調ととのえたペイは、大きく息を吐はいて石いし床ゆかから立ち上がった。

　元々仮かりの墓ぼ所しよとして建たてられた玄室はそれほど広くない。内部の造りもいたって簡かん素そで、部へ屋やの奥に遺い体たいを収おさめた棺ひつぎが安置されている他ほかは、四よ隅すみに燭しよく台だいが置かれているだけの単純な間ま取どりである。

　室内にはペイ自身が持ち込んだ香こう炉ろから立ちのぼる紫し煙えんが広がり、蠟ろう燭そくの炎ほのおが薄うす闇やみの中に佇たたずむ少年の姿すがたを、あたかもこの世のものではないかのように妖あやしく照てらし出していた。

　既すでに蓋ふたを取り去られた棺の中に、つい三日前に何者かによって斬ざん殺さつされたこの屋や敷しきの主あるじ、アクラブ・ツアディークの遺体が横たわっている。

　死しに化げ粧しよう師しによって防ぼう腐ふ処しよ置ちが施ほどこされているのだろう。遺体からほとんど腐ふ臭しゆうは臭わず、せいぜい顔を近づければ薬やく品ひんの刺し激げき臭しゆうが鼻をつく程度だ。縫ほう合ごうされた首の部分は死に装しよう束ぞくの襟えりで巧たくみに隠かくされ、あの無む惨ざんな最さい期ごが噓うそのように思える穏おだやかな死に顔である。

　棺のすぐ脇わきにひざまずくと、ペイは死体の顔の真ま上うえに両手をかざし、もう一度呼こ吸きゆうを調えてから儀式の最終段階にあたる呪じゆ文もんの詠えい唱しように入った。

　純じゆん血けつディアボロスの死体の中で結けつ晶しよう化かした呪じゆ石せきから呪じゆ力りよくを抽ちゆう出しゆつし、人間の意い志しに応じて操あやつる特とく殊しゆ技ぎ術じゆつを、旧きゆう来らいのまじないや占せん術じゆつと区別して〝外げ道どう呪じゆ〟と呼よぶ。その中でも外道中の外道とされ、同じ呪じゆ術じゆつ士しにすら忌いみ嫌きらわれている術じゆつ体たい系けいがあった。

　死し霊りよう秘ひ法ほう──死者の肉体に仮かり初そめの魂たましいを吹ふき込み、あるいは死霊兵ゾンビとして使し役えきし、あるいは生せい前ぜん通りの人格と記き憶おくを持つ〝生ける死者リヴエナンツ〟として言葉を交かわす禁きん断だんの秘ひ術じゆつ。

　もちろん単なる操あやつり人形として蘇よみがえらせる場合に比くらべ、故こ人じんの人格も含ふくめて復ふつ活かつさせる方が、術の難なん易い度どが高くなることはいうまでもない。

　通常、外道呪の行こう使しにあたっては儀式も呪文も一いつ切さい使用せず、呪術士の意志をいかに迅じん速そくかつ確実に具ぐ現げん化かさせるかが重じゆう視しされるが、〝生ける死者リヴエナンツ〟を召しよう還かんするほどの高度な呪術となるとそうはいかない。今回も、儀式に欠かせぬ小道具──死体の脳のう細さい胞ぼうを一時的に活かつ性せい化かさせるルアフの香こう木ぼくを手に入れるのに手て間ま取どり、結局まる一日を無む駄だにしてしまった。

　だが、その苦労が報むくわれるときは近い。

　少年の左手にはめられた指ゆび輪わ──その台座で輝かがやく魔ま王おう石せきの内部に焰ほむらのごとき光が揺ゆれ、同時に死体の顔に驚おどろくべき変化が現れ始めた。

　死しに化げ粧しようの白おし粉ろいを厚あつく塗ぬった死者の瞼まぶたがぴくりと動き、微かすかに開いた唇くちびるから奇き怪かいな呼吸音が漏もれ始めたのだ。

『ゥオォォォ……ムオォォ……ムウゥゥンン……』

「アクラブ！」ペイは声を上げ、故人の名を呼びかけた。

「伯はく爵しやくアクラブ・ツアディーク！　ミルトスの領りよう主しゆアクラブ！」

　やがてゆっくりと瞼が上がり、どろんとした死人の目が開かれた。

『サ、サ……ムイ……サムイ……ココ……ハ……ドコ……ダ』

　ひどく聞き取り辛づらいが、確たしかに人語を喋しやべっている。

　思し考こうと記き憶おくを司つかさどる頭とう部ぶに大量の呪じゆ力りよくを吹ふき込むことで、一時的に生せい前ぜんの意い識しきを再さい現げんすることに成功したのだ。もっとも、それを生前のアクラブと同どう一いつの「存在」とみなして良いのか、ペイ自身にもよく判わからなかったが。

　無む理りに死体を蘇そ生せいさせなくとも、たとえば殺された現場を訪おとずれ残ざん留りゆう思し念ねんを読みとるという手しゆ段だんもあった。しかし、いまわの際きわの混こん乱らんした思念から読みとれる情じよう報ほうはあまりに少ない。たった一度のチャンスで確実に答えを得るためには、やはり死し霊りよう秘ひ法ほうに頼たよるより他ほかに手段はなかったのだ。

（このままじゃ、話し辛いな……）

　ペイは持じ参さんのナイフを取り上げると、ためらうことなく縫ほう合ごうの糸を切せつ断だんし、アクラブの首を切り離はなした。どうせ死体は痛みなど感じないし、蘇そ生せいしている時間は保もって数分間にすぎないのだから。

　棺ひつぎから取り出した首を両手で支ささえ、顔がよく見えるように蠟ろう燭そくの炎ほのおにかざす。

〈ココハ……ココハドコダ……ワシハ、イキテイルノカ？〉

　喉のどに空気が通かよわないので声は出ないが、唇の動きを読めば言っていることはだいたい判る。だいぶ術が効いてきたのか、アクラブは懸けん命めいになって死ぬ間ま際ぎわの出で来き事ごとを思い出そうとしているようだ。

「あんたはもう死んでるよ。寝しん室しつに押おし入った賊ぞくに、すっぱり首を刎はねられてね」

〈……！〉

　死体の頰ほおが、見た目に判るほど引きつった。

　断だん頭とう台だいで首を刎ねられた罪ざい人にんは、完全に息いき絶たえるまでの一分間は意い識しきもあり、話しかければ反はん応のうさえ示しめすという。そのとき生なま首くびとなった人間が感じるであろう恐きよう怖ふと苦く痛つうがどれほどのものか、余よ人じんには想像すべくもない。

　だが、アクラブの首を凝ぎよう視しする少年の表情には、一いつ片ぺんの憐れん憫びんすら窺うかがえなかった。

「いっとくけど、下げ手しゆ人にんはぼくじゃあないからね。ぼくがこの手であんたを殺せたら、どんなにか素す敵てきだったろうけど」

〈オマエハ……ダレダ？〉

「冷たいなぁ、叔父おじさん。ぼくの顔を忘れるなんて」

　ペイの薄うす桃もも色いろの唇に妖あやしい微び笑しようが浮うかんだ。

　素す早ばやくシャツのボタンを外はずし、生首の前で己おのれの胸むねを露あらわにする。

　色いろ白じろの肌はだの上に、海星ひとでのような醜みにくい痣あざがくっきりと浮かんでいた。

「お久ひさしぶり。タヴァスの息むす子こが還かえって来たよ──あんたに会うためにね」

〈ア……アァア……ウアァアアァア〉

　アクラブの両りよう眼めがかっと見開かれ、明めい確かくな恐怖の感情を露わにした。

　その場から逃のがれようとするかのように必ひつ死しで眼がん球きゆうを動かすが──逃にげだそうにも身体からだはなく、悲ひ鳴めいを上げようにも声すら出ない。

「怖こわがることないよ。叔父さんはもう死んだんだ──復ふく讐しゆうしたくともできやしないさ」

〈ユ……ユルセ、シオン……ワシハ……ワシハ〉

「弁べん解かいはいいよ。それより、あんたに聞きたいことがある」

〈……？〉

「十年前のことだよ。父とうさんを陥おとしいれるため、あんたに入いれ知ぢ恵えしたのは誰だれだい？」

〈ナンノ……コトダ〉

「とぼけるなよ。そもそも小しよう心しん者もののあんたが、自分の意い志しで反はん乱らんなんか起こせるわけがない。普ふ通つうなら領りよう主しゆ殺しは死し罪ざいだもの。誰かが王おう宮きゆうやラズロウ教団に渡りをつけ、あらかじめ反乱罪ざいを免まぬがれる言げん質ちを与あたえていた──だからこそ、安心して兵を動かしたんだろ？」

〈……シラヌ〉

「何をためらってるの？　今さら義ぎ理り立てなんて無意味だよ。あんたは死人なんだから」

〈………〉

　アクラブは瞼まぶたを閉じ、元の死体に戻もどったかのように黙だまり込んだ。

「叔父さん……？」

　ペイの顔に初めて焦あせりの色が浮かんだ。この状じよう態たいでアクラブの首と会話できるのは、せいぜいあと二分足たらず──このまま叔父が回かい答とうを拒こばみ続ければ、真の仇かたきの名を知る機会は永えい遠えんに失うしなわれる。

（仕し方かたないな。この手だけは、使いたくなかったけど……）

「──ならいいさ。これから館やかたに行って、あんたの娘むすめに聞いてくるよ」

〈!?　マ、マテ……アノコハ、ナニモシラン！〉

　生なま首くびが慌あわてて口を開く。

「父一人、娘一人の家族だろ？　何か手がかりくらい知ってるかもしれないじゃないか」

　口の端を歪ゆがめ、努つとめて冷れい酷こくそうな表情を作りつつ脅おどし文もん句くを続ける。

「それに、あんたと違ちがって彼女はまだ生きてる──尋じん問もんしようと思えば、方法はいくらでもあるさ」

〈コノ、アクマ！　キサマハ……ヤッパリ……〉

「そうだよ、ぼくは悪あく魔まの子──魔ま王おうペイモンの転てん生せい者しやさ。この身体からだの中には、復ふつ活かつの日を夢ゆめ見みる魔王の魂たましいが眠ねむっている。さあ、憎にくめよ。好きなだけ罵ののしれよ──僕のことが恐こわかったから、父さんと母かあさんに濡ぬれ衣ぎぬを着きせて自殺に追い込んだんだろ!?」

　端たん整せいなペイの顔がふいに怒いかりで歪み──次の瞬しゆん間かんには、自分でも抑おさえきれない激げき情じようから手にした生首を振ふり上げ、石の床ゆかに叩たたきつけていた。

「これだけは憶おぼえてろよ!!　いつか、ぼくが魔王として目め覚ざめる日が来たら──そのときはあんたの魂を呼よび戻もどして、必かならず永遠の劫ごう火かの中に投げ込んでやるからなっ!!」

〈……ヒィイイイ!?〉

　魂の地じ獄ごく堕おちを宣せん告こくするその言葉は、既すでに死を迎むかえたアクラブに対し最大級の恐きよう怖ふを与あたえ得うるものだったのだろう。

〈ヤメテクレ！　ワシハ──ワシハタダ、カレラノイウトオリニ──〉

「彼らって誰だ!?　いえっ！」

　男の生首はうわごとのように二言三言口走り──それを最後に、今度こそ本物の屍しかばねに戻って永遠の沈ちん黙もくに身を委ゆだねた。

「やめろーっ!!」

　狭せまい玄げん室しつの壁かべに若い男の声が響ひびき渡った。

　ペイが立ち上がって振り返ると、そこには怒りに肩を震ふるわせたマシャフと、渋しぶい表情でこちらを見やるダレットの姿すがたがあった。
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「ダレット？　それに弁べん護ご士しセンセイまで……」

　驚おどろいたようにつぶやくペイだが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。

「ふうん、そういうことか。情けないなぁ、いい大人が揃そろって盗ぬすみ聞ぎきなんて！」

　少年の美しい顔に、悪びれたり狼ろう狽ばいしたりする気け配はいは微み塵じんも感じられない。

（気をつけてください、ダレットさん。彼は危険だ）

　マシャフが小声でダレットに耳打ちした。

「十年前の反はん乱らんのとき、先代領りよう主しゆの息むす子こが生き延のびたという噂うわさは聞いていたけど……まさかペイ君くん、君きみがそうだったとはね」

　残ざん念ねんそうにいいながら、一歩前に進み出る。

　コートの懐ふところから取り出した武ぶ器きを、少年に向けて突つきつけた。

「何それ？　ああ、拳けん銃じゆうってやつか……そんな玩おも具ちやでぼくを殺そうっての？」

　銃の威い力りよくを知らないのか、それとも何か勝しよう算さんがあるのか──ペイは動じることなくマシャフに向き直る。

「僕ぼくは自分が恥はずかしいよ……知らなかったこととはいえ、復ふく讐しゆうに狂くるった君をわざわざ仇かたきの元へ案内する役目を演じていただなんて！」

「落おち着つけよマシャフ。今の話を聞いてたろう？　アクラブを殺したのはペイじゃない」

「しかし、死者をさんざん辱はずかしめたうえ、娘むすめのヨナさんまで危険に晒さらすようなことを平然といってたじゃありませんか！　とても人間のできることじゃない！」

「あれはブラフだってば。弁べん護ご士しなら、法ほう廷ていでよくやってることでしょ？」

　ペイはうんざりしたように肩をすくめ、

「──ま、信じてくれとはいわないけどさ」

「ともかく、禁きん断だんの死し霊りよう秘ひ法ほうを実じつ施ししただけでも立りつ派ぱな犯はん罪ざいだ。残ざん念ねんだけど、僕は君を王国の法廷に告こく発はつしなければならない！」

「……もうそのへんにしとけ、マシャフ」

「なぜです!?　ダレットさん、あなたまだこの少年を──え？」

　振ふり返ったマシャフが、信じられないものを見るように瞬まばたきした。

　ダレットはいつのまにか魔ま骨こつ刀とうを抜ぬき、その切きっ先さきをまっすぐマシャフの顔に向けていたのだ。

「ダレット……さん？」

「あんたのこと、色々と調べさせてもらったよ」

「………」

「王おう都と司し法ほう協きよう会かい公こう認にん弁護士、マシャフ・カツァル──これは間ま違ちがいなかった。問題は、あんたが剣けん匠しようギデオンの孫まごでも何でもないって事実だな」

「〝教団〟に調べさせましたか……なるほど」

　ばつの悪そうな苦にが笑わらいを浮うかべつつ、マシャフは拳銃を懐に収おさめた。

「我われながら、いいシナリオだと思っていたのですが──どうやら、彼らの情じよう報ほう能力を少々見くびっていたようですね」

　今までにこの青年が見せた様さま々ざまな表情のうち、いったいどこまでが演えん技ぎで、どこまでが真実だったのかはダレットにも判わからない。はっきりしているのは、彼が自分の行こう為いに対して一いつ片ぺんの罪つみの意い識しきをも抱いだいていないということだ。

　全すべては己おのれの信じる「正せい義ぎ」のために──だからこそ平気で人も騙だませるし、法を犯おかすことに何のためらいもない。

　純じゆん粋すいであることは、必かならずしも正しよう直じきであることと同じではないのだ。

「そいつはね、たぶん最初から知ってたんだよ。ぼくらのことを」

　アクラブの首を拾ひろい上げ、棺かん桶おけの中に戻もどしながらペイがいう。

「〝聖剣〟を持ったアクラブが王都に来ると知れば、ぼくはアクラブに対して何らかの行動に出るし、ダレットは聖剣に興きよう味みを抱く──それが判ってて、わざわざギデオンの剣なんて作り話をこしらえぼくらの所に持ち込んだ──」

「おっと、剣匠ギデオンの話は事実ですよ？　そこまで捏ねつ造ぞうしたら、それこそただのペテンになっちまいますからねぇ」

　マシャフは得とく意いげに人差し指を立て、

「弁べん護ご士しとして最初の実じつ務むについた頃、よく先せん輩ぱいにいわれたものです。もっとも効こう果か的てきに相手を騙す方法は、真実の中に一片の噓うそを混まぜ込むことだと」

「……目もく的てきは何だ？」

　久ひさしく忘れていた感情──怒いかりに任まかせて人を斬きりたいという暗い衝しよう動どうを抑えつつ、ダレットが問う。

「簡かん単たんなことです。あなた方に、ご自分の本ほん来らいの役割を思い出して頂いただきたかった」

「本来の役割……？」

　これには、ペイも不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「だってそうでしょう？　ダレットさん。あなたの正しよう体たいはかの勇ゆう者しやラズロウ──そしてペイ君は魔ま王おうペイモンの転てん生せい者しや。本来のお二人は敵てき同士、善ぜんと悪あく、光と闇やみの相あい容いれない存在だったはず──それを何が哀かなしくて、あんな安アパートに暮くらして仲なか良よく猟りよう魔ま士しなんかやってるんですか？」

「安アパートはないだろ？　さんざ苦労して見つけた物ぶつ件けんなのに」

　何やら見けん当とう違ちがいの事こと柄がらに腹を立て、ペイが口を尖とがらせる。

「憑ひよう魔ま退たい治じだなんていってるが──要するに、あなた方はご自分の運うん命めいから逃にげだしたかった。宿しゆく命めいの重みに耐たえかね、宿命じたいが存在しないかのように振ふる舞まっていた──そうではないですか？」

「自分自身の運うん命めいにどうやって向き合おうと、俺おれたちの勝かつ手てだろうが。てめえに口出しされるいわれはねえ！」

「ならお聞きしますが──もしもあの晩、ペイ君がアクラブを殺そうとしていたら、あなたはそれを黙だまって見過ごしましたか？」

「………」

「できやしないでしょ。あなたはそういう人です──たとえ相手が悪あく人にんと知っていても見殺しにはできない、生せい来らいのお人ひと好よしだ。そんなあなたに罪つみもない人々を殺し続ける運命を課かしたのですから……誠まことに惨むごいものです。魔王の呪のろいというものは」

「けっ……喋しやべりすぎだよ、てめえは」

「まあペイ君がシオンとしての復ふく讐しゆう心しんに身を委ゆだね、レプリカとはいえ〝聖剣〟を手にしたダレットさんが本来の勇者に立ち返ってくれれば、僕の計画も大成功だったのですが──まさか、こんな結けつ末まつになるとは思いませんでしたよ」

「ってことは、アクラブ殺しの事じ件けんはあんたにとっても予よ想そう外がいだったわけか。所しよ詮せんは神ならぬ身の浅あさはかさ──とんだ茶ちや番ばん劇げきに終わったもんだね」

　ペイが嘲あざけるように笑い、

「そういや昨日きのうの午後、ダレットもこの屋や敷しきに来てたよね？」

「ああ。イビスから捜そう査さの依い頼らいを受けてな」

「で、首しゆ尾びはどうだったの。犯はん人にんの目め星ぼしくらいついた？」

「何ともいえねえな。事件が起きた夜、三階に娘むすめのヨナと使用人がいたってことまでは判わかってるんだが──」

「使用人？」

「オレヴとかいう名だったな。廊ろう下かの蠟ろう燭そくを交こう換かんしていたそうだ」

「なら、話は簡かん単たんだ。そのオレヴが犯人さ」

　こともなげにいうペイの言葉に、ダレットとマシャフは驚おどろいて少年の顔を見つめた。

「だってあの晩、ぼくはヨナには会ったけど、オレヴなんてヤツの姿すがたは見てない。そいつは噓うそをついてるよ」

「娘に会った……？」

「姿を消したぼくは三階の階かい段だんを昇のぼり、廊下を通って寝しん室しつに入った──けれど、そのときはもうアクラブはお付つきの連中と一いつ緒しよに殺されていた。ぼくだって驚いたさ。剣のことはともかく、叔父おじさんには確たしかめておきたいことがあったからね。で、とりあえず術を解といて死体を調べようとしたとき、いきなり扉とびらが開いて──あの子が現れたんだ」

　ペイは言葉を切り、少し辛つらそうに目を伏ふせた。

「彼女、ぼくが父親を殺したと思ってるだろうね……あの状じよう況きようじゃ」

（それで……あんなに放ほう心しんしてやがったのか）

「しかし、救すくいを求めて廊下に飛び出したヨナさんは、その直後オレヴに出くわしたんでしょう？　彼女が噓をついているとは思えませんが」

　眼鏡めがねの奥で疑うたがいの眼まな差ざしを光らせ、マシャフがいう。

「それは、つまりこういうことでしょ」

　ペイが軽く手を挙あげ、念を凝こらすと──玄げん室しつの中にたちこめていた香こうの煙けむりがふいに動きだし、燭しよく台だいの前に集まって板状の膜まくを形成した。片手を伸のばして指先で触ふれると、ちょうど曇くもった窓まど硝子ガラスを指でなぞったときのようにそこだけ煙が消えて線が残る。

「三階の間ま取どりは、だいたいこんな感じ──と」

　呪じゆ術じゆつで生み出した煙の板を黒こく板ばん代がわりにしながら、ペイが説明を始めた。

「最初に廊下を通って寝室に押おし入ったのはオレヴだ。憑ひよう魔まの本ほん性しようを現すなり護ご衛えいの家け来らいたちを皆みな殺ごろしにして──最後に宝ほう物もつ箱ばこの中にあった〝聖剣〟を奪うばい、アクラブの首を刎はねた」

　イビスやダレット自身がそう考えているように、ペイもまた犯人を憑魔と断だん定ていしているらしい。

「その後オレヴは剣を持ったまま寝室を出て、三階のどこかの空あき部べ屋やに身を潜ひそめた。目もく的てきは返かえり血ちのついた服を着き替がえること、それに聖剣を一時的に隠かくすこと──住み込みの使用人なら不可能じゃないでしょ？　屋や敷しきの中のことは隅すみ々ずみまで知り尽つくしてるだろうし。ぼくが屋敷に侵しん入にゆうして三階に昇のぼったのは、そのあとさ。さらにその直後ヨナが三階に来て、寝室の惨さん状じようとぼくの姿すがたを目もく撃げきした──」

　ペイの細い指先が、寝室の中から窓側と廊下側に伸のびる二本の矢や印じるしを描えがく。

「ヨナは驚おどろいて廊下に飛び出し、階段まで行って助けを呼よぶ。その声を聞いたオレヴは、部屋を出て何食わぬ顔で彼女に声をかける──」

「でも、オレヴは最初から廊下にいたと……」

「階段から下の階に向けて叫さけんでいるときに背中を叩たたかれたとして、その人物が部屋から出てきたか、初めから廊下にいたかなんて判断できると思う？　ただでさえ、彼女は父親の死体を見て動どう転てんしてたんだから。そして同じ頃ころ、寝室には窓を破やぶってダレットが突とつ入にゆう。ぼくらはそのまま庭にわに脱だつ出しゆつした」

　説明を終えると、ペイは片手を振ふって煙の板を吹ふき散らした。

「はい。ツアディーク邸ていの殺人事件、これにて一巻の終わり」

「待ってくれ！　その説明には、納なつ得とくできない点が多すぎる！」

　マシャフが慌あわてていった。

「もしヨナさんが君の姿を見たのなら、何でそのことを黙だまってたんですか？　それに犯はん行こうの動どう機きだって不明だ。仮かりにオレヴが憑ひよう魔まにつかれたとして、それ相そう応おうの理由があるはずじゃないですか！」

「それは──これから館やかたに行って、本人たちに聞くしかないね」




「あんたたち誰だれ？　そこで何してるのっ!?」

　暗く長い廊下に、厳きびしい誰すい何かの声が飛ぶ。声の主ぬしは、手て燭しよくを掲かかげた若い女のようだ。

　遅おそ番ばんのメイドが戸と締じまりの確かく認にんでもしていたのだろう。

「あ～あ。さっそく見つかっちゃったねえ」

「構かまうもんか。俺が話をつけてやる」

　そういうと、ダレットは武ぶ器きを持っていないことを示しめすために両手を上げ、蠟ろう燭そくの炎ほのおに浮うかぶ女の影かげに向かって大おお股またに歩あゆみ寄った。

「怪あやしいもんじゃねえ！　昨日きのう、こちらにお邪じや魔ました探たん偵ていのダレットだ。夜分遅おそくすまないが、大だい至し急きゆう確たしかめたいことが──ありゃ？」

「……いーっ!?」

　ダレットを見るなり硬こう直ちよくしたメイドの顔には、確かに見み覚おぼえがある。

　庭てい園えんで襲しゆう撃げきをかけてきた〝末まつ裔えい〟の一人、サミラだ。

「なっ、何よ？　何しに来たのよ!?」

「おまえ、まだこの屋や敷しきにいたのか……呆あきれたな。とっくに逃にげたと思ってたが」

「ふっ、見み損そこなわないで。あたしらは誇ほこり高きディアボロスの戦士なのよ。人間ごときに怯おびえて逃げ出すようなヘタレた真ま似ねはしないわっ！」

「噓うそつけ。お仕し置おきが怖くて、ザルマンに報ほう告こくできなかったんだろ？」

「………」

　図ず星ぼしをついたらしい。拗すねたようにそっぽを向いたサミラの頰ほおを、一ひと筋すじの汗あせがつーっと流れ落ちていく。

「まあ、そんなこたぁどうでもいい。この屋敷にオレヴって使用人がいるな？」

「オレヴ・ヤトゥーシュのこと？　あいつがどうしたのよ」

「その男、最近何か変かわったそぶりを見せてなかったか？」

「知らないわよ、あんなネクラそうな男。同じ屋敷で働いてるってだけで、口も利きいたことないし……」そこでちょっと考え込み、

「そーいや『今度、お屋敷に本物の聖剣が来るんだァ！』とかいってはしゃぎ回ってたわね。バッカみたい。あんなの、どーせ偽にせ物ものに決まってるのにさ」

「そうかい。じゃあ、今からそいつの部へ屋やに案内してくれ」

「はぁ？　いきなり何よ？　こんな時間に押おしかけて」

　ダレットの背はい後ごにぞろぞろ続く一いつ行こう──ペイ、マシャフ、それにシュロの姿すがたを一いち瞥べつし、サミラは警けい戒かいを強めて一歩後ずさった。

「だいいちねぇ、このあたしがあんたなんかに協力すると思って？　いいこと、今すぐ警けい察さつを呼よんで、家か宅たく侵しん入にゆう罪ざいで牢ろう屋や送りにしてやるから。覚かく悟ごなさい！」

「知り合いの新しん聞ぶん記き者しやが、記き事じのネタを捜さがしてたっけ……」

　ダレットは唐とう突とつに話わ題だいを変え、遠い目をしてつぶやいた。

「背中から羽はねを生はやして空を飛ぶ、美人のメイドか……きっと大おお喜よろこびで飛びついてくるだろうなぁ」

「きっ……汚きたないわ！　あんたそれでも人間？　暖かい人の心ってものがないの!?」

「案内してくれるな？」

「……ついてきなさいよぉ！　オレヴだったら、自分の部屋で休んでる時間だから！」

　滂ぼう沱だの涙なみだで顔を濡ぬらしながら、〝末裔〟の少女はきびすを返して歩き始めた。




　屋敷で働く使用人たちの部屋は、全すべて地下一階に用意されていた。風ふ呂ろとトイレは共同、一室あたりに二、三名が住み込み、昼ちゆう夜や交こう代たい制せいで家か事じにあたっているのだという。

「でも、オレヴの部屋は個室よ。親の代からの奉ほう公こう人にんで、使用人の中でも古ふる株かぶだから優ゆう遇ぐうされてるのね」

　そう説明しながら、サミラはオレヴの名な札ふだがかかった扉とびらをノックした。

「……返事がないわね。寝ねてるのかしら？」

「どきな。確かめてやる」

　サミラの肩かたをつかんで脇わきに押しのけ、ダレットは躊ちゆう躇ちよなく扉に前まえ蹴げりを叩たたきこんだ。

　さして頑がん丈じようでもない使用人部屋の鍵かぎはたまらず壊こわれ、強ごう引いんに開いた扉から覗のぞき込むと室内は完全な暗くら闇やみである。ペイが外げ道どう呪じゆで光こう球きゆうを生み出し、室内を照てらし出したが、部屋の主あるじであるオレヴ・ヤトゥーシュの姿すがたは影かげも形もなかった。

「やっぱりいねえな……逃にげたか？」

　ベッドが一台置かれている他ほかは、家具と呼べるのはクローゼットと小さな本ほん棚だなくらい。大人おとな一人がどうにか寝起きできるといった程度の広さである。いかにも独どく身しん男の部屋らしく、床ゆかの上には大たい衆しゆう向けの小説本や新聞が散らかり足の踏ふみ場もないほどだった。

「ほう。なかなかの読どく書しよ家かですね、オレヴという人は」

　本棚を覗き込み、感かん心しんしたようにマシャフがいう。

　小さな棚にぎっしり詰つめ込まれた本は、歴れき史し書、神しん話わ・伝でん説せつ、剣けん術じゆつの指し南なん書しよと多た岐きに亘わたるが、特に目につくのが破は魔ま戦せん役えき──勇ゆう者しやラズロウが魔ま王おうペイモンを倒たおした五百年前の戦たたかいを題材にした書しよ籍せきだった。その中の一冊さつ『勇者の伝説』と題された本を手にとって開くと、何度も繰くり返し読んでいたのか本のページはどれも薄うす黒ぐろく手て垢あかで汚よごれていた。

「どうも彼は、ラズロウ関連の伝説に強い関心を抱いだいていたようですね」

「とてもそんな風ふうには見えなかったがな……」

　オレヴには直じかに会って話もしているが、生き真ま面じ目めだがやや卑ひ屈くつな小こ男おとこ、という印いん象しようしか残っていない。そのオレヴが、自室に籠こもっているときには何時間も飽あきずに勇者の物語を読み耽ふけっていたかと想像すると妙みような気分だった。

「伝説ばかりじゃないよ。俗ぞく世せの問題にもけっこう関心が高かったみたい──見てよ。これが枕まくらの下に隠かくしてあった」

　ベッドの方を調べていたペイが、一冊の大おお判ばんノートを差し出していった。

　表ひよう紙しを開くと、どのページにも新しん聞ぶんから切り抜ぬいたらしい小さな紙し片へんがびっしりと貼はり付けられている。

「何だ、こりゃ？」

「ああ、スクラップ・ブックですね……毎日の新聞の中から、仕事に役立つ記事だけを切り抜いて保ほ存ぞんするのです。僕もよく作ってますよ」

「貼り付けられているのは、上流階級のスキャンダルを扱あつかったゴシップ記事ばかり──あまり使用人の仕事には関係なさそうだね」

　ぱらぱらページをめくっていたペイの手が、ふいに止まった。

　比ひ較かく的新しい日付の切り抜きが集められたそのページの三ヵ所に、赤インクで大きく×印じるしが書かれている。ダレットがイビスに見せられたものと同じ新聞──夕ゆうべ殺された三人の要人を罵ば倒とうする記事だ。

「何かクサイぞ。血の臭においがする……」

　部へ屋やの入り口付近に立っていたシュロが、ボソリとつぶやいた。

「どこだ？」

「あそこの洋服ダンス」

　ダレットがクローゼットを開けると、奥の方に丸めた衣服の塊かたまりが押おし込んであるのが見つかった。魔ま骨こつ刀とうの先に引っかけて取り出すと、それは邸てい内ないの召めし使つかいが着きている制服だった。所々にこびりついているどす黒い汚れは、乾かわいてはいるが確たしかに血だ。

「これで決まりだな……ヤツが依より代しろだ」

　決定的な物ぶつ証しようをベッドの上に放ほうり投げ、ダレットは陰いん鬱うつな顔でいった。

「まさか、本当に新聞記事で被ひ害がい者しやを決めてたとはな……とんだイカレ野や郎ろうだ」

「果はたして、そうでしょうか？」

　異い論ろんを唱となえたのはマシャフである。

「切り抜かれた記事は、いずれも上流階級の腐ふ敗はいやスキャンダルを糾きゆう弾だんする内容のものばかりです。もしオレヴがこれらの記事に義ぎ憤ふんを覚おぼえて犯行に及およんだとすれば──むしろ、たいへんな正せい義ぎ感かんの持ち主というべきではありませんか？」

「何だとぉ？」

「多くの大衆は、これらの記事を読んで眉まゆをひそめることはあっても、本気になって社会の腐敗を正ただそうと行動を起こすことはありません。それどころか、読んで一時間もすれば記事の内容そのものを忘れてしまうのが関せきの山です。だが、彼は──記事を読んだ瞬しゆん間かんに覚える怒いかりの感情を決して忘れることなく己おのれの裡うちに蓄ちく積せきし、限界まで積つみ重かさなった怒りがついには憑ひよう魔まを呼よび寄せたのでしょう。おお、素す晴ばらしい──」

　マシャフは陶とう然ぜんとした目つきで天てん井じようを仰あおいだ。

「──まさに現代の勇ゆう者しやだ。彼のような犯はん罪ざい者しやなら、僕は喜よろこんで弁べん護ごを引き受けたい！」

「正しよう気きでいってるのか!?　無関係の家族や使用人だって殺されてるんだぞ！」

「それは確かに問題ですねえ。僕だったら、確実に目もく標ひようだけ仕し留とめるところですが」

「貴き様さまっ……！」

「喧けん嘩かしてる場合じゃないと思うよ。次の〝標的〟はもう決まってるみたい」

　そういってペイが指さすページには、とある裁さい判ばんの不正を非ひ難なんする記事と共ともに、被ひ告こくから賄わい賂ろを受け取っていたと噂うわさされる判はん事じの似に顔がお絵えが掲けい載さいされていた。いかにも強ごう欲よくそうにデフォルメされた老人の顔の上に、くっきりと赤い×印が被かぶっている。

「ガフルール氏ですか……なかなか妥だ当とうな選せん択たくですね。王おう都とにいる判事の中でも、特に評ひよう判ばんの悪い男ですから」

「感かん心しんしてる場合か！　このジジイ、どこに住んでる!?」

「すぐご近所ですよ。大通りを挟はさんで、北に三ブロックほど行ったお屋や敷しきです」

「大通りを北に？　確か、この家の娘むすめが出かけた方角だな」

「ヨナが……？」

　ペイが驚おどろいたように顔を上げた。

「ああ。俺たちがこの屋敷に来たとき、ちょうど入れ違ちがいで出ていったぜ」

「………」

　手にしていたノートを投げ捨すて、少年はものもいわず廊ろう下かに飛び出して行った。

　その後うしろ姿すがたを、廊下にいたサミラが目を丸くして見送っている。

「おい、ペイ!?　……ちっ、しょーがねえヤツだな」

　ダレットはコートのポケットからメモ帳を取り出し、ことのあらましを大急ぎでメモすると、ページを破やぶりとってシュロに渡した。

「この近くに二十四時間開あいてるラズロウ教団の支部ロツジがある。そこに行って、イビスって女教導師シスターにこれを渡すよう言こと付づけるんだ。いいな？」

　それからマシャフの方に振り向き、いった。

「悪いけど、あんたにオレヴ・ヤトゥーシュの弁べん護ごはさせないぜ。あいつが憑ひよう魔まの依より代しろなら──もう容よう疑ぎ者しやでも被告でもねえ。猟魔士おれたちの獲え物ものだからな」




「やれやれ、霧きりが出てきやがった……嫌いやな夜だぜ」

　ハシューブ街がいの一いつ角かく──ガフルール邸ていの前に立ち、猟魔士ベングリオンはわざと隣となりにいる相あい棒ぼうに聞こえる声でぼやいた。身の丈たけ十スタン２メートルの巨きよ体たいはそれだけでも見る者に威い圧あつ感かんを与あたえるが、全身を固めるプレートアーマーとスキンヘッドの厳いかつい形ぎよう相そうが凄すごみを加え、石いし畳だたみを踏ふんで立つ姿はさながら伝でん説せつの戦いくさ神がみそのものである。

　夕ゆうべ起こった警けい視し総そう監かんら三名の要よう人じん暗あん殺さつが、新しん聞ぶん記き事じを動どう機きとする無差別殺人ではないかと言い出したのは相棒の呪じゆ術じゆつ士しダヤンだった。ベングリオン自身は半はん信しん半はん疑ぎであったが、他ほかに手がかりらしいものもないことから、その意見に賭かけてみることにしたのだ。

「……しかし、こんな場所で待まち伏ぶせてホントに来るのかよ？　街がい娼しようでもあるめえし、徹てつ夜やで立たちん坊ぼうなんざ願い下げだぜ」

「私の言葉を信じろ。ガフルールは殺された三人に劣おとらず、新聞で評ひよう判ばんの悪い男だ……依代が英えい雄ゆう気き取どりの狂きよう人じんなら、必かならず目をつけているに違ちがいない」

　瘦やせた身体からだを漆しつ黒こくのローブに包つつんだダヤンが、低く嗄しやがれた声で答えた。元は王国軍の呪術師団で中ちゆう隊たい長ちようを務つとめたほどの男だが、上官を呪じゆ殺さつした嫌けん疑ぎをかけられ軍を解かい任にんされ、やむなく猟魔士の世界に足を踏ふみ入れたといういわくつきの過か去こを持つ。

「何より、呪術士のカンだ……奴やつは、必ず来る」

「結けつ構こうな自信だが、てめえのカンは肝かん心じんなとこで頼たよりねえからなぁ……〝八本腕うでのジャコブ〟だって、ひと月追いかけたあげく他の猟魔士しようばいがたきに食われちまって──むっ？」

　退たい屈くつしのぎに続けていたベングリオンの無む駄だ口ぐちが、そこでぴたりと止まった。

　霧のたちこめる街がい路ろの彼方かなたから人ひと影かげが近づいてくる。

「奴か……？」

「落おち着つけ。まずは、正しよう体たいを確たしかめてからだ」

　はやる相あい棒ぼうをたしなめると、呪術士ダヤンは念を凝こらし、外げ道どう呪じゆによる目映まばゆい光こう球きゆうを上じよう空くうに発生させた。

　呪術の照しよう明めいの中に浮うかび上がった影は、一いつ見けんどこにでもいそうな召めし使つかい姿すがたの男だった。

　だが、その手に握にぎられた長く太い剣を見た瞬しゆん間かん、二人の猟魔士の心に言い知れぬ緊きん張ちようと興こう奮ふんが走った。

　足あし下もとに立てかけてあった薙なぎ刀なたを素す早ばやく取り上げ、ベングリオンが相棒に叫さけぶ。

「行くぞっ、ダヤン！」

「心こころ得えた！」

〝教団〟と交かわした契けい約やくによれば、具体的な憑ひよう魔ま化かを確かく認にんした後でなければ依より代しろの殺さつ傷しようはできない決まりになっているが、相手が武ぶ器きを手にしている以上もはや悠ゆう長ちような真ま似ねはしていられない。

　そう判断した猟魔士たちは、先せん制せい攻こう撃げきで一気に叩たたく肚はらを固めた。万一男が憑魔ではなくただの辻つじ強ごう盗とうだったら、そのときは正せい当とう防ぼう衛えいを主しゆ張ちようすれば済すむことだ。

　まずダヤンが外道呪で相手の自由を奪うばい、ベングリオンが突とつ入にゆうして叩き斬きる。

　単純極きわまりない戦術だが、この連れん携けい攻こう撃げきによって、彼らは既すでに二十体以上の憑魔の依代を仕し留とめていた。

　早くもダヤンが外道呪を放はなったのであろう。上空に浮ういていた光球が形状を変え、巨きよ大だいな投と網あみのような形になって男を頭から包つつみ込んだ。敵てきの行動を封ふうじると同時に、雷かみなりに似にた衝しよう撃げきを与あたえ神しん経けいを麻ま痺ひさせる対人用の外道呪〝呪じゆ縛ばく界かい〟だ。相手が普ふ通つうの人間なら、これだけで充じゆう分ぶんショック死させるだけの威い力りよくを持つ。

　網状の呪縛界が男の頭から爪つま先さきまでを雁がん字じ搦がらめに縛しばり上げ、激はげしい雷らい光こうと共ともに繊せん維いと肉を焼く臭しゆう気きが辺あたりに漂ただよう。

　ジャゴッ！　鈍にぶい音と共に呪縛界の一部が破やぶれ、長ちよう剣けんの先端が突つき出された。

「ぬぅっ!?」ダヤンの口から驚きよう愕がくの唸うなりが漏もれる。

　呪縛界は雲うん散さんして霧む消しようし、再ふたたび姿を現したとき男の姿は一いつ変ぺんしていた。

　召使の衣服は焼け焦こげ、既に全ぜん裸らといっていい状じよう態たいだが、その地じ肌はだはタールを塗ぬったように黒光りし、頭とう部ぶは蓬ほう々ほうと伸のびた褐かつ色しよくの長い毛に覆おおわれている。そして右手に握っていた長大な剣は、今や柄つかの部分で掌てのひらと溶とけ合い男の肉体の一部と化していた。

「やはり、憑魔であったか……」

「さがっていろ、ダヤン！」

　長い柄の両端に魔ま骨こつ刀とうを据すえ付けた特製の薙なぎ刀なたを振ふりかざし、ベングリオンが突とつ進しんした。たとえ相手が魔ま性しようであろうとも、剣の立ち合いならば遅おくれをとらぬ自信がある。

「ぜいやぁああああっ!!」

　双もろ刃はの剣を風ふう車しやのごとく回転させつつ一気に間ま合あいを詰つめた。

「はっ！」「はっ！」「はっ！」

　リズミカルな掛かけ声ごえと共に、憑魔をめがけ立て続けに刃やいばを打ち込む。

　両端に刃はを持つ薙刀の有利な点は、最初の打ち込みを引くと同時に次の打ち込みを入れる──すなわち通常の剣の二倍の攻こう撃げき速度にある。そのうえ魔骨刀の刃は打ち込んだ瞬間に不ふ規き則そくに形状を変え相手に攻撃軌き道どうを覚さとらせないので、まさに防ぼう御ぎよ不能の恐おそるべき武器といえた。

　憑魔もさるもの、剣と一体化した右腕を振り回し巧たくみに薙刀の攻撃を防ふせぐが、体格と剣けん技ぎに勝まさるベングリオンの猛もう襲しゆうに押おされ、徐じよ々じよに後こう退たいを余よ儀ぎなくされていった。

「はっ！」「はっ！」「はぁっ!!　──もらったぁーっ!!」

　憑魔の体たい勢せいが崩くずれた一瞬の隙すきを逃のがさず、ベングリオンは上じよう段だんに振りかぶった薙刀を敵の右肩かたあたりに打ち込んだ。依代の肉体を〝種しゆ子し〟もろとも切り裂さく、彼ならではの豪ごう快かいな殺さつ法ぽうである。

　手て応ごたえあり。薙刀の刃は、確たしかに憑魔の右肩に食い込んだ──はずだった。

（──あぁ!?）

　硝子ガラスのように砕くだけ散った薙刀の刃を、ベングリオンは呆ぼう然ぜんと見つめた。

（ばっ馬ば鹿かな！　岩を斬きっても刃こぼれ一つしなかった、俺の薙刀が!?）

　慌あわててもう一端の刃で打ち込むが、こちらは根ね本もとから折れて地面に吹ふっ飛ぶ。

「そ、そんな──」

　刃の劣れつ化かは、憑魔の剣と打ち合っている間に進行していた──そのことに気づいたとき、ベングリオンの目に映うつったのは横よこ薙なぎに斬りつけてくる憑魔の剣だった。

　反はん射しや的に薙刀の柄えを構かまえ、防御の態たい勢せいを取る。

　だが──魔性の刃は人間風ふ情ぜいの抵てい抗こうを嘲あざけるかのように柄と鎧よろいを切り裂き、据すえ物もの斬ぎりのごとく真まっ二ぷたつに割さかれた猟魔士の身体からだが、臓ぞう腑ふをぶちまけながら路面に放ほうり出された。

「ベッ、ベングリオンーっ!?」




　悲ひ痛つうな男の叫さけびを聞いてヨナが駆かけつけたとき、ガフルールの屋や敷しきの前は既すでに凄せい惨さんな殺さつ戮りくの場と化していた。

　石いし畳だたみの上に、大きな黒い塊かたまりが転ころがっている。

　何かと思って近寄った少女は、それが腰こしのあたりで切せつ断だんされた大男の上半身だと覚さとり、その場で気を失うしないそうになった。

　辛かろうじて意い識しきを保たもち、周しゆう囲いを見回すと、二十歩ほど離はなれた先で黒いローブ姿すがたの呪じゆ術じゆつ士しが人とも魔物ともつかぬ黒い影かげと闘たたかっている。

　いや「闘っている」などと体てい裁さいのよいものではない。呪術士が必ひつ死しの形ぎよう相そうで放はなつ数々の呪術──炎ほのおや雷らい撃げきや目ま映ばゆい光こう弾だんは、全すべて怪物の右手から伸のびる長ちよう大だいな剣に吸きゆう収しゆうされ、何の効こう果かも上げていないのだから。

「やめて……もう、やめて……」

　少女の頰ほおを一ひと筋すじの涙なみだが伝つたった。フードを背中に降おろして顔を露あらわにすると、力無ない足取りでふらふらと怪かい物ぶつ──憑ひよう魔まの方へ歩あゆみ寄っていく。

「た、助けてくれぇーっ!!」

　どうあっても敵かなわぬと覚ったか。呪術士は闘いを放ほう棄きし、彼女のいる方に向かって逃とう走そうを開始した。

「やめてぇーっ！　シオン！」

　彼女が顔を覆おおって叫さけぶのとほぼ同時に──無む慈じ悲ひに振り下ろされた憑魔の刃やいばが、呪術士の頭とう頂ちよう部ぶから股こ間かんまでを一直線に断ち割った。

　左右に分かれた呪術士の身体からだは、自分が斬きられたことに気づかぬかのようにヨナの両脇わきを駆かけ抜ぬけ──そこで力つきたようにぱったり倒たおれた。

「シオン……」

　遮さえぎるもののなくなった夜の街まち角かどで、憑魔と少女は向かい合った。

「私のこと……憶おぼえてるでしょ？　従姉妹いとこのヨナよ……昔むかし、ミルトスのお城しろで一いつ緒しよに遊んだよね？　ほら、私が『シオン兄にい様さまのお嫁よめさんになる！』ってだだをこねて、伯お父じ様たちを困こまらせたりして……」

「………」

「解わかってるわ。父が、伯父様や叔お母ば様、そしてあなたにどんな仕し打うちをしたか──解ってる。どんな償つぐないをしたところで、許ゆるしてなんて貰もらえないことも……」

　そういうと、ヨナはそっと路面にひざまずいた。

　青白く窶やつれたその頰を、止めどもなく涙が伝い落ちていく。

「さあ……私を殺して。それでツアディーク家の血ち筋すじは絶たえるわ。あなたの復ふく讐しゆうは遂とげられる……だから、もう……無関係の人たちを殺すのはやめて」

　祈いのるように手を組み、少女は憑魔に向かい頭こうべを垂たれた。

（お父とうさま、お母かあさま……いまからヨナも御み許もとへ参まいります）

『……アクラブ、ノ……ムスメ』

　褐かつ色しよくの頭とう髪はつに覆おおわれた憑魔の口から、奇き妙みように裏うら返がえった声が漏もれた。

『キゾク、ノ、オンナ……トッケンカイキュウ、ノ、ブタ……』

「……え？」

　何かが、違ちがう。

　相手の言葉に微び妙みような違い和わ感かんを覚おぼえ、ヨナは怪け訝げんそうに顔を上げた。

「シオン……？」

『オマエ、タチ……キセイチュウ……タイシュウノ、イキチ、スウ』

　そこまでいうと、憑魔は顔にかかる頭とう髪はつをうるさげに払はらいのけた。

　ガス灯とうの光で照てらし出された憑魔の顔は、石せつ膏こうのように角かく質しつ化かしているが、それでも元の面おも影かげは留とどめていた。その顔を見て、ヨナが驚おどろきの叫さけびを上げる。

「あ、あなた──オレヴ!?　オレヴ・ヤトゥーシュなの!?」

『ミンナ、コロス……オマエ、モ、シネ、シネ、シネ』

「ど、どうなってるの？　あのときは……確たしかに、シオンが」

　放ほう心しん状じよう態たいで立ち上がる──が、すぐに足がもつれて路上に転てん倒とうした。

「あ……あぁ……神さま」

『シネシネシネシネシネシネ』

　憑魔オレヴの言葉はいつしか蟬せみのような鳴なき声に変り、振り上げた右腕うでの〝聖せい剣けん〟を少女めがけて無む造ぞう作さに振り下ろした。

　金きん属ぞくが石を斬きる鈍にぶい音。ヨナは自分の身体からだが弾はじかれたように宙を舞まうのを感じた。

「危あぶないなぁ。女の子がこんな時間に独ひとり歩きしちゃ」

　ふいに耳元で囁ささやく声。恐おそる恐る目を開くと、いつのまにか若わか葉ば色の服を着きた美しい少年の腕に抱だかれていた。

　十歩ほど離はなれた路上では、右腕の剣を石いし畳だたみに突つき立てた憑魔が戸と惑まどった様よう子すでこちらを見つめている。何か不ふ思し議ぎな力が、自分の身体を強ごう引いんに引ひっ張ぱり間かん一いつ髪ぱつで刃やいばの下から救すくい出してくれたことが、おぼろげながら理り解かいできた。

「……シ、シオン!?」

「積つもる話は色々あるけど、いまは時間がないや。でも、これだけは信じて──ぼくは、叔父おじ上うえを殺していない」

「………」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん──ヨナの中で張りつめていた何かがぷっつりと切れ、彼女はそのまま意い識しきを失うしなった。

「ごめん……」

　ペイは小さくつぶやき、ヨナの身体からだをそっと路面に横たえた。

　立ち上がり、憑魔と化したオレヴを険けわしくにらみつける。

「使用人の分ぶん際ざいで……よくも、ぼくの従姉妹いとこをひどい目に遭あわせてくれたね？」

　左手にはめた〝魔ま王おう石せき〟が妖あやしく光り、ペイと憑魔の中間あたりの空くう間かんに膨ぼう大だいな破は壊かい力りよくを秘ひめた虹にじ色いろの球体が形成されていく。

「ニセ勇ゆう者しやのオレヴ──あんたの〝聖戦〟は今夜で終わりだ！」

　小さな家ほどの大きさにまで膨れあがった球体が──次の刹せつ那な、内部の力はそのままに小指の先ほどにまで収しゆう縮しゆくし、オレヴの頭とう部ぶを狙ねらい弾はじくように打ち込まれた。

　激はげしい火ひ花ばなが飛び散り、あたり一いつ帯たいの霧きりが一気に吹ふき散らされる。

「……？」

　ペイの細い眉まゆがわずかにひそめられた。

　オレヴは倒たおれない。儀ぎ仗じよう兵へいのごとく顔の前に掲かかげた〝聖剣〟──その刀とう身しんの上半分が溶よう鉄てつのごとく赤く輝かがやき、やがて何事も無なかったように元に戻もどった。

「まさか……!?」

「おいっ大だい丈じよう夫ぶかーっ!?」

　背はい後ごから呼よびかける声。ツアディーク邸ていの方角から走って来たダレットが、ようやく現場に到とう着ちやくしたのだ。

「お嬢じようちゃんの方は……無ぶ事じのようだな。で、あそこにいるのがオレヴか？　ちょっと見ねえうちに変り果はてた姿すがたになったもんだ」

「外げ道どう呪じゆが……効きかない」

「何？」

「館やかた一つ、消し飛ばすだけの呪じゆ力りよくを叩たたき込んだのに……あいつの剣に吸きゆう収しゆうされちゃった」

「おまえな、町中でそんな術使うなよ……って何ぃ!?」

　呆あきれたようにぼやきかけたダレットも、相あい棒ぼうの言葉の重大さに気づき絶ぜつ句くした。

『キシェシェシェシェ！』

　甲かん高だかい声を上げ、憑魔オレヴがさも愉ゆ快かいそうに笑う。

『アクマノ、チカラ、キカナイ──セイケンノ、チカラ、イダイ！』

「どういうことだ……あの聖剣、ギデオンが造つくった偽にせ物ものだったんじゃねーのかよ？」

「マシャフの話──あれは半分噓うそで、半分本当だったんだ。剣けん匠しようギデオンは確たしかにレプリカとして聖剣を復ふく元げんしたけど──その材料には、本物の聖剣アルメギドの欠片かけらが一部使われてたんだよ」

「そういうことか……ったく厄やつ介かいなもん造つくりやがってっ！」

　魔ま骨こつ刀とうの鞘さやを払はらい、ダレットは憑魔の方に一歩進み出た。

「なら、肉にく弾だん戦せんでケリをつけるまでさ──ペイ！　俺に術をかけろ」

「えっ？」

「判わかってるだろ？　こいつを使う」ダレットは心しん臓ぞうのあたりを撫なで、

「可能な限りの呪力を突つっ込こんで、こいつを活かつ性せい化かさせろ！」

「無む茶ちやだよ！　君の身体からだが保もたない」

「いいからやれって。そこのお嬢ちゃんを守れなくてもいいのか？」

「…………」

　路面に倒れたヨナに視し線せんを走らせ──不ふ承しよう不ぶ承しよう、ペイはうなずいた。

「いいかい？　一いつ刻こくも早くあいつの〝聖剣〟を奪うばうか壊こわすんだ。でなけりゃ、たとえ魔王の心臓を全開にしたって君に勝ち目はないからね！」

　ダレットの背後に回り、背中に両手を当て念を凝らす。

　──ドクンッ。

　心臓が倍に膨ふくれ上がったかのような衝しよう撃げきにダレットはのけぞり、慌あわてて刀かたなを構かまえ直した。

『オレハ、ユウシャ……セカイヲ、スクウ、ノダ……！』

「うるせぇ──っ!!　類るい似じ品ひんが偉えらそうに吠ほえるんじゃねぇっ!!」

　魔骨刀の形状を変へん更こう──刀とう身しんを伸のばし、相手に合わせて両りよう刃ば剣けんに変化させる。

　深しん夜やの大通りで、長ちよう大だいな剣を携たずさえた二つの影かげが激げき突とつした。

　思った通り、オレヴの剣けん術じゆつはほとんど素人しろうとのものだった。指し南なん書しよなどで読み囓かじりの知ち識しきはあるようだが、いかんせん実じつ戦せん経けい験けんが皆かい無むなので無む駄だな動きが多すぎる。

　ただし、それは普ふ通つうの人間を基き準じゆんにした話だ。憑魔と化した男の腕わん力りよくと敏びん捷しようさ、そして底知れぬスタミナはそれだけで充じゆう分ぶん脅きよう威いに値あたいする。

　ダレットとて魔王の心臓から力を引き出しほぼ互ご角かくに渡り合っているが、所しよ詮せんは生なま身みの身体──闘たたかいが長時間に及およべば、どこまで保つのか知れたものではない。

　オレヴの大おお振ぶりな打ち込みをダレットが難なんなくかわし、ダレットの閃せん光こうのような突きをオレヴが力ちから任まかせに弾はじき返す。そんな奇き妙みような立ち合いをしばらく続けた、その後。

　オレヴの動きに一いつ瞬しゆんの隙すきを見たダレットは、すかさず魔骨刀の形状を変更。鞭むち状に変化させた切きっ先さきを〝聖剣〟の刀身に絡からみつけ、一気にへし折おろうと試こころみた。

　力一いつ杯ぱい引き寄せると、音もなく砕くだけ散ったのは魔骨刀の刃はだった。

「──なにっ!?」

　慌てて間ま合あいをとり、魔骨刀の折れた刀身を元の長さに伸ばす。

　だが、回復したかのように見えた刀身も、よく見れば無む惨ざんに刃こぼれを起こし、それどころか刀身自体がただの動物の骨に変ったように風ふう化かを開始している。

「どうなってやがる……？」

「聖剣アルメギドは、ディアボロスのあらゆる呪じゆ力りよくを封ふう印いんするための武ぶ器き──ディアボロスの骨から造つくった魔骨刀も例外じゃないんだ」

　悔くやしそうにペイがいった。

「へっ。こいつぁ──かなりヤバイって感じか？」

　いまこそ勝しよう機きと見たか──オレヴが甲かん高だかい咆ほう吼こうを上げ、〝聖剣〟を横よこ薙なぎに斬きりつけてきた。

「──！」

　左右に逃にげ場はない。敵てきの剣の刃渡りを思えば、後うしろに飛んで逃げるのは不可能。当然のごとく、ダレットは魔骨刀を縦たてに構かまえて防ぼう御ぎよの体たい勢せいを取り──。

　次の瞬間〝聖剣〟の刃は魔骨刀を打ち砕き、ダレットの左脇わき腹ばらに深々と食い込んでいた。

「ぐぅああああっ!?」

　夜の闇やみに噴ふん水すいのような血ち飛沫しぶきが上がり、ダレットの視し界かいが真まっ赤かに染そまる。

「ダ、ダレットーっ!?」

　ペイの叫さけぶ声が、ひどく遠くから響ひびいているような気がした。

『ウウ……？』オレヴの口から訝いぶかしげな呻うめきが漏もれた。

　ダレットの身体からだは切せつ断だんされてはいなかった。〝聖剣〟の刀身は左脇腹にかなり深く食い込んでいるが、それでも脊せき椎ついを叩たたき斬る一歩手前で止まっている。

　プレートアーマーを装そう着ちやくした巨きよ漢かんの猟りよう魔ま士しを一いつ刀とう両りよう断だんしたことを思えば、革かわ鎧よろいすらまとわぬ若者の身体に刃を止められたというのは、当の憑ひよう魔まにとっても不ふ可か解かいな出で来き事ごとではあったろう。

　だが、ダレットの方はもはやそれどころではなかった。

「ぅああぁあああぁあああっ!!」

　眼がん球きゆうが飛び出さんばかりに目を開き、顔をのけぞらせ夜空に向かって断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようを迸ほとばしらせている。実際、彼を襲おそっているのは生なま身みの人間ならまず覚おぼえることのない、凄すさまじいまでの痛みだった。

　一秒に数十回という信じがたい速さで心しん臓ぞうが脈みやく打うち、その度たびに頭ず蓋がいが砕けるような痛みが脳のう天てんに突つき上げる。全身の筋きん力りよくが左脇腹一点に集中し、肉体を輪わ切ぎりにしようと食い込んでくる〝聖剣〟の圧あつ力りよくに対たい抗こうしているのだ。

　ただし、全すべては魔王ペイモンの心臓を守るため──ダレット自身の苦く痛つうなど心臓はお構かまいなく、全身の筋きん肉にくと骨、細さい胞ぼうの一いつ片ぺんに至いたるまで極きよく限げんまでの力を絞しぼり出そうと鼓こ動どうを速めている。そのためダレットには気き絶ぜつすることすら許ゆるされなかった。

「や……やめろ！　やめろーっ！」

　耐たえかねたようにペイが叫さけび、憑魔のそばに走り寄った。

　無む駄だだと判わかりつつも、じっとしていられなかったのだろう──掌てのひらの間に外げ道どう呪じゆの火か球きゆうを生み出し、至し近きん距きよ離りからオレヴの顔がん面めんに叩たたき込む。

『オマエ……ジャマ』

　オレヴがうるさそうに左手を振ると、いきなり数倍の長さに伸のびた憑魔の腕うでがペイを殴なぐりつけ、路上に叩きつけた。

　少年が脇腹を押おさえてうずくまり、そのまま動かなくなると──オレヴは満まん足ぞくしたように左手を元に戻もどし、目の前のダレットに向き直った。

　驚おどろくべきことに、ダレットの脇腹の傷きずは、既すでに塞ふさがりかけていた。魔王の心臓の恐おそるべき再さい生せい能力──だが、〝聖剣〟は依い然ぜんとして脇腹に食い込んだままなので、状じよう況きようはよくなるどころかより酷むごたらしい、串くし刺ざしのような姿すがたに変ってしまった。

『シブトイ、ヤツ……』

　オレヴは空あいた左手を右手に添そえ、ダレットの身体を串刺しのまま軽かる々がると空中に持ち上げた。

　白しろ目めを剝むいて手足を痙けい攣れんさせる若者の姿を、しばらく無む言ごんで見つめていたが──やがて鶴つる嘴はしのように振り下ろし、石いし畳だたみの路面に勢いきおいよく叩きつけ始めた。

　骨と肉が砕ける嫌いやな音が響ひびき、そのたび夜の街まちに絶ぜつ叫きようが木こ霊だまする。

　そうやって、何度地面に叩きつけたか──ダレットの悲ひ鳴めいもついに途と絶だえ、オレヴがいよいよとどめを刺さそうとひときわ大きく腕を振り上げたとき、鈍にぶい音と共ともに猟りよう魔ま士しの体重が消しよう失しつした。

　ダレットの身体を貫つらぬき通していた〝聖剣〟──その刀とう身しんが、突とつ然ぜん真ん中あたりでぽっきりと折おれたのだ。ダレットの身体は振り上げられた勢いそのままで宙を飛び、歩ほ道どうに植うえられた街がい路ろ樹じゆの上あたりに激げき突とつ。枝えだを折りながら真ま下したの地面に落らつ下かした。

〝聖剣〟の半分を失うしなった己おのれの右腕を、オレヴは数秒の間ぼんやり見つめていたが──。

『ギャアアアアアアアアアアッ!?』

　その場に棒ぼう立だちになったまま、天を仰あおいで甲かん高だかい悲鳴を上げ始めた。

「な……何でてめぇが苦しんでんだ……痛えのは俺の方だろぉが……」

　街路樹の下から虫の息で這はいずり出してきたダレットが、激げき痛つうに顔を歪ゆがめながら悪あく態たいをつく。

「だいたい、剣が折れたくらいで……剣？」

　そこで我われに返り、ダレットは自分の脇わき腹ばらに突つき立ったままの〝聖剣〟を確たしかめた。

（『あいつの〝聖剣〟を奪うばうか壊こわすんだ──』）

　憑ひよう魔まオレヴの右腕に融ゆう合ごうした剣は、おそらく刀身の中央から切きっ先さきまでの上半分が本物のアルメギド。残りの半分は、後で剣けん匠しようギデオンが復ふく元げんして継つぎ足たしたレプリカ部分だろう。

　魔ま王おう石せきの呪じゆ力りよくをも撥はね返す力をオレヴに与あたえていたのがアルメギドだとすれば、ギデオンが継ぎ足した部分は彼のアキレス腱けんともいうべき弱じやく点てんだったのではあるまいか。

　おそらく最初の立ち合いでダレットの魔ま骨こつ刀とうが脆ぜい弱じやく化かしていたように、名めい工こうギデオンが鍛きたえたとはいえただの鋼こう鉄てつに過ぎないレプリカ部分にも、かなりのダメージが蓄ちく積せきされていたに違ちがいない。

「所しよ詮せん、偽にせ物ものは偽物……てことかよ」

　ダレットはボロボロになった肉体にむち打って立ち上がると、背はい後ごにある街路樹の存在を確かめた。腹から突き出た聖剣の刀身を両手で握にぎりしめ、呼こ吸きゆうを調ととのえてから気合いと共ともに背中から木の幹みきに体当たりをかました。

「ぐふっ！」激痛と共に大量の血を吐はくが、今は躊ちゆう躇ちよしている余よ裕ゆうなどない。

　都つ合ごう五回の体当たりの末すえ、ようやく腹から聖剣の欠片かけらを引き抜ぬくことに成功した。

「いらねえよ、こんなもん！」

　罵ば声せいと共に投げ捨すて、石いし畳だたみの上でのたうち回って苦しむ憑魔オレヴのそばに駆かけ戻もどる。

　魔骨刀は二つに砕くだけて路面に落ちていた。柄つかのある方を拾ひろい上げ変形させると、せいぜい短たん剣けんほどの長さではあるが、何とか剣の形に戻すことはできた。

　オレヴの方はと見れば、先せん刻こくまで美しく黒光りしていた地じ肌はだに無数の亀き裂れつが走り、全身から体たい液えきを流して悶もだえ苦しんでいる。心の支ささえであった聖剣を失うしなったことが、よほどショックだったのか──憑魔の種しゆ子しは未いまだ健けん在ざいのはずなのに、依より代しろとしての肉体は既すでに崩ほう壊かいに向かっているのだ。

　種子の処しよ分ぶんには一分とかからなかった。

　あれだけ痛めつけられた敵てきであったにもかかわらず──闘たたかいを終えてしまうと、やはり他ほかの依代たち同様に哀あわれさしか感じなかった。

「なまじ手の届く場所に、聖剣なんか来なけりゃ……おまえさんも、真ま面じ目めな使用人のまま無事に一生を過ごせたのにな」

「あの薄うす暗ぐらい地下室に引き籠こもって、手て前まえ勝がつ手てな勇ゆう者しやの妄もう想そうに耽ふけりながらね。いったい、本人にとってどっちが幸せだったんだか」

　振り返ると、痛そうに脇わき腹ばらを押さえたペイが、それでも何とか自分の足で立っていた。

「……大だい丈じよう夫ぶかよ？」

「何とかね。あばらにヒビが入ってるようだけど」

「バーカ、自じ業ごう自じ得とくだ。憑魔が肉体を自在に変形させることくらい、猟りよう魔ま士しの初歩の初歩じゃねーか」

「！　な、何だよぉ！　だいたい、前ぜん衛えいのダレットがだらしないからこうなるんだろ!?後こう方ほうで支し援えんするぼくの苦労もちょっとは──」

「あいちち──怒ど鳴なるな。傷きずに響ひびくから」

「ほら、無む理りするから……見せてよ」

「傷なら、ほっときゃ治なおるって。心しん臓ぞうがバクバクいってやがるからな。それよか、あっちのお嬢じようちゃんはいいのか？　風か邪ぜ引いちまうぜ」

「ああ……」

　二人は憑魔の死体から離はなれ、今は穏おだやかに寝ね息いきを立てるヨナの許もとに歩あゆみ寄った。

「彼女、おまえの顔を見てすぐにシオンだと気づいたんだろうな。そのことを黙だまってたのも、剣を宝ほう物もつ箱ばこに戻したのも……全部おまえを庇かばうためだったのか？」

　ダレットの言葉に、ペイは答えない。自分のストールジャケットを少女にかけてやりながら、誰だれにいうともなくつぶやいた。

「昔むかし々むかし、あるところに、小さな王おう子じ様と、お姫ひめさまが住んでおりました」

「……？」

「二人は大きなお城しろの中で、いつも仲良く遊んでおりましたが、ある日悪い奴やつにそそのかされたお互たがいの両親が戦いくさを始め──永えい遠えんに、離ればなれになりましたとさ」

「それは、おまえとその子の……？」

「おとぎ話だよ。こんな世せ知ち辛がらい街まちには、てんで似に合あわないよね」

　やはり傷が痛むのか、少年は脇腹を押さえて路面にあぐらをかいた。

「でも、ぼくはこの街が嫌きらいじゃないんだよ。薄うす汚ぎたなくて、騒そう々ぞうしいけど──ここでなら、ツアディーク家のシオンでも悪あく魔まの子でもない、猟魔士のペイでいられるからね」

　ぱち。ぱち。ぱち。ぱち──。

　闇やみの中に乾かわいた拍はく手しゆが響ひびく。

　二人が顔を上げると、今までどこにいたのか──あの弁べん護ご士しマシャフが、眼鏡めがねの奥に満面の笑えみを湛たたえて近づいてくるところだった。

「いやあ、素す晴ばらしい！　陰かげながら世界の危き機きを救すくった猟魔士コンビ。数すう奇きな運うん命めいを背せ負おったお二人の美しき友情──堪たん能のうさせて頂いただきました」

「……けっ。まだいやがったのか」

　嫌いやそうにつぶやくと、ダレットは相手にしないことに決めて顔を背そむけた。

「まあまあ、そんなに嫌きらわないでくださいよ。お二人を騙だまそうとしたことはお詫わびしますから──おや、オレヴ君くんはずいぶん変り果はてた姿すがたになっちまいましたねえ」

「残ざん念ねんだな。こいつの弁護ができずじまいで」

「いや～。いくら動どう機きが義ぎ憤ふんだといっても、これだけ罪つみを重かさねてしまえば弁護の余よ地ちもありませんしねえ……こうなってしまったのは、彼のためにも良いことでしょう」

「へっ。なら弁護士の出る幕まくはねえな……とっとと失うせな」

「……ときに、ダレットさん？」

　オレヴの亡なき骸がらを見み下おろしながら、マシャフが急に語調を改あらためた。

「彼も──このオレヴ君も、〝声〟を聞いたと思いますか？」

「……なに？」

「とぼけちゃいけません。五百年前にあなたが聞いた、あの〝声〟ですよ」

「いってることが、よく判わからんが──」

「あなただって、もう気づいてるんじゃありませんか？　かつてあなたを導みちびいたといわれる〝無む窮きゆうなる者〟と、憑ひよう魔まと呼よばれる現げん象しようを引き起こしている根こん元げんが、実は同どう一いつの存在じゃないかと」

「………」

「〝教団〟のお歴れき々れきは、人の心の闇やみが憑魔を呼び寄せる──なんてもっともらしい説を唱となえているようですが、僕ぼくの考えは全まつたく逆です。今まで依より代しろになった人々が心に闇を抱いだいていたなんてとんでもない。むしろ彼らは他の人間よりずっと純じゆん粋すいで繊せん細さいな人たちで、鋭えい敏びんすぎる彼らの感かん覚かくが、異い世せ界かいにおわすある偉い大だいな存在と共きよう鳴めいしたのではないかと。

　それが〝声〟です。だが哀かなしいかな、彼らの大たい半はんは普ふ通つうの人間でしかない。〝声〟の導く使し命めいの重さに耐たえかね、心と肉体のバランスを崩くずした末すえに痛ましい憑魔現象を招まねいてしまう──」

「ほう……なかなか面おも白しろい仮か説せつだが、何か根こん拠きよはあるのかい？」

「根拠？　そんなもの必要ありませんよ。だって、他ならぬ僕自身が〝声〟を聞いたのですから。十年前に、故こ郷きようの村で」

「……！」

　知らず知らずのうちに、ダレットは魔ま骨こつ刀とうの柄つかを握にぎりしめていた。

「おっと、ご安心を。おそらく僕の身体からだの中にも〝種しゆ子し〟はいるのでしょうが、別に怪かい物ぶつになったり人を殺あやめたりはしませんから。かつてのあなたがそうだったようにね」

　再ふたたびオレヴの方に目を落とし、

「彼は現代の勇ゆう者しやになることを望みましたが、残ざん念ねんながらその器うつわではなかった。この五百年来らい、歴れき史し上に名を残すこともなく消えていった何百、何千という自じ称しよう〝勇者〟たち──その長い列の末まつ端たんに並ならんでいたに過ぎない。それが、彼の犯おかした唯ゆい一いつの……そして最もつとも重い罪つみです」

「それで、あんたは……〝本物〟だと信じてるのかい？　自分のことを」

「──それは、もうすぐ判りますよ」

　そのときになって気づいた──マシャフの手に握られているのは、さっきダレット自身が投げ捨すてた聖せい剣けんの欠片かけらだ。

　青年はその場にしゃがむと、いつも持ち歩いていた大きな鞄かばんを開き、中から何か大きな包つつみを取り出した。

（何だ、あれは──？）

　訝いぶかしむダレットの心の中で、既すでに答えは用意されていた。

　──ああ。残りの半分は、あんなところにあったのか。

「ダレット！　あいつを止めてっ!!」

　ほとんど悲ひ鳴めいに近いペイの叫さけび声。

　だが──ダレットは動けなかった。以前にザルマンに呪じゆ術じゆつをかけられた、ちょうどあのときのように──全身が金かな縛しばりになり、ただ意い識しきだけが目の前で起こっていることを冷れい静せいに追いかけている。

「本当に残念です、ダレットさん……あなたとは、同じ正せい義ぎの側で闘たたかえる人だと信じていたのに」

　マシャフが両手にもった二つの剣の欠片を近づけると、双そう方ほうの欠かけ口が光を放はなち一いつ瞬しゆんにして元通りに融ゆう合ごうした。

　聖剣アルメギド──五百年前〝無む窮きゆうなる者〟によってこの世にもたらされた、唯一にして最強の神の武ぶ器き。

　夜明け前にはまだ間まがあるというのに、空が真ま昼ひるのように明るくなっている。

　天てん空くうに幾いく重えにも重かさなって広がる紫むらさきの光こう輪りん──かつてオクトベルに完全成長体の憑ひよう魔まが出現したとき、ダレットたちが目もく撃げきした同じ光こう景けいだ。

　だが、それはオクトベルのときと違ちがい、決して禍まが々まがしさや災わざわいを予感させる光ではなかった。見ているだけで思わず涙なみだが溢あふれてくるような、優やさしさと懐なつかしさと、そして神こう々ごうしさに満ちた慈じ愛あいの光。

　光輪の中心から、紫の光こう柱ちゆうがこちらに向かって降こう下かしてくる。

　目ま映ばゆい光柱の周しゆう囲いで、白い翼つばさをもった美しい生き物たちが楽しげに飛び回る姿すがたを、ダレットの目ははっきり捕とらえていた。

「聖なるかな！　聖なるかな！　聖なるかな！」

　光の柱はしらに包つつまれたマシャフが、感かん極きわまったように叫さけんだ。

「聖なるかな！　聖なるかな！　聖なるかな！　汝なんじ新しき王、悪あく魔まが創つくりし世界に正しき秩ちつ序じよを打ち立てん者！　汝の栄えい光こう、我わが体内に満みつ！」

（勇ゆう者しやは魔ま王おうを倒たおして姿を消したけど、いつの日か新しい勇者が──救世主メシアが遣つかわされて、今度は悩なやめる人々の魂たましいを救すくってくださるって）

「……救世主メシア？」

　後にして思えば、それはほんのわずかな時間の出で来き事ごとだったのだろう。

　天空の光輪も、光の柱も消えたとき──夜明け前の深い闇やみの中に、聖剣アルメギドを携たずさえたマシャフが穏おだやかな笑えみを湛たたえて立っていた。

　今までの依より代しろとは違い、マシャフの肉体に一いつ切さい変化は認められない。だがダレットには判わかっていた──この青年の中に眠ねむっていた憑魔の種しゆ子しが、たったいま完全な形で開かい花かしたのだと。

「かくして、預よ言げんは成じよう就じゆされました──この場に立ち会ったあなた方は幸さいわいです」

「そいつはおめでとう……といったらいいのかな？　で、これからどうするつもりだい、救世主メシアさんよ」

「訊きくまでもないことでしょう？　世界を救うのですよ──昔むかしのあなたがやったように」

「魔王も魔ま族ぞくもとっくに滅ほろびてるぜ？　その聖剣で、いったい誰だれと闘たたかう気なんだ？」

「しかし、この世から全すべての悪が消え去ったわけではありません。悪魔は姿すがたを変え、人の心の中に棲すみ続けている──だから今、世界は新たな勇者を欲ほつしているのです。魔王でも魔族でもない、人の心の悪を討うち滅ほろぼす救世主メシアを！」

「悪党どもを片かたっ端ぱしから叩たたっ斬きるってか？　へっ、馬ば鹿からしい。憑魔に誑たぶらかされたオレヴと何が違うんだ？」

「僕は、新しん聞ぶん記き事じを鵜う吞のみにするような浅あさはかな真ま似ねはしませんよ。善ぜん悪あくの裁さばきは、あくまで自分の意い思しで下くだすつもりですから」

「そうやって……何人殺すつもりだ？　百人か？　千人か？」

　その言葉を聞いたマシャフの口くち許もとに、戯たわむれるような笑みがこぼれた。

「いやいや、そんな数じゃ済すみませんよ。何しろ人の心は善悪で表ひよう裏り一いつ体たい──すなわち真に正せい義ぎを貫つらぬこうとすれば、世界の半分を滅ほろぼす覚かく悟ごがいるでしょう」

　聖剣の切きっ先さきをすっと持ち上げ、

「では手始めとして、お二人に死んで頂いただきましょうか？」

「……そう来ると思ったぜ」

「個人的な意見をいわせてもらえれば──僕は、あなた方が好きでした。お二人はそれぞれ良い方だし、むしろこれから僕が行おこなう世界の救きゆう済さいを手て伝つだって欲ほしいくらいです──が、やはりお二人が一いつ緒しよにいられるのは不味まずい。何しろその身に魔ま王おうの心しん臓ぞうと、魔王の魂たましいを持つあなた方ですから」

「まだ復ふつ活かつもしてないペイモンが、そんなに恐こわいのか？　臆おく病びような救世主メシアサマだぜ」

「別に恐おそれはしませんが……やはり魔王退たい治じは勇者の専せん売ばい特とつ許きよ。僕の使命は人間社会の浄じよう化かですからね」

「何が浄化だ……救世主メシアだなんて笑わせてくれるよ。あんたは神の使いなんかじゃない、侵しん略りやく者しやの惨みじめな使い走りさ」

　ケガの痛みを堪こらえながら、よろよろとペイが立ち上がった。

「消え失うせろ……これ以上、ぼくらの世界に干かん渉しようするなーっ！」

　怒いかりに駆かられて何かの外げ道どう呪じゆを放はなとうとしたペイを、ダレットが慌あわてて制した。

「やめとけ。半欠けの聖剣を持ったオレヴにさえ通じなかったんだぞ？　いくら仕し掛かけたところで、呪じゆ力りよくの無む駄だ遣づかいだ」

　悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみ、ペイが俯うつむいた。

「いや～、なかなか話が判わかるじゃないですか、ダレットさん。あなた、やっぱりいい人だ──なんなら今からでも遅おそくない。僕の方に寝ね返がえりませんか？」

「ば～か。早トチリすんな。俺は、無駄な攻こう撃げきはするなっていっただけだよ」

　魔ま骨こつ刀とうを逆さか手てに持ち替かえ、ダレットはマシャフを睨にらみつけた。

「外道呪が効きかないのは、まあいいとして──こいつで斬きられても死なねえ、なんてのはナシだよな？」

「いやだなあ、救世主メシアだって人間ですよ。斬られれば傷きずつくし、血も流します。さっきのオレヴ君みたいな、あんなバケモノと一いつ緒しよにしないでください」

「そうかい……そいつを聞いて安心したぜ！」

　それまで足あし腰こしに溜ためていた力を放ほう出しゆつし、ダレットは低い体たい勢せいから一気に間ま合あいを詰つめていた。常じよう人にんならば、視し覚かくで捕とらえることも困こん難なんな一いつ瞬しゆんの移動──魔王の心しん臓ぞうの持ち主ならではの俊しゆん敏びんさで、聖剣を握にぎるマシャフの腕うでを狙ねらい刃やいばを走らせる。

「愚おろかですねぇ……」

　ダレットの動きは速かった──が、マシャフの反はん射しや神しん経けいはそれ以上だった。

　微び苦く笑しようを浮かべたまま、軽く体たいを捻ひねって魔骨刀をかわし──逆に聖剣を振ふるいダレットの背中に斬りつけた。

「ぐあっ!?」

　聖剣の刃が身体からだを傷つける前に、何か巨きよ大だいな岩がん盤ばんがぶちあたってきたような衝しよう撃げきを浴あび、ダレットは二十歩先の路上まで吹ふき飛ばされていた。

　いつしか、聖剣の刀とう身しん全体がぼうっとした霊光オーラに包つつまれている。

「ほう、さすがは完全版のアルメギド──直接斬らずとも、霊光オーラだけで敵てきにダメージを与あたえられるわけですねぇ」

　新しい玩具おもちやを与えられた子供のように無む邪じや気きな微笑ほほえみ。マシャフは笑いながら再ふたたび剣を振るい、為なす術すべもなく立っていたペイを霊光オーラで打ちのめした。

　さらに左手を高く掲かかげ、

「泥どろは泥へ。塵ちりは塵へ。良い子はおうちへ──」

　訳わけの分わからない文もん句くをつぶやくと、路面に横たわっていたヨナが光に包まれて消しよう滅めつし──彼女がくるまっていたペイの上うわ着ぎだけがその場に残った。

「くっ……ヨナに、何をしたっ!?」

　石いし畳だたみに這はい蹲つくばったまま、ペイが叫さけぶ。

「安心なさい。あの少女は、お屋や敷しきにある彼女の寝しん室しつに送り返してやりました──これから起こる光こう景けいを見て、心を痛めることがないようにね」

「人間を、瞬しゆん間かん移送？　そんな……ぼくやザルマンにも出で来きないことを……」

「これが神の奇き跡せきというものです。くれぐれも、呪じゆ術じゆつなんていかがわしいものと一いつ緒しよにしないように」

「…………」

　少年の顔に、そのときはっきりと敗はい北ぼくを認みとめる絶ぜつ望ぼうの色が浮かんだ。

　奇跡と呪術──レベルが違ちがいすぎる。もはや勝しよう負ぶにすらならない。

「さて、それじゃあ始めるとしますか──どちらから先に、神の御み許もとに送ったものか」

　ちょっと考え、

「やはりダレットさんから行きましょう。元勇ゆう者しやの大だい先せん輩ぱいに敬けい意いを表するということで」

「へっ。俺はなかなか死なないぜ……」

　仰あお向むけに倒れたまま、ダレットはほとんどヤケになって笑う。

「ああ、魔王の心臓のこと？　問題ありません。手足と頭はバラバラにして燃やして──胴どう体たいだけは、あとで火山の中にでも投げ込めば結果オーライでしょう」

「ふん、勝かつ手てにしやがれ……ところでな、マシャフ」

「はい？」

「俺の心臓さえ始し末まつしちまえば、もうペイモンが復ふつ活かつすることはあり得えねえ……それが判わかってるなら、ペイのヤツだけでも見み逃のがしてやっちゃくれねえか？」

「申もうし訳わけありませんが、そういうわけにはいきません。仮かりに彼自身が無害な少年になったとしても、魔王の魂たましいを受け継ついでいるというだけで、その存在を利用しようと謀たばかるザルマンみたいな輩やからが出ないとも限りませんからね」

「……くそっ。やっぱり、弁護士の依頼なんか受けるんじゃなかったぜ」

　吐はき捨てるようにいってダレットは静かに目を瞑つぶった。

「待てよ、エセ救世主メシア！」

　背はい後ごから飛んだ罵ば声せいに、マシャフは露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。

「おまえなんかに、ダレットは殺させやしない……ううん、死ぬのはおまえの方さ！」

　いつの間まにかすぐ背後に歩あゆみ寄っていたペイが、声を絞しぼって叫んだ。

「美しい友情──と誉ほめてあげたいところですが、そのセリフはいささかリアリティに欠かけてませんか？　ダレットさんがいうならまだしも──少なくとも、呪術士の君が僕に勝てる見み込こみは万に一つもないはずですが」

「そうでもないよ──ぼくだって、切きり札ふだの一つくらい隠かくしてあるさ」

　そういうと、少年は左手を差し上げ──薬くすり指ゆびにはめた〝魔ま獣じゆうの指輪〟に愛いとしげに唇くちびるを寄せ、謡うたうようにつぶやいた。

「『我われは汝なんじを喚よぶ。天と地と四よん元げん素そを統すべる者。滅ほろびることなき永久とこしえの魂たましいよ──』」

　ペイが何をやろうとしているのか──先に気づいたのは、やはり長年行動を共ともにしているダレットだった。

「やめろっ、ペイ！　たとえ俺たちが殺されても、それだけはよせーっ！」

　ダレットのただならぬ表情から、ようやくマシャフも感づいたのだろう。

　救世主メシアの顔に浮かんでいた余よ裕ゆうの笑いが一いつ瞬しゆんにして消え失うせ、なりふり構かまわずペイめがけて斬きりかかる。しかし──少年を成せい敗ばいするはずの切っ先は宙を斬り、石いし畳だたみの路面に虚むなしく火ひ花ばなを飛び散らせた。

『我は汝なり！　雲を駆りて風を喚び、雨を降ふらし大だい地ちに生命を育はぐくむ者！』

　ペイの姿すがたが陽炎かげろうのごとくかき消え、ただ古こ代だい語ごによる呪じゆ文もんの詠えい唱しようだけが、闇やみの中を朗ろう々ろうと流れていく。

『我は汝なり！　炎ほのおをもって天を焦こがし、嵐あらしをもって地ち軸じくを揺ゆるがす者！』

「げ、幻げん覚かく……？」

『我は汝なり！　陸と海を、昼と夜を、光と闇を永久とこしえに司つかさどる玉ぎよく座ざなき王！』

「くそっ、どこだ？　どこに隠かくれた!?」

「バカな救世主メシアさん。ぼくはここだよ♪」

　遥はるか後こう方ほうで、うつぶせに倒たおれたペイが顔だけ上げて笑っている。

　少年は、最初に倒れた場所から一歩も動いていなかったのだ。

「何の……真ま似ねですか？　この期ごに及およんで」

「もう茶ちや番ばん劇げきは終わりだよ。君らが無む駄だ話ばなししている間に、〝儀ぎ式しき〟は済すんじゃったから」

「あ……」

　マシャフの顔から一いつ切さいの表情と血の気けが抜ぬけ落ちた。

　そしてダレットもまた──。

　ペイは力無なく微笑ほほえみ、そしていった。

「さよなら、ダレット……今までありがとう」

　その言葉が終わるか終わらないかのうち、少年の左手にあった魔ま王おう石せきが大きな音を立て粉こな々ごなに砕くだけ散ちった。

「……!?」

　街まちを覆おおう闇やみが、一段とその濃こさを増ました。

　周しゆう囲いの空くう間かんが奇き妙みように揺ゆらぎ、ただその場に立っているだけで船ふな酔よいのようなめまいが襲おそってくる。

　ペイが倒れていたあたりを中心にして半はん径けい十歩分ほどの圏けん内ないに、ガス灯とうの光すら差さぬ濃のう密みつな闇の半球が出現していた。

　夜の闇よりなお冥くらい、暗黒の世界に向かって扉とびらが開かれたがごとく──。

　その闇の彼方かなたから──足音もなく、巨大で邪じや悪あくな〝何か〟が近づいてくる。

「そ、そんな……ありえない……あるはずがない……あっちゃいけない！」

　マシャフの顔は紙のように蒼あおざめ、その膝ひざがはっきり判わかるほど震ふるえている。

「ヤツが……心しん臓ぞうもないのにヤツが蘇よみがえるなんて……こんなのは噓うそだ！　ねえ、そうでしょダレットさん!?」

「噓だといってやりたいんだがな……」

　胸むねのあたりを触さわると──ダレットの心臓は胸きよう郭かくを破やぶらんばかりに高たか鳴なっている。

　あたかも、主あるじの帰き還かんを嬉き々きとして迎むかえるように。

　あれはいつのことだったか──魔王を復活させる手しゆ段だんについて、ペイとあれこれ話し合っていたときだ。

『儀式に必要なものは三つ。強力な呪じゆ力りよく源げん。魔王の肉体の一部。そして魔王の魂たましいを受け継ついだ生いけ贄にえ』──ペイの所しよ蔵ぞうする古いにしえの呪術書には、確たしかにそう書かれてあった。

　だがその後、ペイは「あくまで個人的な見けん解かい」と断ことわった上である仮か説せつを披ひ露ろうした。

『もし魔王の魂を受け継いだのが優ゆう秀しゆうな呪術士で、本人が自分の意い思しで強く望めば──あるいは心臓抜きでも復活は可能かもしれないね』

　当然、その後はいたずらっぽく笑い、こうつけくわえるのを忘れなかったが。

『もちろん、ぼくはやらないよ。魔王が蘇れば、転てん生せい者しやの人格はその場で消しよう滅めつする──要するに死ぬのと同じさ。ぼく自身にとって、何の得とくにもならないもんね』

　幕まくを引くように闇の領りよう域いきが消え去り──路面に倒れたペイを、再ふたたびガス灯の明あかりが照てらし出した。

　重じゆう傷しようを負おって虫の息だったはずの少年が、突とつ然ぜんむくりと起きあがった。

　いや、そこにいたのは「少年」ではない。

「お、女……？」

　マシャフが呆ほうけた声でつぶやいた。

　立ち上がったのは一いつ糸しまとわぬ裸ら体たいの、美しい女だった。二十歳はたち前後と思おぼしき整ととのった顔立ち。豊ゆたかに膨ふくらんだ胸むねと腰こし。黄おう金ごんの滝たきのごとく流れ落ちる長い髪かみ──。

　だが、彼女が尋じん常じようの人間でないことは明らかだった。

　女め神がみ像ぞうに生命の息い吹ぶきを吹ふき込んだかのごとく、完かん璧ぺきなまでに均きん整せいのとれた肢し体たいを持つ美女──だが、彼女の身長は大の男より優ゆうに頭一つ以上は高かったのだから。

　身の丈たけ十スタン２メートルの巨大な女はおもむろに立ち上がり、ひとしきり周しゆう囲いを見渡していたが──やがてダレットらの姿すがたに気づくと、長い牙きばを剝むいてニタリと笑った。

（五百年ぶりか……）

　人ならぬ美女の凄せい艶えんな笑いを遠とお目めに見ながら、ダレットの胸に複ふく雑ざつな思いが去きよ来らいした。

　人じん智ちを超こえた強大な敵への、畏い怖ふと嫌けん悪お。七日七晩に及およぶあの死し闘とうの記き憶おくは、いま思い出すだけでも、全ぜん身しんの肉と骨が軋きしみを上げそうだ。

──そして、不ふ本ほん意いながら一いつ片ぺんの懐なつかしさも。

「あれが……まさか」

「そうか。おまえさん、まだあいつに会ったことはなかったんだな」

　皮ひ肉にくなことに、魔王の心臓が活かつ性せい化かしたことで急速に体調が回復している。

　ダレットは上半身を起こすと、女の方を顎あごで指さしながらいった。

「紹しよう介かいしてやろう……魔王ペイモンだ」

　マシャフの喉のどから、唸うなりとも悲ひ鳴めいともつかぬ声が漏もれる。

　慌あわてて聖せい剣けんを構かまえ直すが、身体の震ふるえは治なおらず、ぜえぜえという荒あらい息づかいがダレットの耳にまで届いた。

「久ひさしぶりだのう、ラズロウ──何年ぶりになるかな？」

　魔王の眼がん中ちゆうには、端はなからマシャフの姿など入っていないようだった。

　まるで旧きゆう知ちの友に話しかけるような気軽さで声を上げると、ダレットの方につかつかと歩あゆみ寄ってくる。

　その姿が、マシャフの目には闘たたかいを挑いどんできたように映うつったのだろう。

「か、神の御み名なの下もとに……汝なんじ邪じや悪あくなる者を打ち砕くだかん！」

　祈き禱とうめいた言葉をつぶやくと、聖剣を振ふりかざして斬り込んでいった。

　先せん刻こく、ダレットやペイを赤あか子ごのようにあしらったアルメギドの霊光オーラが、強大な光の刃やいばに収しゆう束そくしてペイモンに打ち込まれる。

　聖なる光が魔王の引きずる闇の結けつ界かいと反はん応のうして虹にじ色いろの閃せん光こうが飛び散り──両者の力が相そう殺さいされて消しよう滅めつしたとき、そこには軽く右手を挙あげて聖剣の切きっ先さきを受け止めた魔王と、両手で柄つかを握にぎりしめたまま硬こう直ちよくする救世主メシアの姿があった。

　ペイモンの金色の瞳ひとみがマシャフを一いち瞥べつし、再びダレットを見た。

「……何だ、こいつは？」

（いや、俺に聞かれてもなぁ……）

「弁べん護ご士しのマシャフ・カツァル氏……というか、救世主メシアというか……まあ、二代目の勇ゆう者しやみたいなモノらしい」

　とりあえず、適てき当とうに思いつくまま並ならべて紹しよう介かいしてやった。

「二代目の勇者？　このモヤシみたいな男がか？　ふん」

　ジュゥ……肉の焦こげるような音を上げ、切っ先を握る魔王の掌てのひらから煙けむりが立ち上のぼった。

「ほう、一応はこの剣を使えるのか……だが、私と闘う器うつわではないな」

　そういって、軽く右手を振り払う。マシャフは悲ひ鳴めいを上げて放ほうり出された。

「そんなことより──会いたかったぞ、ラズロウ」

「もう、その名は捨すてたよ……」

　警けい戒かいを緩ゆるめず、ダレットは答えた。いくら上うわ辺べが親したしげであろうとも、魔王の瞳の奥で揺ゆらめく冥くらい輝かがやき──鼠ねずみをいたぶる猫ねこのごとき邪よこしまな歓かん喜きを見み逃のがしはしない。

「ああ、知っておるぞ。今はダレット・アースガード……くくっ、おかしな名前よの。その前の名も、そのまた前の名も……何しろおまえの動どう向こうは〝転てん生せい者しや〟たちの心を通して余あますとこなく見けん聞ぶんしておったからの」

　さも愉ゆ快かいそうに声を上げて笑い、

「──おかげでこの五百年、ちっとも退たい屈くつせなんだわ」

「笑うな……何がおかしい!?　てめえにはほんの退屈しのぎでも──連中にとっては、その一つ一つがやり直しのきかねえ人生だったんだ！　それを……」

「そう怒おこるな」ペイモンは白しらけたように真ま顔がおに戻もどった。

「私とて、己おのれの好きで転生先を選んでいるわけではない」

「こっちを向けい、悪あく魔ま！」

　背はい後ごから、体たい勢せいを立て直したらしいマシャフの怒ど声せいが上がった。

「全能の神に成なり代かわり、この救世主メシアマシャフ・カツァルが成せい敗ばいしてくれる！」

「鬱うつ陶とうしい奴やつだ……」

　ペイモンはさもうるさげに顔をしかめ、再ふたたびマシャフと相あい対たいした。

「聖なるかな！　聖なるかな！　汝の栄えい光こうは我わが体内に満みつ！」

　そうすることで少しでも多くの力を聖剣から引き出そうというのか──喉のどを嗄からして祈き禱とう文を叫さけび、マシャフは魔王に打ちかかっていった。

　聖剣の霊光オーラと闇やみの結けつ界かいがせめぎ合い、激はげしく乱みだれ飛ぶ虹にじ色いろの光こう彩さいが稲いな妻ずまの閃ひらめきのごとく夜の街まちを照てらし出す。が、ペイモンは軽かる々がると身を翻ひるがえし、必ひつ死しの形ぎよう相そうで斬きりかかるマシャフをからかうように聖剣の刃をかわし続けた。

（ダメか……やっぱり、あいつじゃペイモンには勝てねえ）

　ダレットの胸むねに失しつ望ぼうと脱だつ力りよく感かんが色濃こく広がっていった。

　マシャフが弱いというわけではない。ほとんどあしらわれているとはいえ、あの魔王ペイモンと同じ土ど俵ひようで闘っているだけで、彼の力は充じゆう分ぶん見上げたものだ──これが並なみの戦士なら、彼女の前に立った段階で八やつ裂ざきにされている。

　問題は、聖剣アルメギドが本ほん来らいマシャフのために用意された武ぶ器きではないということだ。あれは五百年前、〝無む窮きゆうなる者〟を名な乗のる異い世せ界かいの存在が剣士ラズロウのために、わざわざ剣の形けい態たいに仕立て上げた武器──ラズロウ以外の人間が握にぎっても、おそらく本来の力の何分の一も出せまい。人間相手の闘いならいざ知らず、この世界の魔王たるペイモンを敵てきに回した場合、この差は致ち命めい的てきなものとなる。

〝勇者〟が魔王とその眷けん属ぞくを滅ほろぼし、生物としては非ひ力りきな人じん類るいを、〝救世主メシア〟が羊ひつじのごとく矯きよう正せいする──〝無む窮きゆうなる者〟の目もく論ろ見みは完かん璧ぺきだった。

　だが異世界の神といえども、救世主が魔王と対決する事じ態たいまでは想そう定ていしていなかったのだろう。

「栄はえある神の御み名なにおいて──滅ほろびよ悪魔！」

　気き合あい一いつ閃せん──文も字じ通り全ぜん霊れいを込こめたマシャフの突つきが、薄うす笑わらいを浮うかべてかわそうとしたペイモンの肩かたを捕とらえた。

　聖剣の切っ先が白い肌はだに深々と突き刺ささり、魔王の顔が初めて痛みにしかめられる。

「汝、邪悪なる敵を滅めつ却きやくせん！　神の御み名なの下もとに──っ！」

　一いつ瞬しゆん、マシャフの全身が燦さん然ぜんたる光こう輝きを放つ。ダレットの目から見ても、膨ぼう大だいな量の霊れい力りよくが聖剣の切っ先に注そそぎ込まれたのが判わかった。

　並なみのディアボロスなら、この時点で肉体そのものが消しよう滅めつしているはずだ。

（やったか……？）

　だが──魔王の巨きよ体たいは微び動どうだにしなかった。

「どうした、救世主メシアとやら。それで終わりか？」

　そういうなり、両手を伸のばし聖剣の刀身をむんずとつかむ。掌が焼け焦こげるのも構かまわず己おのれの肩から引き抜ぬくと、呆ぼう然ぜんとするマシャフもろとも高々と宙に持ち上げた。

「ば、馬ば鹿かな……そんな馬鹿なーっ!?」

「私の肌を傷きずつけてくれたな──この代だい償しよう、ちと高くつくぞ？」

　凄すさまじい怪かい力りきを振ふるい、マシャフの身体からだを宙高く放ほうり投げる。

「うわぁっ!?」

　受け身を取ろうと空中であがくマシャフ。

　だが、ペイモンは相手が落ちてくるのを待たずに大きく跳び上がり──。

「貴き様さまなど、呪じゆ力りよくを使うのも惜おしいわっ！」

　しなやかに伸びた魔王の脚あしが、秒間数十発という槍やりぶすまのごとき蹴けりを放ってマシャフの腹から顔がん面めんにかけてを乱らん撃げきした。

「げはぁっ!?」

　救世主メシアの身体は宙を舞い、奇き妙みように捻ねじれた姿し勢せいのままダレットがいるすぐそばの路面に叩たたきつけられた。

「ダ……ダレット……さん」

　右肩を脱だつ臼きゆうしたのか、マシャフの手からぽろりと聖剣が落ちた。額ひたいと口から血を流した無ぶ様ざまな姿すがたで起きあがり、救すくいを求めるような目で見つめてくる。

「判わかったろう？　おまえに勝ち目はない」

　冷たいようだが、元勇者としていってやれる、最さい大だい限げんの助じよ言げんであった。

「さっさと逃にげろ──あの女を、本気で怒おこらせる前にな」

「……そういう、わけには……いきませんよ」

　救世主メシアとしての最後の意い地じか──ダレットも感かん嘆たんしたくなるような精せい神しん力りよくで、マシャフは再ふたたび立ち上がった。

「僕は、逃げない……あんたみたいに、自分の運うん命めいから逃げたりはしない!!」

　叫さけびながらコートの前をはだけ、左手であの燧石式拳銃フリントロツク・ピストルを取り出した。

「よく見ろ、バケモノ!!　おまえが眠ねむっている間に、人間が発明した新兵器だ!!」

　ペイモンはこれといった反はん応のうを示しめさず、悠ゆう然ぜんと髪かみをかき上げながらマシャフの銃を見つめている。

「僕ら人間こそは、神よりこの世界の支配を許ゆるされた万ばん物ぶつの霊れい長ちよう──たとえ勇ゆう者しやが現れなくとも、僕らはおまえたち魔ま族ぞくを滅ほろぼす力を手に入れてたんだ！　そのことを思い知らせてやるっ!!」

「……愚おろか者め」

　魔王は小さくつぶやき──そして、ついに五百年ぶりの呪じゆ力りよくを行こう使しした。

　周しゆう囲いの闇やみから練ねりだした、親指大のちっぽけな使い魔──それはマシャフが引き金を引く瞬しゆん間かん銃じゆう口こうに飛び込み、筒とう内ない破は裂れつを引き起こさせるのに充じゆう分ぶんな〝力〟だった。

　身じろぎもせずに見守るダレットの前で──爆ばく音おんを上げて拳銃が砕くだけ散り、マシャフはゆっくり背はい後ごにくずおれた。

　右手の指は小指だけ残して全すべて吹ふき飛び、虚うつろに放ほう心しんした顔の右半分が焼け焦げてぶすぶす煙けむりを上げている。

（馬ば鹿かだな……おまえは逃げてもよかったんだよ。おまえの使し命めいは、別に魔王と闘うことじゃなかったんだから……）

「さて、邪じや魔ま者ものも消えた──ようやく二人きりだな、ラズロウ？」

　ダレットはマシャフの傍かたわらに落ちた聖剣をちらりと見やり──そしてペイモンに向き直った。

「……そのようだな」

「この五百年、ずっとおまえのことを考えていたよ。次に会ったら──どうやって殺してやろうか。どんな殺し方が、一番おまえを苦しめるのか──」

「ほぉ。で、思いついたのか？　この俺を、一番苦しめる方法を」

「何もしないこと。このまま放ほう置ちして、未み来らい永えい劫ごうおまえを生かしておくこと」

「………」

　露ろ骨こつに顔をしかめたダレットの表情がよほどおかしかったのか、魔王は腰こしに手をあて呵か々か大たい笑しようした。

「──と、いいたいところだが。むろん、五百年前に我わが眷けん属ぞくを滅ほろぼしたおまえの罪つみは許ゆるし難がたいが──同時にこの五百年、あの外がい界かいの蟲むしどもから世界を守ってきたのは、紛まぎれもなくおまえの功こう績せきなのだからな」

　たわわに膨ふくらんだ胸むねに片手を当て、美しき魔王は妙みように畏かしこまった仕し草ぐさで一いち礼れいした。

「我が主あるじ。真なる宇宙の創そう造ぞう主しゆ。魔界の皇こう帝ていヴェルゼビュート陛へい下かに成なり代かわり、礼をいわせて貰もらおう」

「あんたにも上うわ役やくがいるのか？……そいつは初はつ耳みみだ」

「さて、挨あい拶さつも済すんだところで──本題だ。そろそろ返して貰おうか」

「……何を？」

「とぼけるな。五百年前、おまえに預あずけたものだ」

　そういって、ペイモンは巨きよ大だいな乳ち房ぶさの双そう丘きゆうを恥はずかしげもなく突つき出してくる。

　圧あつ倒とう的な質量に加え形も美しい右の乳房の下あたりに──醜みにくくひきつれた傷きず痕あとがくっきりと残っていた。

「なるほど。こいつのことか」

　ダレットがシャツの前をはだけると、引き締まった男の胸むな板いたにも、全まつたく同じ形の傷痕が残っていた。

「まあ元々あんたのモノだから、返すのにやぶさかじゃねえがな……ただ、今の心しん臓ぞうを取られちまったら、俺はいったいどうなるんだい？」

「おまえしだい、だな」

　ダレットの顔を覗のぞき込むようにして、ペイモンがいう。

「今日限りで死にたいというなら、止めはせぬ。元の心臓を返せというなら、それもよし。あるいは──」

　牙きばを剝むいてニマッと笑い、

「我われらが眷属に加わりたい──というなら、それもまた一いつ興きよう」

「俺が、魔ま族ぞくに……？　冗じよう談だんだろう」

「冗談なものか。何しろ、一度はこの私と差し違ちがえた男だ──充分資し格かくがある。何なら、側そつ近きん待たい遇ぐうで召めし抱かかえてやるぞ？」

「せっかくのお誘さそいだが、まあ遠えん慮りよしとこう」

　軽く手を振って断ことわり、

「そうだな……元の心臓を返してくれるってんなら、それにしとこうか」

「欲よくのない奴やつよ。なら、それで決まりだな」

「おっと、待った！」

　鋭するどい鉤かぎ爪づめがぬっと伸のばされてくるのを、ダレットは慌あわてて両手で遮さえぎった。

「……まだ、何かあるのか？」

「心臓を返す前に、これだけは聞いておかなくちゃな──あんた、五百年ぶりに蘇よみがえったあと──この世界をどうするつもりだい？」

「『この世界』だと？　はっ！　お為ためごかしをぬかすな。どうせ人間どもの住んでるマチだかクニだかを思い浮うかべて世界と呼よんでるのだろう？　はっきりいえ。おまえが気がかりなのは、私が人間どもをどう扱あつかうかということだろうが？」

「まあ、そういうこったな」

「その点については、安心するがいい。おまえらがどう思っているのか知らんが、私から見れば人間とて『この世界』の一部だからな。そう簡かん単たんに滅ほろぼしたりはせん」

「そいつはありがてえ」

「とはいえ──」

　魔王は顔を上げ、頭を巡めぐらしカルパスの市し街が地いちを見渡した。

「この五百年で、おまえたち人間はいささか殖ふえすぎたようだな。一つの種族が分ぶん不ふ相そう応おうに数を増ますと、他の種族が窮きゆう屈くつな思いをする──よって、いくらか間ま引びく必要はあろう」

「やっぱりなぁ……そうくると思った」

　ダレットは瞑めい目もくし、深くため息をついた。

「だいたい判わかったよ。質問は終わりだ」

「では、始めるぞ」

「あー、すっぱりやってくんな」

　路面に仰あお向むけに転ころがったダレットの上に、ペイモンの鋭い爪が降おりてくる。

　鉤爪の先端が、胸の傷きず痕あとに触ふれようとしたとき──。

　ダレットは素す早ばやく横に転がり、驚おどろくペイモンの爪から逃のがれ──マシャフの残した聖せい剣けんをとって立ち上がった。

「──な～んて、いうわきゃねーだろタコ!!」

「どういうつもりだ？」

　ダレットの行動が、本気で理り解かいできなかったのか──ペイモンが振ふり返り、不ふ思し議ぎそうに尋たずねてくる。

「こいつが俺の答えだよ。貴き様さまが復ふつ活かつすることで、一人でも犠ぎ牲せい者しやが出るっていうなら──させるわけにはいかねえ。憑ひよう魔まどもと同様、世界の外に叩たたき返す！」

　わざと会話を長引かせ時間を稼かせいだかいがあってか、体力の方は既すでにかなりの回復を遂げている。

　問題は、五百年ぶりに握にぎるアルメギドからどこまで力を引き出せるのかだが──。

　ダレットの敵てき意いが本物であることを覚さとると、魔王は怒おこるどころかむしろ事じ態たいの展てん開かいを楽しむような表情で舌したなめずりした。

「くくく……この期ごに及およんで、魔王退たい治じの勇ゆう者しや気き取どりか？　それがどれほど滑こつ稽けいなことか──おまえ自身が一番知っておるだろうが！」

「ああ、解わかってる……解ってるさ」

　柄つかを握にぎる手に力を込め、ダレットは万ばん感かんの思いを込めてつぶやいた。

　憑魔によって故こ郷きようの村が滅ほろぼされたことを、ディアボロスの仕し業わざと思いこみ見けん当とう違ちがいの復ふく讐しゆう心しんを燃やしていたこと。その復讐心を〝無む窮きゆうなる者〟に利用され、勇者となってディアボロスの国を滅ぼしてしまったこと──これは消し去ることも忘れることもできない、己おのれ自身の罪つみだ。

　しかしいま、己の罪を赦ゆるされる代だい償しようとはいえ、魔王による人じん類るいの粛しゆく正せいを看かん過かすることは断じてできなかった。そのために新たな罪を背せ負おい、偽いつわりの勇者として道どう化け芝しば居いを演じなければならないとしても──。

「だがな──勇者も聖剣も、神も悪あく魔まも全すべてが噓うそっぱちだとしても──今ここにいる俺は、俺以外の何者でもない。噓も本当もねえんだよ!!」

　びいぃぃぃぃぃんん──。

　蜂はちの羽は音おとを思わせる低い音を響ひびかせ、アルメギドの刀とう身しんが震ふるえ始めた。柄を握る手を通じ、かつて自分と共ともに在あったあの懐かしい〝力〟が身体からだの中に漲みなぎって来る。

　聖剣が歓よろこびに打ち震ふるえている──ダレットには、確たしかにそう感じられた。

（可か愛わいいじゃねえか。おまえ、五百年経たっても俺のことを覚おぼえてやがったのか？）

　コートの裂さけ目からのぞく若者の腕うでが逞たくましく盛もり上がり、全身から立ち上のぼる闘とう気きが炎ほのおのごとく周しゆう囲いの闇やみを拭ぬぐい去る。もしその場に他の人間がいたら、ダレットの肉体が突とつ然ぜん膨ふくれあがったかのような錯さつ覚かくに我わが目を疑うたがったことだろう。

　人が人として到とう達たつしえる最強の存在。ダレットはいま、五百年前に捨すてたかつての己自身──勇者ラズロウに戻もどって再ふたたび魔王ペイモンと対たい峙じしていた。

「ふん。あくまで同どう胞ほうへの義ぎ理りにこだわるというなら、それもよかろう──」

　喋しやべっている間にも彼女の額ひたいからは巨きよ大だいな二本の角つのが伸のび、耳は獣けもののごとく尖とがっていく。

　さらに背中からは蝙蝠こうもり状の翼つばさが広がり──まさしく「魔王」の名に相応ふさわしい姿すがたへと変へん貌ぼうを遂とげ、風を巻いて夜空に舞まい上がった。

「かくなる上は、実力で奪うばい返すのみ！」

「貴き様さまが勝かつ手てに押おしつけた心臓モノだろ？　今さら返せだなんて、ムシがよすぎるぜ！」

　それには答えず、空中のペイモンは大きく翼を振った。

　魔王の両りよう翼よくが巻き起こした風が、刹せつ那なの後には凶きよう悪あくな気流の鉄てつ槌ついと化して地上の勇者に振り下ろされる。ダレットの立っていた地面が大きく陥かん没ぼつし、辺あたり一円の石いし畳だたみが木この葉のごとく舞い上がった。

　骨が軋きしみ、内ない臓ぞうが潰つぶれるような衝しよう撃げき──だが、ダレットは聖剣を構かまえたまま倒たおれない。

「へっ。こたえねーなぁ、こんなんじゃ！」

「しぶとい奴やつめ──喰くらえっ！」

　ペイモンの脇わき腹ばらが血ち飛沫しぶきを上げて弾はじけ、中から槍やり状に変化したあばら骨がズルズルと伸びていく。左右五本ずつが先端に槍を持つ触しよく手しゆと化して、空中からダレットに襲おそいかかってきた。

「全身が魔ま骨こつ刀とうってわけか？　さすがはディアボロスの親おや玉だまだな！」

　手首を返して聖剣を振ると、切っ先の描えがく軌き跡せきがそのまま光の刃やいばと化して、前後左右あらゆる方向から襲い来る魔骨の槍を斬きり飛ばした。

「ふははは、五百年前を思い出すな！　勇者よ、このまま七日七晩闘たたかい続けるか？」

「馬ば鹿かいえ、つきあってられるか！」

　斬っても斬っても再ふたたび再さい生せいして繰くり出されてくる魔骨攻こう撃げきをひたすら防ふせぎながら、ダレットは空中にいるペイモンが業ごうを煮にやして降こう下かしてくる瞬しゆん間かんを待った。

　まさに五百年前の闘いの再さい現げんだが、ただ一つ違ちがうことがある。今のペイモンには、決定的な弱じやく点てんが存在していることをダレットは知っていた。

（勝しよう負ぶは、ヤツが間ま合あいに入ってきた一瞬で決める──！）

「はーっはははは！　一撃で決める肚はらか!?」

　ダレットの心を読んだようなタイミングで、ペイモンの哄こう笑しようが響ひびき渡った。

「おまえの考えなどお見通しだ。私のここを狙ねらおうというのだろう？」

　鉤かぎ爪づめの先で胸むねの傷きず痕あとを指し、

「確たしかにここにあるのは、五百年前に交こう換かんしたおまえ自身の心しん臓ぞう──わたしの身体からだの中で、唯ゆい一いつ不ふ死じ身みでない泣き所よ。だがなラズロウ、これを貫つらぬいてしまえば、もはやおまえが元の人間に戻もどる術すべも失うしなわれるのだぞ！」

「嘗なめるな！　それくらい承しよう知ちの上だ」

「ならば、もう一つ教えてやろう。今の私は、転てん生せい者しやの肉体を器うつわにしてこの世界に現げん出しゆつした仮かり初そめの身──私を殺すということは、すなわち転生者を殺すことに等ひとしい！」

（ペイを──？）

　地上で待ち受けるダレットの構かまえが、わずかに崩くずれた。

「それがどうした……どちらにしたって、おまえがここにいる限り、あいつは……」

「しかし、私が生きている限りいつかは取り戻せるという一いち縷るの望みもある。その望みを、己おのが手で断たち切れるものか!?」

「ペイは……〝無む窮きゆうなる者〟の干かん渉しようから世界を守るために、自分の身を犠ぎ牲せいにしたんだ。きっとあいつも解わかってくれるさ。あいつだって猟りよう魔ま士しなんだから……」

　それを聞いたペイモンが、なぜかがっかりしたように嘆たん息そくした。

「……判わかっておらぬな。あの少年は、むしろおまえを」

「何だと？」

「まあ、いい──そこまで肚を括くくっているというなら、もう何もいうまい。望み通り、ただ一撃で勝しよう負ぶを決けつしてくれるわ！」

　黒い翼つばさを羽はばたかせ、いったん上じよう空くう高く上昇したペイモンが──自じ由ゆう落らつ下か状じよう態たいに入り、さらに加速をつけて地上のダレットめがけて急きゆう降こう下かしてくる。

　聖剣を上じよう段だんに構かまえて迎げい撃げきの体たい勢せいをとっていたダレットは、相手の表情がはっきり見えるまで間ま合あいいが詰つまったとき──。

「うぉおおおおおおお！」

　唐とう突とつに構えを解とき、自みずから大地を蹴けって大きく跳ちよう躍やくした。

「うぬっ!?」

「でゃあーっ!!」

　思いもかけぬ空中での迎撃に体勢を崩くずすペイモン。その胸の傷きず痕あとめがけ、ダレットはためらうことなく聖剣を突き立て、そのまま二人して地面に墜つい落らくした。

　手て応ごたえはあった──切きっ先さきは右乳ち房ぶさの下、傷痕のど真ん中に深々と食い込んでいる。

（許ゆるせっ、ペイ……！）

　そう思ったとき、すぐ耳元で魔王の哄こう笑しようが上がった。

「かかったな！　誰だれが、傷口のすぐ下に心しん臓ぞうがあるなどといった!?」

「何!?　しかしあの時は──」

「心臓を交こう換かんするとき、少々細さい工くしてな──今の心臓は左側よ！」

　嘲あざけるように叫さけぶと、ペイモンは片足でダレットの肩かたを蹴けりつけ、聖剣もろとも地面に蹴り倒たおした。

　聖剣に貫つらぬかれた右胸の傷が、みるみるうちに塞ふさがっていく──。

「なかなか、楽しませてもらったが──そろそろ、お遊びの時間も終わりだな」

「……！」

　その言葉を「いよいよ本気を出す」と解かい釈しやくしたダレットは、すかさず立ち上がり聖剣を構え直した。

　にもかかわらず、魔王はその場に佇たたずんだまま次の攻こう撃げきを仕し掛かけてこない。

　痺しびれを切らしたダレットが、こちらから打ち込もうと一歩踏ふみ出したとき──。

　東の空から差し込む一条の光が目を打った。

（……朝？）

　闘たたかいが長引くうち、いつしか夜明けを迎むかえていたらしい。

（やべえな。街まちの人間が起き出してくる前に、決けつ着ちやくを──）

　再ふたたび気合いをいれて聖剣を振り上げるが、すぐに異い変へんに気づいてダレットは剣を降おろした。

「……ペイモン？」

　朝日に照てらされた魔王の巨きよ体たいが、まるで霞かすみのごとくぼんやりと薄うすれている。

「時間切れか……やはり、心臓抜ぬきでの復ふつ活かつは難なん儀ぎだった」

　指先から消しよう滅めつしていく己の手を見つめながら、まるで他ひ人と事ごとのように魔王はいった。

　ようやく、ダレットにも事じ態たいが飲み込めてきた。

　魔王自身がいっているように、〝転てん生せい者しや〟単独による復活には一時的な効こう果かしかなかったのだろう。そして復活したペイモンの能力も、本ほん来らいの状態に比くらべてかなりの制せい約やくを課かされたはずだ。マシャフとの闘いでほとんど呪じゆ力りよくを使わなかった理由も、これで納なつ得とくがいく。

「何で……復活したときに、さっさと俺から心臓を奪うばわなかった？　そうすれば」

「そういう雅みやびのない闘いは嫌きらいでな。それに、五百年待ちこがれた勇ゆう者しやとのご対面だ──どうせならゆるりと味わいたいではないか？」

　悪戯いたずらを見つかった子供のような笑えみを浮うかべ、魔王が告こく白はくした。

　肉体が薄れて行くにつれ、角つのや牙きばが消え──最後には人間の女とさして変らぬ姿すがたとなって、朝の光の中に溶とけるように霞かすんでいく。

「さらばだ、ラズロウ……次に会うのは何百年先になるかな」

　その言葉を最後に──魔王ペイモンは再びこの世界から姿を消した。

「………」

　ダレットは聖剣を持つ手を降ろし、その場にがっくりと跪ひざまずいた。

「これで……終わったのか？」

　半なかば放ほう心しんしたまま周しゆう囲いを見回し──魔王が消えたちょうどその場所に倒たおれた人ひと影かげを見つけ、剣を放り出し慌あわててかけよった。

「ペイ？　ペイーッ!?」

　仰あお向むけに倒たおれたまま、少年の反はん応のうはない。

　首に手をやると、脈みやくも呼こ吸きゆうも止まっていた。

「……くそっ！」

　ダレットは両手を組み、力ちから任まかせに少年の胸むねを叩たたき始めた。

　数回叩いたあと、鼻はなをふさいで口の中に息を送り込む。

　昔むかし、知り合いの医師から教わった蘇そ生せい法ほうだ。

　壊こわれた置き時計を殴なぐって直す心しん境きようで、その手順を何度もくり返す。

　そうやって、何度目かの人じん工こう呼吸を施ほどこそうとしたとき──いきなり突き出された少年の手が、ダレットの顔がん面めんを押おしとどめた。

「やめてよ……夕ゆうべ、歯は磨みがいてないでしょ？」

「………バカヤロォ」

　今度こそ全身の力が抜ぬけ、ダレットは路ろ面めんに身を投げ出した。

「〝あいつ〟に会ったの……？」

「ああ。何だか慌てて還かえっちまったぜ……家の戸と締じまりを忘れてたんだとさ」

　その冗じよう談だんにはクスリともせず、ペイは自分の左手を見た。

「ちぇっ。魔ま王おう石せきが……壊れちゃった」

「しゃーねえだろ。命あっての物もの種だねと思え」

　朝日の降ふり注そそぐ大通りを見回し、ダレットは眉まゆをひそめた。

　路上に転ころがった死体は三つ──二人の猟りよう魔ま士しと、憑ひよう魔まと化したオレヴ・ヤトゥーシュ。

　マシャフ・カツァルの姿すがただけが煙けむりのように消えていた。

（あいつ……死んでなかったのか）

　だからといって、どうしようという気も起きなかったが。

　突とつ然ぜん、眠ねむ気けと空くう腹ふくを同時に覚おぼえ、ダレットは相あい棒ぼうの隣となりにごろんと寝ねころんだ。

「……なあ、ペイ」

「何？」

「とりあえず、今回の仕事は片かたづいたんだし……事じ務む所しよを閉めてひと月ほど旅行に行かねえか？　温おん泉せんでも、南の方のあったかい海かい岸がんでもさ」

「素す敵てきな提てい案あんだね……でも、行けないよ。買っちゃったもの」

「買ったって……何を？」

「三五〇年前の異い端たん呪じゆ術じゆつ士しサバタイ・ゼヴィの『死し霊りよう秘ひ法ほう奥おう義ぎ』、それに儀ぎ式しきに使ったルアフの香こう木ぼく……しめて五〇万クラン。アースガード商会の名めい義ぎで来らい月げつ末まつに一いつ括かつ払ばらい」

「事務所に帰ったら……貴き様さまとはとっくり話し合いたいことがある。いいな？」

「………すぅ」

　ペイの返へん答とうはなく、代かわりに心ここ地ちよさそうな寝ね息いきが聞こえてきた。

　ほどなくダレットも眠ねむりに落ち──。




　およそ一時間後──、イビスの率ひきいる〝ハガナー〟特とく殊しゆ工こう作さく班はんが到とう着ちやくするまで、二人の若者は路上に横たわったまま、死んだように眠り続けた。








エピローグ









「じゃんじゃじゃ～ん♪」

　事じ務む所しよの中に入って来るなり──アカペラのファンファーレを口ずさみながら、リマル・シェメシュはドレスの裾すそを翻ひるがえして踊おどり始めた。

　平素からテンションの高い娘むすめだが、本日は特に脳のう内ない物ぶつ質しつの分ぶん泌ぴつが激はげしいようだ。

「……いったい何だ？　騒そう々ぞうしいな」

「静かにしてよ。読どく書しよ中なんだから」

　ダレットとペイは何事かと顔を上げ、庭にわに飛び込んできた暴あばれ馬を見るような目でリマルを眺ながめた。

「あらあらもーっ。せっかくの国王誕たん生じよう日び、それもこんないいお天気なのに、二人ともお部へ屋やに引き籠こもって何やってるの？　クラいわね～」

「ほっとけよ。祝しゆく日じつをどうすごそうと、俺おれたちの勝かつ手てだろうが」

　デスクに座すわって黙もく々もくと剣けんを磨みがきながら、ダレットが答えた。

「そうそう。だいいち先週から相あい次ついだ要よう人じん暗あん殺さつテロの煽あおりで、今年の国王誕生日は舞ぶ踏とう会かいも祝しゆく賀がパレードもなしでしょ？」

　ソファに寝ころんで呪じゆ術じゆつ書しよを繙ひもとくペイが、お菓か子しを囓かじりつつ同意する。

「あ～ら。あたしら庶民には関係ないわよ、やんごとなき方々の都つ合ごうなんて。祝日は祝日、人生は楽しまなくっちゃ☆」

　それから思い出したように入り口に戻もどり、廊ろう下かの方にいる誰だれかを手て招まねきしている。

「おい、何やってんだ？」

　部屋に入って来たのは、ダレットたちの知らない女の子だった。

　長い髪かみを頭の左右でお団だん子ご状にまとめあげ、フリルを多用したエプロンドレスをまとった姿すがたが、まるで飾かざり棚だなに収おさまった人形のように愛らしい。

　初対面の男二人を前に緊きん張ちようしているのか、少女は頰ほおを真まっ赤かにして俯うつむいていた。

「……誰だれだよ？　おまえの親しん戚せきか？」

「うっふっふ～。さーて誰かしら♪」

「可愛かわいい子だね。髪結い処おみせのお客さん？」

「……おまえらな！」

　無む言ごんで三人の会話を聞いていた少女が、突とつ然ぜん耐たえかねたように怒ど鳴なった。

「いい加か減げん気づけっ！　あたいだよ、あたい！」

「──シュ、シュロっ!?」

「ええーっっ!?」

　ダレットの手から剣が、ペイの口からお菓子がポトリと落ちた。

「ああ～ん、バレちゃった☆　もうちょっと楽しもうと思ったのにぃ」

「本当にシュロなのか……信じられねえ」

「まさか呪術でも使ったとか……」

「そんなことないわよー、この子可愛いもの。ちゃ～んとお風ふ呂ろに入れて、身だしなみを調ととのえてあげれば、ざっとこんなものよ」

　お団子状の頭を指さし、

「ちょっと苦労したのが、このヘアスタイルよね。こうすればうまくお耳がカモフラージュできるでしょ？」

「しかし……これがシュロ……ぷっ」

「バ、バカヤロー笑うな！　あたいだってな、好きでこんな格かつ好こうしてるんじゃないやい！　このお姉ねえちゃんが、二人を驚おどろかせたいっていうから……」

「んもぉー、だめよシュロちゃん。女の子がそんな乱らん暴ぼうな言葉遣いしちゃ」

　リマルが背後から抱きしめ耳元でそっと囁ささやくと、シュロはびくっと全身を硬こう直ちよくさせて黙だまり込んだ。

（ど、どうやって手て懐なずけた……というか二人の間で何があった？）

　恐こわくて尋たずねる気にもならない。ダレットは呆あつ気けにとられて二人の少女を見守るばかりだった。

「というわけで、あたしたちこれから出かけるけど。ねえ、あなたたちも一いつ緒しよに来ない？　遊びましょうよ～」

「いや……やっぱりやめとく。かったるい」

「ぼくも、人ひと混ごみは嫌きらいだ」

「あ～んつまんないのー。ま、いーわ。じゃあ行って来るわねー」

　すっかり妹いもうと分ぶんと化したシュロの手を引き、悠ゆう然ぜんと部へ屋やを出ていくリマル。

　扉とびらの手前でちょっと立ち止まり、

「次はペイ君くん。あなたの番よ～。うっふふふふ♪」

「──!?」

　反はん射しや的に頭を庇かばったペイを後しり目めに、きゃらきゃら笑いながら出ていった。

「ま、何にせよ……よかったじゃねーか。シュロのヤツも、ようやくここの生活に馴な染じんできて」

　再ふたたび剣の手入れに戻もどりながら、ダレットがいう。

「……楽しそうだねえ、ダレット」

「ん？　そう見えるか？　気のせいだろ」

　と口ではいってみるが、曇くもり一つない刀とう身しんに映うつる己おのれの口くち許もとは、やっぱり嬉うれしげに緩ゆるんでいる。その手の中には、五百年ぶりに主あるじの許に還かえってきた聖せい剣けんアルメギドが、窓まどから差し込む日差しに映はえて冴さえた輝かがやきを放はなっていた。

　ハシューブ街がいでの闘たたかいの翌よく日じつ──どさくさ紛まぎれに回かい収しゆうしてきた聖剣を、ダレットは現在の持ち主であるツアディーク家に返へん却きやくするつもりで持って行った。

　しかし現当主であるヨナは「当家の剣は盗ぬすまれてなどいません。最初から宝ほう物もつ箱ばこに収おさめられていました」と主しゆ張ちようして譲ゆずらず、結局引き取り手のなくなった聖剣はこの事務所に落おち着つくこととなったのだ。

（まあ、引き取りたくないのも判わかるけどな……親父おやじさんの首を斬きった剣じゃ）

「しかし……抜ぬき身のままってのも何だな。近所の武ぶ器き屋やに注ちゆう文もんして、専用の鞘さやを注文するか。あと飾かざり台も……」

「はん。いい気なもんだよね！」

　ペイが不満そうに呪じゆ術じゆつ書しよを閉じ、

「何だい、前は勇ゆう者しやの話をされるのも嫌いやがってたくせに。いざ本物の聖剣が自分の所にやってきたらこの有あり様さま──無む節せつ操そうだと思わない？」

「それはそれ、これはこれ。何といっても、こいつは俺の戦せん友ゆうみたいなもんだしなぁ」

　といいつつ刀身を陽にかざし、刃こぼれがないのを確かめてにんまりと笑う。

　処しよ置ちなし──といいたげに、ペイは肩をすくめた。

「君きみはいいよ？　自分の剣が戻もどってきたんだもの。それに引き替かえ、ぼくはどうだい？　魔ま王おう石せきは壊こわれるし、な～んにも残りゃしない」

「いいじゃねーか。幼おさななじみの従姉妹いとこと再会できたんだしよ」

「関係ないだろ!?　だいたい十年も会ってなかった従姉妹だよ。赤の他人と同じさ」

「………」

　ダレットは聖剣をデスクに置き、無む言ごんで立ち上がるとペイのそばに歩あゆみ寄った。

「な、な、何さ？」

　少年の両頰ほおにそっと手で触ふれ──そして思い切りつかんで引き延のばした。

「ひゃひぃふゅゆんらよう!?」

「赤の他人だとぉ!?　そーゆー白しら々じらしい噓うそをつくのは、この口か？　この口か？　うらうら」

　ひとしきり虐いじめたあと、満まん足ぞくしたように両手を離はなし、

「にしても、おまえさんが実はあんな純じゆん情じよう少年だったとはねぇ。いや～俺は認にん識しきを改あらためたよ。うんうん」

「ううっ。呪のろってやる……」

　赤くなった頰をさすりながら、半べそでつぶやくペイ。

「そういやあの子、近々ミルトスに帰るそうだぞ。真ま面じ目めな話、もう一ぺんくらい会ってやったらどうなんだ？」

「会いに行けば……嫌いやなことを思い出させるだけだから。それに、ヨナは強い子だよ。ぼくが手助けしなくても、立りつ派ぱにツアディークの家を再さい興こうしてみせるさ」

「ふうん……まあ、それならそれでいいが」

　ダレットはデスクに戻もどりかけ、やはり気になっていた質問を口に出した。

「ところで……結局のところ、判明したのか？　おまえの本当の〝仇かたき〟ってのは」

「残ざん念ねんながら、ね」

　少年は軽く肩をすくめた。

「あの弁べん護ご士しが邪じや魔ましてくれたおかげで、肝かん心じんのところを聞き逃のがしちゃってさ。まったく、人ひと騒さわがせな救世主メシアサマだったよねえ」

「そうか……ま、それでよかったのかもな。復ふく讐しゆうのために生きる人生なんて、ロクなもんじゃねえし」

「………」

　ペイは再ふたたび呪じゆ術じゆつ書しよに目を落とし、ダレットは自分のデスクにかけて窓まどの外を見やった。

　事じ務む所しよの中を、奇き妙みような沈ちん黙もくが支配する。

　ダレットは知っていた。

　あの夜、アクラブの生なま首くびが語った真実──シオン・ツアディークから両親と故こ郷きようを奪うばった真の仇の名前──ペイはそれを知りながら、いざというとき自分を巻き込まないように隠かくしていることを。

　ダレットは知っていた。

　なぜなら彼もまた、あのときアクラブの唇くちびるの動きを読んでいたのだから。

『キ・ョ・ウ・ダ・ン』──アクラブの首は、確たしかにそう答えていた。

〝教団〟の一語で表される組そ織しきは、この世界にただ一つ。

　聖ラズロウ教きよう導どう団だん──「勇ゆう者しやの正せい義ぎ」という名の理念イデオロギーを武ぶ器きに、五百年をかけて人間社会の隅すみ々ずみにまで根を張り巡めぐらせた巨きよ大だい組織。ある意味で人じん類るいの文ぶん明めいそのものといっていい存在。

　それが──これからの生しよう涯がいをかけ、ペイがたった独ひとりで闘たたかおうとしている真の敵てき。

（結局……誰だれも、自分の運うん命めいからは逃にげられないってことなのか？）

　かつて己おのれの運命を変えた一ひと振ふりの剣を見つめながら、勇者と呼ばれた男はどこか遠くで自分を見つめているはずの魔ま王おうに問いかけた。

　むろん返へん答とうが得えられるわけでもない。

　せめてもの救すくいは、こうして天気の良い休日に、日がな一日ぼんやりしている程度の平和が残されていることか──今のところは。

　たとえ運命の重さを忘れるための幸しあわせごっこでも、ないよりはマシだろう。魔王の言葉を借かりれば、それもまた「世界の一部」には違ちがいないのだから。

（旅行は無む理りでも……カルパスブリッジのあたりにでもピクニックに行こうかな？　リマルやシュロたちも誘さそって）

　ガラにもなくそんなことを考えながら、ダレット・アースガードは早そう春しゆんの日差しの降ふり注そそぐデスクの上で、ひとつ大きなあくびをした。





（血を啜る偽りの聖剣・完）










あとがき









　長らくお待たせしました、『紅蓮の猟魔士』シリーズ第二巻。思えば第一巻（『闇やみを喚よぶ紅くれないの魔ま石せき』）を出したのが去年の二月のことなので、実に一年？ヵ月ぶりの新刊ということになります。いやあ、まさか二つの世紀にまたがる大たい河がシリーズ（？）になるとは思いも寄りませんでした（ってまだ二冊じゃん）。

　冗じよう談だんはさておき、去年は個人的（というか家庭内の）事じ情じようにより半年ほど全く仕事が手につかなかった時期がありまして、やはりその影えい響きようが大きかったと言わざるを得ません。

（じゃあ残りの半年間は何をやってたって？……ひぃっ言い訳できないっ！）

　事情はどうあれ、一年以上も作品が刊行できなかったことで各方面に多大なご迷めい惑わくをおかけし、かつ読者の皆みな様さまにもご心配をおかけしたこと、この点について深くお詫わび申し上げます。この失しつ態たいの落とし前は、作家・対馬つしま正まさ治はるの今後の作品を通してつけていくということでご容よう赦しや願えれば……とっても嬉うれしいんですが（汗）。




　さて、前回の「魔石」に続き、今回のお題は「聖せい剣けん」。今を去ること一年以上の昔、『紅蓮１』の原稿を読み終えた当時の担当さんから「そういや、ラズロウが持ってた聖剣ってどうなったんですかー？」という趣しゆ旨しのご質問を頂きまして、そのときは「つまりはそれが次巻への伏ふく線せんなんですな～。はっはっは」てな感じではぐらかしたものですが、後になって「……そういやどうなったんだろ？」と考え込んでしまったという（笑）。

　まあ作品が誕生するきっかけなんて、最初はこんなものだったりします。

　その他の内容については本編のお楽しみ──ということにして、ここでは本作の陰かげの主役（？）ともいうべき魔王ペイモンPaymon様についてちょこっとフォローをば。

「地獄の辞典」（※）によれば「地獄の王の一人（中略）ひとこぶ駱らく駝だにまたがった人間の姿で、まばゆい宝石をちりばめた王冠をかぶり、女の顔を持つ。天使、あるいは能天使の階級に属する二〇〇軍団を従える（後略）」てな感じで、資料を読んでる分にはあまり「悪いヤツ＝悪魔」ってイメージが湧わかないんですよねえ。

　まあ例によってキリスト教学者の手で悪魔に堕おとされた気の毒な土地神様の一ひと柱はしらだったんじゃないかと思うんですが。作品内のペイモンはもちろん対馬の完全脚きやく色しよくですが、まあ前述のような先せん入にゆう観かんもあってか何やら魔王らしからぬ魔王になってしまったな～、ということだけ一言書いておきたいと。

　さて、「紅蓮の猟魔士」シリーズは本巻をもって一いち応おうの完結となります。

　物語の方は当とう初しよの構こう想そうの３分の２を消しよう化かしたばかりで、まだまだ書き足りないところも多々あるのですが……なにぶん一年以上も間が空いてしまったこともあり、編集部とも合ごう意いの上で、いったん区く切ぎりをつけることにしました。

　次の本ではまた新たな作品でお目にかかることと思いますが、いずれ機き会かいがあれば、ダレットやペイたちの、その後の物語もぜひ書いてみたいものです。




（※Ｃ・ド＝プランシー、床鍋剛彦・訳、講談社）




　末まつ尾びながら、本書の刊行にあたって尽力してくださった新旧二人のＳ田さん。お忙しいスケジュールを縫って美び麗れいな挿そう画がで作品世界を彩いろどって下さった花はな屋や敷しきぼたん先生。そして対馬にとって人生のどん底だった一年を支えて下さった多くの方々に、この場を借りて深く感謝申し上げます。





平成十三年二月五日　対馬　正治　　






追伸：対馬の既き刊かん作品や最新情報を紹しよう介かいするため、インターネットでＨＰを公開しております。「Yahoo! Japan」他、主要検けん索さくエンジンで「対馬正治」を検索すればすぐに引っかかりますので、興味のある方はぜひアクセスを。
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